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LED表示装置を用いた最適表示色数決定に関する研究
一短時間呈示における一
高松 衛， 釣 慎輔， 中島賛太郎， 中嶋芳雄， 宮腰 隆
(富山大学工学部)
Optimum Number of Display Colors with LED Traffic Information Board 
- in a Short Time of Presentation-
Mamoru Takamatsu， Shinnsuke Turi ， Santarou Nakjima， Yoshio Nakashima and 
Takashi乱1iyagoshi
(Toyama University) 
Traffic information boards have a vital role in promoting safety and effi cient road traffic， by 
providing the drivers with relev ant traffic information on a real-time basis . T o  achieve good visibil-
ity and eye-catching quality ， we must know the optimum number of display colors and ranges of 
chromaticity so that the road users can correctly recognize displayed inf ormation in a short time. 
We attempted to determine the optimum number of display colors based on the categorical c olor 
(basic perceived color) technique， as well as to define the chromaticity regions for display colors so 
that a given color is most effectively discriminated from the others . T he results showed that the 
optimum number of d isplay colors is ten， and categorization of the so-defined ten display colors on 
the chromaticity diagram is extremely useful in designing a traffic information board . 
Keywords: LED traffic information board， display colors ， categorical co lors ， chrom aticity diagram， 
traffic vi sual environment 
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1. はじめに
今日 ， LED素子 を 用 い た 道路情報板 の 設置 台 数
は急速 に増 加 し てきて い る が， そ の道路情報板 に 関
し て は ま だま だ改善 ・ 研究すべ き 点も存在 し て い る 。
そ の 中 の一つ に ， 表 示色及び表 示色 数の問題があ る 。
現在の 道路情報板 に 使用さ れ て い る 色 は赤色， 黄緑
色と そ の 混合 色で あ る オ レ ン ジ色の3色で あ る 。
近年で は 青色LED の 実用 化 に 伴 い ， 従来 の 赤色，
黄緑 色LEDと合 わせ る こと で ， 広範 囲 の 色表 示 が
可能となっ た が， 道路情報板等 の 文字 ・ 図案表 示 に
お い て は， フ ル カ ラ ー表 示 より も 色 の 違 い を認識で
き る こと が重要とな る 。 すな わち ， 道路情報板 に 関
し て は ド ライパ ー の観測時 間 は わ ずか数秒間で あ る 。
そ の ため ， 直感的 に理解で き る 数種類の 色 に よっ て
文字 ・ 図案表 示 を行 う こと が望ま し いと 考え ら れ る 。
そ こ で ， 本 研究 で は ， LED表 示装 置 に お い て 適
切且つ効果的な 色表 示 を決定すべ く ， カ テゴ リ カ ル
カ ラ ー(人 間 にとっ て の基本的な 知覚色) の 観点 に
立っ て川) ， 道路情報板 のマ ル チ カ ラ ー表 示 に お け る
最適表 示色数 を決定す るとと も に ， 他 の表 示色と の
誤認 を防ぐ ， 最 も効果的な各 色表 示領域を求める こ
と を その目的とし た 。
2. 実験方法
以下 に 実験 方法な らび に手順 を示す。 ま ず， 被験
者 は 10分間 の 暗順 応 に 入 る 。 そ の 後 ， LED表 示装
置上に は直径 14cm( 視角 で 2 0 相 当 ) の円形 の 刺
激光 が 2秒 間呈示さ れる 。 被験者 の タ ス ク は ， 呈 示
刺激光 を両眼 視 に て観測 し ， そ の 色名 を応答す る こ
と で あ る 。 応答方法と し て は ， 人 聞 にとっ て基本的
な表示色 数 を求め る ため に ， 色名 を自由 に 答 え る い
わ ゆ る自由 応答( フ リ ーネ ー ミ ン グ法) を採用 した 。
次 に ， ブラ ンク が4秒 間呈 示さ れ る 。 以下 同様 に し
て ， 呈 示刺激光( 2秒 間) と ブ ラ ン ク (4秒間) が交互
に呈 示さ れ， 被験者 は各呈 示刺激光 に対 し て， 感 じ
た色 名 を 応答す る 。
呈 示刺激光 の選定とし て は ， ま ず， LED表 示装
置上 に表 示 で き る最 高 彩度 の R( 赤 ) ， G(緑) ， B 
( 青) の 3 色 を 取 り ， こ の 三角 形 を構成 し て い る 辺
上 よ り各 10色を等間隔とな る よう に選定す る 。 次 に ，
三角 形 の内部 の 点を選定す る ため にW ( 白 色点) を 取
る 。 そ し て， R，G，Bの そ れぞ れか らW へ 引 い た直線，
ま た ， RG，G B，BR の そ れぞ れ の 中 間 点 か らW へ 引
い た直線， こ れ ら の直線上か ら ほ ぼ等間隔とな る よ
う に 30色 を選定す る 。 こ の よ う に し て ， 合計64色の
呈 示刺激光 を決定 し た( 図 1 ) 。 な お， こ こ で は均等
色色度図で あ る uV 色度図 を 用 い た 。 従っ て ， 等間
隔 と は そ の 色度図上 で の各 点の 距離を示す。 こ の こ
と は ， 各 点 の 色 の 差( 色差) が ほ ぼ等 し いこ とを 示
し て い る 。
被験者 は 色覚正常者 20名 で あ る 。 ま た ， 実験 は す
べ て 暗室 に て行っ た 。
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図l 呈示刺激光の色度点
3. 実験結果
実験 結果 の 一例 を表uこ 示 す 。 全被験者 の 結果で
あ る 。 左の列 には呈 示刺激光 番号及び色度点を 示し ，
右 に は応 答割合 が高かった色 か ら順 に 色名と そ の 割
合 を表記 し た 。 な お ， 表 中 で は簡略 化す る ため に 色
名 を ア ル ファベ ッ ト 表 示 し ， そ の対 応 は次 に 示す通
り で あ る 。
赤
黄
緑
青
ピ ン ク
山吹
赤紫
: R  
:y 
: G  
: B  
: Pi 
: BY 
: RPu 
ク リ ー ム : Cr 
オ レン ジ : OR
黄緑 : YG 
水 : A
紫 : PU 
白 : W
エメ ラ ノレ ド グ リ ー ン
: EG 
青紫 : BPu 
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な お表 に は， 各色度点 に対 し て 10%以上の応答が あ っ
た色名 の み を 示 し た 。 ま た デ ー タ 集計 の際に は ，
「薄いj， l'濃いj， l'白味が か っ た」な ど の 修飾語 は す
べ て 排除 し た 。
LED表示装置を用いた最適表示色数決定に関する研究
結果よ り ， 被験者 の 50%以上 の 応答か ら 得 ら れ た
色名 は 「 赤j， l'オ レ ン ジj， l' 黄j， l' 黄緑j， l'緑j，
「水j， l' 青j， l'紫j， l' ピ ン ク j， l' 白 」 の計 10種類で
あ っ た。
表1 各色度点における被験者応答及びその割合
No. (u'， y') 色名 % 色名 % No. (u'， y') 色名 色名 % 
(0.517， 0.522) R 100 33 (0.452， 0.452) Pi 67 R 26 
2 (0.073， 0.567) G 69 YG 31 34 (0.483， 0.488) R 63 Pi 35 
3 (0.164， 0.144) B 100 35 (0.475， 0.517) R 91 
4 (0.209， 0.473) W 88 36 (0.437，0.511) R 75 Or 16 
5 (0.474， 0.527) R 90 Or 10 37 (0.399， 0.505) R 56 Or 27 
6 (0.432， 0.531) Or 72 R 28 38 (0.361， 0.499) Or 69 R 15 
7 (0.392， 0.535) Or 95 39 (0.323， 0.491) Or 44 R 29 
8 (0.35， 0.539) Or 89 40 (0.286， 0.486) Or 40 W 16 
9 (0.313 0.543) Or 73 Y 15 41 (0.247， 0.481) W 71 
10 (0.27， 0.547) Y 57 BY 21 42 (0.094， 0.553) G 59 YG 38 
11 (0.232， 0.551) Y 78 YG 20 43 (0.119， 0.535) YG 62 G 29 
12 (0.192， 0.555) Y 50 >VG 45 44 (0.14， 0.52) YG 50 G 42 
13 (0.152， 0.56) YG 86 G 11 45 (0.165， 0.504) YG 57 G 29 
14 (0.122， 0.562) YG 75 G 25 46 (0.186， 0.491) YG 40 W 26 
15 (0.081， 0.529) G 68 YG 25 47 (0.169，0.19) B 75 PU 21 
16 (0.09， 0.489) G 54 EG 22 48 (0.175， 0.226) B 42 PU 40 
17 (0.098， 0.452) G 44 EG 23 49 (0.179， 0.267) B 36 PU 35 
18 (0.106， 0.413) A 88 B 11 50 (0.186， 0.309) A 37 PU 33 
19 (0.115， 0.374) A 90 B 10 51 (0.195， 0.35) W 37 PU 26 
20 (0.123， 0.334) A 88 B 12 52 (0.198， 0.392) W 69 PU 24 
21 (0.131， 0.298) A 91 53 (0.204， 0.432) W 81 
22 (0.139， 0.259) A 71 B 29 54 (0.272， 0.527) Or 45 Y 35 
23 (0.148， 0.22) B 91 55 (0.251，0.51) Y 58 Or 12 
24 (0.157， 0.179) B 100 56 (0.231， 0.492) W 59 Y 16 
25 (0.196， 0.176) PU 67 B 13 57 (0.141， 0.386) A 90 
26 (0.228， 0.212) PU 87 58 (0.162， 0.417) A 65 W 26 
27 (0.262， 0.249) Pu 84 Pi 11 59 (0.187， 0.445) W 60 A 27 I 
28 (0.293， 0.282) PU 53 Pi 40 60 (0.319， 0.357) Pi 58 PU 37 
29 (0.323， 0.314) Pi 57 PU 31 61 (0.295， 0.382) Pi 69 PU 16 
30 (0.354， 0.347) Pi 68 PU 14 62 (0.278， 0.405) Pi 63 PU 19 
31 (0.388， 0.385) Pi 79 PU 11 63 (0.253， 0.427) Pi 49 W 39 
32 (0.42， 0.421) Pi 77 PU 10 64 (0.23， 0.453) W 77 Pi 11 
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実際 に 呈示 し た 色度点、 の う ち ， 赤 に 関し て は ，
No.1 (0 . 5 17 ，  0 . 522) ， NO . 5  (0 .474， 0 .5 27) ， NO.35 
(0 .475 ， 0 . 517) の 3点で ， オ レ ン ジ に 関 し て は ， NO.7 
(0 .392，  0 . 535) の 点で ， 水 に 関 し て は， No . 19 (0 . 1 15 ，  
0 .374) ， NO . 2 1  (0 . 131 ，  0 . 298)， NO.57  (0 . 14 1 ，  0 .386) 
の 3 点 で ， 青 に 関 し て は ， NO.3 (0 . 164， 0 . 144) ， 
No .23 (0. 148 ， 0 . 22) ， NO .24 (0 . 157 ，  0 . 179) の 3点 で
90%以上 と い う 極 め て高 い 割合 を示 し た 。
表 1 の 結 果 をも と に ， 50%以上 の 出現 確立をもっ
て応答 が得ら れ た 各呈示刺激点よ り ， カ テゴ リ カ ル
カ ラ ー 領 域 を求 め た も の を 図2 に 示す。
図 2 で示し た 10種類 の カ テゴ リ カ ルカ ラ ー 及 び そ
の 領域 を 用 い れ ば， 短時間呈示 と い う 過酷 な 観測条
件下 に お い ても ， 他の 色と の 誤認 を極力避 け ， 最 も
効果的 な 色情報 の 表示 が可能で あ る と 考え ら れ る 。
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図2 カテゴリカルカラー領域
4. むすび
本研究で は， 刺激光 に 対す る 応答方法 と し て， 色
名 を 自 由 に 答え る フ リ ー ネ ー ミ ン グ法 を採 用 し た 。
こ の方法 に よ り ， 色彩 に つ い て の 高度な 知 識 の 有無，
老若男 女 の 相違， 地域差等 に無関係 な ， す な わ ち あ
ら ゆ るド ラ イ パ ー を対象 と し た カ テゴ リ カ ル カ ラ ー ，
換言す れ ば， わ れ わ れ人間 にとっ て の 基本的 な色 数
を決定す る こ と が で き た 1 -61 。
と ころ で一般 に ， ド ラ イ パ ー が道路情報板 の 表示
情報 を観測 す る 時間 は数秒 間 と 考 え ら れ る 。 一方，
ド ラ イ パ ー は 自 分が必要 と す る 道路情報を短時間 に
且 つ正 確 に読み取 る 必要があ る 。 そ の た め に は ， 表
示色数や表示色度範囲等 の 表示方法 に 関 し て は ， 視
覚工学や人間工学 の 観点 に 立 っ て ， 適切 に 設 定 す る
必要が あ る 。
本研究 よ り 得 ら れ た ， 基本的な知覚色 と い え る 10
種類 のカ テゴ リ カ ル カ ラ ー 領域 は， 基礎研究面 のみ
な ら ず， 道路情報板に お け る 表示色数及 び表示 色度
範囲 の決定等 の 実用面 に お いて も ， 大変有 用 な基礎
的デ ー タ を 提供す る もの と 確信 する次第で あ る 。
ま た ， 本研 究 の 今後 の課題 と し て は ， よ り詳細 な
カ テゴ リ カ ル カ ラ ー 領域 の決定 の 為 に ， 内部の呈 示
刺激点数を増 や し て 同様 の 測定 を 行 い ， さ ら に実 用
性 を高めて い く こ と で あ ろ う 。 今後 の 取 り 組み課題
のーっ と し た い 。
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Design and realization of a network security model 
Jiahai Wang, Fangxi Han 
School of Computer Science & Technology, Shandong University 
Zheng Tang, Hiroki Tamura and Masahiro Ishii 
Faculty of Engineering, Toyama University 
Abstract: The security of information is a key problem in the development of 
network technology. The basic requirements of security of information clearly 
include confidentiality, integrity, authentication and non-repudiation. This 
paper proposes a network security model that is composed of security system, 
security connection and communication, and key management. The model car­
ries out encrypting, decrypting, signature and ensures confidentiality, integ­
rity, authentication and non-repudiation. Finally, the paper analyses the merits 
of the model. 
Key words: information security; security connection; data transmission; key 
management 
1 . Introduction 
We live in a world of computer and elec­
tronic network. Governments and businesses 
rely heavily on computerized processes for 
most, if not all, of their day-to-day activities. 
Citizens sending E-mails from their home com­
puter, head office communicating with branch 
plants, and nations sharing critical information 
all contribute to the skyrocketing increase in 
Internet usage. It is the Internet that is well 
on the way to becoming the primary platform 
for global commerce and communications. The 
very openness that has encouraged the 
Internet's explosive_ growth, however, also 
makes it difficult to ensure that Internet 
secure. Before committing their sensitive com­
munications to the Internet, users require spe­
cific assurances: protecting privacy by ensuring 
that electronic communications are not inter­
cepted and read by unauthorized persons; as­
surmg the integrity of electronic 
communications by ensuring that they are not 
altered during communication; verifying the 
identity of the parties involved in an electronic 
communication; ensuring that no party in­
volved in an electronic communication can deny 
their involvement in the communication. In a 
·word, secure Internet needs confidentiality, in­
tegrity, authentication and non-repudiation. 
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2 . Cryptography technology[11[21 
Cryptography technology is a key technol­
ogy that can ensure the secure transmission of 
information and end-to,;end security of the 
communication. 
An encryption algorithm 1s a procedure 
which takes the original message (plaintext) 
and a small piece of information arranged in 
advance between sender and recipient (the key) 
and creates an encoded version of the message 
(the cipher text).There are two kinds of crypto­
graphic algorithm: the private key algorithm 
(symmetrical algorithm) [IJ and the public key 
cryptographic algorithm (asymmetrical algo­
rithm) l2l. In the private key algorithm, the en­
cryption key is the same to the decryption key, 
if sender and recipient want to exchange en­
crypted information, they both need to possess 
one private key, which is kept secretly between 
them. This key is needed for both encryption 
and decryption of the message. So the security 
depends on the same secretly key shared by 
both sides. The best-known and most widely 
used private key algorithm is the U.S. Data 
Encryption Standard (DES). 
But in the public key algorithm, the encryp­
tion key (the public key), is significantly differ­
ent from the decryption key (the private key). 
The public key is used to encrypt a message 
and the private is kept secret, Every persori 
has a unique key pairs, for example, everyone 
can encrypt message to recipient with recipi­
ent's public key, but only recipient will be ca­
pable of decrypting the message, by using its 
secret key. The security depends on the fact 
that it is computationally impossible to at­
tempt to derive the private key from the public 
key. RSA is a famous public key algorithm. 
Cryptography allows data to be transmitted 
across a vast public network such as the 
Internet while preserving the confidentiality of 
its contents. Message digest function aims 
to prevent anybody from altering the data, so 
it can keep the integrality of information . . A 
typical message digest function (commonly is a 
one-way hash function) takes a variable-length 
message and produces a exclusive fixed-length 
hash. Given the hash it is computationally im­
possible to find a message with that hash, in 
fact one can't determine any usable informa­
tion about a message with that hash, not even 
a single bit. It's also computationally impossi­
ble to determine two messages which produce 
the same hash. Changing even a single letter 
of information would cause the message digest 
to become completely different. The best com­
monly used message digest function is MD5, it 
produces a 128-bit hash, 
For guaranteeing somebody's identity and 
preventing somebody from denying his dealing, 
we must use digital signature technology. 
Digital signature can be used to uniquely sign 
an electronic document. Similar to the RSA 
public key algorithm, but this time using the 
private key to encrypt the electronic document, 
as long as you don't let anybody know what 
your private key is, it will take impossibly 
large amounts of computing power to forge 
your digital signature. It is an extremely good 
idea to sign electronic documents by using 
your private key to encrypt the message digest 
of the document. A message digest is a rela­
tively short block of numbers . that prevents 
anybody from altering you document. 
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3 . Design and realization of 
network security model 
3.1 The architecture of model 
Now, we can use the technologies mentioned 
to design a network security model that pro­
vides all operation. The model consists of three 
parts: security system, network connection and 
data transmission, key management. The 
model architecture is shown in Fig.l. 
A B 
secure· connection 
authentication authentication 
encryption secure transmission encryption 
of information 
decryption decryption 
signature signature 
+---+ Key 
� 
secure manage me secure 
algorithm algorithm 
library library 
Fig.l: The architecture of model 
Security system is a mixed encryption sys­
tem including private encryption algorithm 
DES, public encryption algorithm RSA, mes­
sage digest function MD5, algorithm for gener­
ating key and algorithm for producing random 
number. It is the main provider of security 
functionl314I5l. 
As the network connection and data trans­
mission, when both sides want to communicate 
with each other, they must transmit the infor­
mation of authentication to guarantee identity 
of each other according to authentication pro­
tocol. After successful authentication, both 
sides can transmit data[6l.-
Key management has several basic functions 
including key generating, registration, storing, 
distribution, retrieving, updating and revoca­
tion. It runs through whole process of infor­
mation transmission. This model adopts 
distributed key management scheme, in which 
every user generates his own key pairs. The 
Design and realization of a network security model 
key distributed center (KDC) manages all the 
generated public keys of users, but the gener­
ated private key is kept by themselves. Every 
local network's user group has a KDC that is 
called local KDC. The local KDCs directly man­
ages each user of the local network's user 
group. If a lot of local networks are intercon­
nected, all the local KDC are also intercon­
nected and form the structure like a tree[7]. 
Fig.2 :The structure of distributed KDC 
In the figure, the leaf node denotes user. 
Each KDC contains lower level KDC and users. 
Higher level KDC looks lower level KDCs as 
common users. 
KDC has several functions: 
1: Key registration: Adding the public key 
of new users to the address list of KDC 
after checking up the user's identity. 
2.: Key Updating: When KDC receives 
user's requirement of updating public key, 
KDC then accepts the public key which 
user has produced and updates the user 
public key list. 
3: Key retrieving: When KDC receives 
user's requirement of retrieving public key, 
KDC returns the corresponding public key 
by the way of recursive retrieving. 
4: Key revocation: When KDC receives 
user's requirement of public key revoc_a­
tion, KDC then delete is the corresponding 
public key and the item of address list. 
- 7 -
4. Security layer of the model 
Internet bases on TCP /IP protocols including 
application layer, transport layer, Internet 
layer and network interface layer. This model 
adds a "security layer" between application 
layer and transport layer as shown in Fig.3. 
All the security functions are carried out by 
the security layer. The information transmis­
sion bases on TCP protocol that is connection­
oriented. 
interface 
Fig.3: The model of the a "security layer" 
between application layer and transport layer 
The best thing about all these encryption, 
decryption, verifying and authenticating proc­
esses is that "security layer" does them all 
transparently, so that both sides receive the 
assurances they need without having actually 
to engage in computations themselves. 
5 . The process of the model 
5.1 Getting the public key of both sides 
The public keys are placed in the KDC, so if 
user A wants to communicate with user B, A 
at first he will find out what B's public key is, 
so he will send a request to the key server 
(KDC) to get the public key. 
The process of getting the public key of each 
other 1s: at first, A sends a request to the 
KDC to get B's public key, then KDC re­
searches the address of B in the local address 
list. If KDC finds B, it indicates that A and B 
belong to the same user group managed by 
KDC. So KDC returns B's public key to A, at 
the same time, it returns A's public key to B. 
Else if KDC does not find B in the local ad­
dress list, it indicates that B belongs to other 
user group. In this case, the request of getting 
public key is handed on through every layer of 
distributed KDC by the recursive way until 
local KDC that manages the B directly is 
found. Then the local KDC returns B's public 
key to A and returns A's public key to B. So 
both sides get the public key of the other side. 
5.2 setting up the security connection 
Having got the recipient's public key, authen­
tication information is transmitted between 
sender (A) and recipient (B). The whole process 
is shown in Fig.4. 
SKA(Rl) and PKB(R2) 
� 
PKA(Rl E9 R2) and SKB(R3) 
A � B ..... 
PKB(R3) 
� 
Fig.4: The process of identity authentication 
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First, sender generates two random numbers 
Rl and R2, then encrypts Rl using his own 
private key SKA and encrypts R2 using recipi­
ent's public key PBK. The results of encryption 
are SKA (Rl) and PKB (R2) and sender sends 
SKA (Rl) and PKB (R2) . 
Next, when having received the SKA (Rl) 
and PKB (R2) , recipient decrypts SKA (Rl) 
using sender's public key PKA and decrypts 
PKB (R2) using his own private key SKB, the 
results of decryption are PKA (SKA (Rl) ) 
=Rl and SKB (PKB (R2) ) =R2. Then the re­
cipient generates a random number R3, and en­
crypts (RlEB R2) using sender's public key 
PKA and encrypts R3 using his own private 
key SKB . The results of encryption are PKA 
(R1E8R2) and SKB (R3) , and recipient sends 
PKA (R1E8R2) and SKB (R3) . 
Finally, when having received the PKA (Rl 
E8R2) and SKB (R3) , sender decrypts PKA 
(R1E8R2) using his own private key and de­
crypts SKB (R3) using recipient's public key, 
the results of decryption are R and R3. If R 
equals the original number (RlEB R2), then 
sender encrypts R3 using recipient's public key, 
the result of encryption is PKB (R3) , else 
sender breaks the connection· and stops commu­
nication because it indicates that "recipient" is 
not a real person with which sender wants to 
communicate. When recipient recieves the PKB 
(R3) , he decrypts it using his own private 
key, if the result of decryption equals original 
number R3, recipient thinks the "sender" is a 
real person with which he wants to communi­
cate, else he breaks the connection. 
Sender encrypts the message using recipient's 
public key. Because recipient keeps his own pri­
vate key, only he can successfully decrypts the 
message. Sender signs the message using his 
own Private key, so recipient can identify the 
source of information. The whole process of 
handshake completes the authentication. 
Design and realization of a network security model 
5.3 Data transmission 
Data transmission is based on TCP protocol 
that is connection-oriented. The whole data 
process includes encryption, signature, decryp­
tion and validation and ensures confidentiality, 
integrity, authentication and non-repudiation. 
Sender applies MD5 algorithm to the mes­
sage, converting it to a fix-length (128 bit) 
string called a message digest. This message 
digest acts as a "digital fingerprint" of the 
original message. If the original message is 
changed in any way, it will not produce the 
same message digest when the hash function is 
applied. Sender encrypts the message digest 
using his private key, and produces a digital 
signature of the message. 
Then he encrypts the message to which the 
digital signature is "attached" using a one-use 
private key (the session key) that has been ran­
domly generated specifically for the message 
and gets the digitally signed, encrypted mes­
sage. And, he encrypts the session key using 
recipient's public key. Since the message­
specific private key (the session key) is typi­
cally small in comparison with the message, 
the combined encryption approach provides the 
speed benefits of private key encryption along 
with the manageability of public key encryp­
tion. 
Finally he transmits the digitally signed, en­
crypted message and the encrypted session key. 
When recipient receives the digitally signed, 
encrypted message and the encrypted session 
key, he firstly uses his private key to decrypt 
the encrypted session key. Then he uses the 
session key to decrypt the digitally signed, en­
crypted message. As only his private key can 
decrypt a message encrypted with his public 
key, the confidentiality of the message is as­
sured. 
Recipient then uses sender's public key to de­
crypt the digital signature, revealing the mes­
sage digest. Since only sender's public key can 
decrypt the digital signature, he is able to 
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verify that sender is the true sender of the 
message. To verify the message content, 
Recipient applies the same MD5 algorithm to 
the message he received from sender. The mes­
sage digests should be identical. If they are, re­
cipient knows the message has not been 
cha1;1ged and he is assured of its integrity. 
The whole process of data transmission 1s 
shown in Fig.5. 
The ptivate key of sender 
Fig.5: The whole process of data transmission 
6. Conclusions 
The proposed network security model has 
following merits: 
(1) The model introduces the secure function 
smoothly. Some security schemes introduce the 
secure function at IP layer or TCP layer. IP is 
oriented to connectionless, so it is unreliable 
and the diagrams arrive out of order. TCP is 
oriented to connection and reliable, but TCP 
protocol itself will be changed if secure func­
tion is introduced at TCP layer. This model 
adds a "security layer" between application 
layer and transport layer, so all the protocols 
needn't be changed. Security layer performs en­
cryption, decryption and identity-verifying 
functions invisibly to both communication 
sides, while ensuring that their communication 
is nearly as private and secure as a face-to-face 
meeting, so all operation is transparent and 
seamless. 
(2) Inherent disadvantage in private key 
encryption is the problem of secure distribu­
tion. For example, if someone want to send 
other person an encrypted message, he has to 
securely send the other side the secret key 
first. This creates a chicken-and-egg dilemma: 
to set up a secure communication system, he 
needs a secure communication system. Public 
key encryption solves this problem using key 
pairs. Data encrypted with one key in the pair 
is decrypted using the other key. Thus we can 
encrypt the message with recipient's public key 
which, as its name implies, is not a secret. 
Decryption requires recipient's private key, 
which only recipient possess. At the same time, 
the private key algorithm is very quick, but 
the public key algorithm itself is very slow. So 
we use the private key algorithm-DES to en­
crypt the long message, and use the public Key 
algorithm-RSA to distribute the key of the pri­
vate key algorithm. 
It is an extremely good idea to sign the long 
message by using the private key to encrypt 
the message digest of the message. For a mes­
sage digest is a relatively short block of num­
bers that prevents anybody from altering your 
message, so the speed of signature is hisher. 
(3) The proposed model adopts a simple and 
secure one-use session key mode. Before trans­
mission data in the common encryption sys­
tem, both sides must exchange the session key. 
This model uses different session key that has 
been randomly generated and transmitted with 
the encrypted message in different data trans­
mission presses. So the model avoids the ses­
swn key exchanging. This improves the 
security of the system, because next data 
transmission does not be effected in case of the 
session key leaks. At the same time, when one 
session is completed, session key needs not to 
be restored, which makes key management eas­
ier and simpler. 
(4) The model has a secure, and greatly effi­
cient key management scheme. Centralized key 
management scheme commonly used m 
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practical distributes the user's key through 
channel which must be secure. Users' public 
key and, specially, private key are generated 
by key management center, which then distrib­
utes the key to users, so the key management 
center interposes users' privacy and can be 
easy to counterfeit users' identity. All users 
must communicate with the key management 
center, so all private information of users can 
be wiretapped, at the same time, the communi­
cation burden of the key management center is 
so high that it becomes bottleneck of communi­
cation. This model adopts distributed key man­
agement scheme in which every user produces 
his own key pairs, and the public keys of users 
in every user group are managed by distrib­
uted KDC, but users' private keys are produced 
and managed by themselves, which protects 
privacy of users. At the same time, there is no 
central node in the distributed KDC, so it has 
no the problem of bottleneck of communica­
tion. 
Design and realization of a network security model 
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超高分子量ポリエチレンの摩擦摩耗特性
大住 剛， 高瀬博文， 羽多野正俊， 小原治樹
Tribological characteristics of ultra high molecular weight polyethylene 
Tsuyoshi Ohsumi， Hirohumi Takase， Masatoshi Hatano and Haruki Obara 
A high morecular weight material is frequently used as a material of mechanical ele­
ments . The reason is that its luburicating and frictional characteristics are great . 
Because of these characteristics ， ultra high molecular weight polyethylene(UHMWPE) has 
been normally used as a material of artificial joints. On the other hand， a harder mate­
rial was stainless steel normally . Ceramics begins to be used recently. Therefore charac­
teristics of friction and wear are needed in those combination. In this paper， the 
performances in combination between four kinds of ceramics and UHMWPE were widely 
researched concerning friction and wear. 
Key Words:UHMWPE， Ceramics ， Friction， Wear 
1 . はしがき
高分子材料 は 摩擦摩耗特性 に 優れ 機械要素部品で
あ る 歯車や軸受 と し て摺動用 要素 に 広 く 使用 さ れ て
い る 。 特 に ， 超高分子 量 ポ リ エ チ レ ン は 上述の 特長
を活か し ， 人工関節要素材と し て広 く 使用 さ れ て い
る 。 特 に 大腿関 節 に お け る冠白骨 の 代 り や膝関 節 の
コン ポ ー ネ ン ト に 使用 さ れ る 。
一般 に ， 人 工関節 に於 いて ， 一 方 の 摩擦 面が変 形
し 難 い 硬 い 材料 と し ， 相手面 が弾 性変形 を 受 け や す
い 材料 と し た 方が潤滑効果が 大きく な り 摩擦摩耗 の
観点、か ら 必然的 な 組み合わせで あ る 。
ま た ， 弾 性変形を 受けや す い 軟質 材 の方 と し て生
体 中 で安定 であ る た め に は分子構造 が タン パ ク 質 と
は 似 て い な い 材料 と す る 観点か らプラ ス チ ッ ク で単
純 な分 子構造 を持つ ポ リ エ チ レ ン が使用 さ れ る 。 こ
の プ ラ スチ ッ ク 摩耗粉が 関 節胞 に 沈着し て 肉芽腫
(glanuloma) を 作 っ た り 人工関節 ステ ム と 骨 を 骨 セ
メ ン ト で 固定 し た部 分 に 入 り 込み接着 力 を 弱 める こ
と に な り 人工 関節 の 寿命を 縮 め る 結果 と な る 。 (1)
この よ う な 状況 に あ っ てポ リ エ チ レ ン の 摩擦摩耗特
性の調査 は必 然で， そ の コ ン ト ロ ー ルが 要求 され る 。
硬質 材と し て代表的 な も の は生 体適合性 と 耐摩耗
性が必要 と 考 え ら れ る 。 こ の 観点か ら金属 材料 と し
て 耐食性 の あ る SUS材が古 く か ら 使用 さ れ て い る 。
Ni は 毒性 を 示 し Cr酸化膜 は 耐食性 を 示 す が耐疲労
強度 を 低下 さ せ る 問題点が ある 。 一方 ， セ ラ ミ ッ ク
ス 材 は 最近 使用 さ れ る(2)(3) よ う に な っ た 材料 で あ
るが 硬くて 耐摩耗性が高 く ， 成分 が単独溶 出 し ても
生体 に 無害で あ る 点、で優れて い る が も ろ く 欠 け 易 い
欠点、が あ る 。
こ の よ う な 状況 に あ っ て， 金属 ， セ ラ ミ ッ ク ス の
硬質材 と 超高分 子量 ポ リ エ チ レ ン (UHMW PE)聞 の
摩擦摩耗特性 を調 べ る こ と は人工関節寿命 の点 か ら
重要 で あ る 。 特 に 最近 使用 が著 し く な っ た セ ラ ミ ッ
ク ス 材料 に つ い て は ア ル ミ ナ が 中心で あ っ た が， 他
の セ ラ ミ ッ ク ス に つ い て の 特性 デ ー タ が少 な い 。 そ
こ で本 研 究 で は ， 従 来 の SUS， ア ル ミ ナ ， ジ ル コ
ニ ア ， 窒化 ケ イ 素 の 4種類 の硬 質材 と UHMW PE
閣 の 摩擦摩耗特性 を 比較 し ， 検討 し た こ と を述べる
こ と に す る 。
2 . 摩擦試験機 と 摺動方法
歩行 パ タ ー ン の 複雑 さ な る が故 に人 工関節 の 摺動
形態 は 非常 に 複雑で あ る が大腿 関節， 膝 関節 に お い
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て摺動が異 な る こ と は言を待 た な し 、 。 そ れ故 に 本研
究 で は ， 問題が あ る が単純化 し た 一方向線形摺動 に
よ る 実験 と し た 。 ま た ， ポ リ エ チ レ ン ピ ン を硬質材
の デ ス ク 上で 摺動す る 試験が一般的 に 使用 されて い
る が本実験で は硬材の ボ ー ル を プ ラ ス チ ッ ク に 押 し
付け る ボ ー ル ・ オ ン ・ デ ス ク 形 と し ， 大腿 部関節 の
形態 に近 い こ と を 考え た 。 ま た こ れ に よ って 摺動条
件が極端 に軽 く な る こ と も 考え られ るの で摺動距離
を 大 き く する こ と を心掛 け た 。
潤滑 状態 に 関 し て 人工 関節 の 摩擦試験 で は AST
M規格 F732-82 に よ れ ば潤滑剤 を牛血清 と し て い る 。
本研究 に お い て も牛血清 を潤滑剤 と し た 。 高分子材
料 の 摩擦試験 の 規格 と し て AST M-F732 に 規定 さ れ
て い るが こ れ に 準じ た 試験法 で摺動試験 を行 っ た 。
摩擦試験機 の概 要 は 図 1 に示す よ う に 円盤上 に 試
験 用 UHMW PE板 が 固 定 さ れ こ れ が サ ー ボ モ ー タ
に よっ て駆動 さ れ る 。 こ の板 に SUS材 や セ ラ ミ ッ
ク ス材 の ボ ー ルが押 し つ け ら れ た 状態 と な る 。 ボ ー
ル を 固定 し た アー ム の 重錘 の位置と 重 さを選ぶ こ と
に よっ て 実験条件 に よ る 押 し つ け圧力 が得 ら れ る 。
ボー ル と ポ リ エ チ レ ン 聞 の 摺動摩擦力 は， ア ー ム の
周方向 の 力を 図 の板 パ ネ の 変位 を歪み ゲ ー ジで電圧
に 変換 し記録計 で記録 す る 。 摺動速度 は ボ ー ル接触
半径と 円盤 の 回転速度 に よ っ て調節可能 で あ る が，
条件 を一定 に す る た め に半径を比較的 変化 さ せ る こ
と な く 回転 数で速度調節 を行 っ た 。
図1 摩擦試験機
3 . 実験条件
3. 1摺動材料
は し が き で 述 べ た よ う に 軟質材 と し て UHMWP
E 硬質材 と し て SUS316， ア ル ミ ナ ， ジ ル コ ニア ，
窒化 ケ イ 素 の4 種類の材 料 を使用 し た 。 そ れ ら の緒
特性 を比較す る 。 材料 の物理的性質 を 表 l に 示す 。
表 に も とず い て注目 す べ き 性質 を簡単 に説明 す る 。
製品名
墨色
容唐
ピヲ主-;1.極主
曲げ強さ(20"(;)
圧縮強さ
吸水率
理性率
ポアソン比
最高使用温度
表面粗さ
表l 摺動材の機械的性質
(a) UHMWPE 
J!:/cm3 
k2lmm2 
kÆlmm2 
kg/mm' 
目
k<l mm'( X 10') 
℃ 
μm 
X 106 
(b)硬質材
ステンレス アルミナ
SUS316 AI，O， 
A9951 
白色
8 3.9 
200 1800 
45 
250 
。
2 4 
0.3 0.24 
1600 
1.5 
(a) UHMWPE 
5.5 
0.94 
136 
450 
100 
8.000 
13 
95 
2.6 
γI�コー7 室化ケイ素
Zr02 SiaN4 
AYZ同3 ASN-2 
乳白色 黒灰色
6 3.2 
1300 1500 
120 82 
>250 >250 
。 。
2.2 2.8 
0.31 0.27 
1200 
1.5 
分子量 が5.5x106 で 一般 の ポ リ エ チ レ ン に比べ て
著 し く 大 き し 、 。 一方ヨ! っ 張 り弾 性係数 は lx109 N/rrf
で あ り ボ ー ル 材 の 1/200- 1/300倍 で あ る 。 ま た ，
同 じ 高 分 子材 料 で あ るゴ ム の 3x106N/ rrf に 比 べ て
300倍で弾 性係数 の 点で は中 間 的存在で あ る 。
(b)硬質材
金属材 料 は 3 種類 の セ ラ ミ ッ ク ス に 比べて密度 は
大 き い 。 セ ラ ミ ッ ク ス 聞 の 比較で曲 げ強 さ はジ ル コ
ニア ， 窒化 ケイ素 ， ア ル ミ ナ の順 で圧縮強 さ に お い
て も ア ル ミ ナ が最 も 低 い 。 し か し弾 性係数 は ア ル ミ
ナ が最大で 他 は SUS を 含 め 似 た 値 であ る 。 以上 よ
り ア ル ミ ナは 変形 し 難 く も ろ い と 考え ら れ る 。
3. 2摺動速度， 荷重および摺動距離
人 の膝 関節 およ び は股 関節 で の摺動速度荷重 に 関
し て一般的 に は前者 の荷重 は大 きい が速度 は小さい 。
本 実験 で は 前者 を 想定 し て 2cm/s， 荷重 を 9Mp aと
し 後者 を想定 し 5cm/s， 5Mpa の 2 種類 の 実験 条件
を 選 ん だ。
摺動距離 に 関 し て は UHMW PE板 を 回 転 し て い
るこ と か ら ， 板自身 の 摺動 とゅ う よ り は む し ろ ボ ー
ル に よ る 繰 り 返 し 摺動荷重が加 え ら れ た 事 を意味 す
る の で摺動距離を考 え る よ り 回転回数 を 設定す る こ
と に な る 。 今回 は 5万 回 の 摺動 回数を選ん だ。
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4 . 測定法 と 測定量
第 1 章で述べた よ う に 硬質材に よ る 摺動特性 を比
較する こ と を 目 的 と し て い る の で， 摩擦係数， 表面
性状 の観 察比較 を 行 っ た 。 ま た ， 摩耗量が 非常 に 重
要であ る が， 実験装置 の 都合上観察不可能 な た め 摺
動面形状 を 観察す る こ と によっ て こ れ に 変え る こと
に しfこ。
摩擦力 に 関 し て は前項の 摩擦試験機 の項 で述 べ た
がパ ネ 変位を電圧変化 に 変換 し て オ シ ロ ス コ ープ に
より表 示 し ， 時間変 化 と し て記 録 し た 。
摺動面 は 金属 顕微鏡 の 観察 に よ っ て考察す る 。 ま
た ， 押 し 付 け や摩耗 に よ る 表面凹形状 は タ リ サ ー フ
表面粗計 に よ り記 録 し 考察 を行 っ た 。
5 . 実験結果
5. 1摩擦係数
計測 さ れ た 摩擦力 を 荷重で割 る こと に よ っ て摩擦
係数 を 得 た 。 摺動条件 に よ る 摩擦係数 の 摺動 回数 に
よ る 影響 を図 2 に示 す。
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図3 摩擦係数(平均値)
図 ( a ) で は 摺動回数 に よ る 変化 は ほ と んど 認 め ら れ
な い が 回数 の増 加 に つ れ て 多少減少 が認め ら れ る 。
一方 図( b ) で は や や増 加 の傾向 に あ る 。 し か し 両者
と も ほぼ一定 の 摩擦係数 と 考え られ る 。 一方硬質材
に よ る 影響 は ほ と んど 認 め ら れ な い 。 そ こ で 500回
以上 の 摺動回数の平 均値 を表す と 図 3 が得 られ る 。
図 か ら 明 ら か な こ と は荷 重 に よ る 摩擦係数 の 影響が
大き い が硬質材 の 種類 に よ る影響 は 少 な い 。 5Mpa
で は SU S， ア ル ミ ナ ， ジ ル コ ニ ア ， 窒化 ケ イ 素 の
順 に 大 き く な っ て い る 。 9Mpaで は ほ と んど 同 じ で
あ る が 強 い て言え ば 同 じ順 で あ る 。
5. 2摺動痕
摺動 に よ っ て得 ら れ る ポ リ エ チ レ ン板 の 摺動痕 の
タ リ サ ー フ 粗計 に よ る 代表的断面形状 は 図 4 であ る 。
f� ，-、 �
i摺動高さ � 
I 
-
V I 
〆
摺動痕底部
図4 摺動痕断面
押 し つ け荷重 に よ っ て塑性変 形が起こ り 素材が横
に 流動 し て盛 り 上が り が生 じ て いる 。 摺動部 の 詳細
部は 下図 に 示す が摺動に よ る アプ レ ー ジ ョ ン 状態が
見 ら れる 。 これ ら の 各部 を 図 の よ う に 摺動痕 深 さ ，
摺動筋 深 さ ， 摺動筋 ピ ッ チと命名 し ， 幾つ か の グ ラ
フ に ま と め た 。
図 5 に よれ ば500固 ま で の 摺動 で は 急激 に 摺動痕
の 深 さが 増加 し て い るが そ の 後 は非常 に 遅 い速度 で
徐々 に増加す る 傾向 に あ る 。 1000回以上 の 摺動 に よ
る 摺動痕 の平 均値を グ ラ フ に す る と 図 6 が得 ら れ る 。
こ の 図 に よ れ ば硬質 材 に よ る 差 は 著 しくな いが ，
ル ミ ナが や や 小 さ い 。 当 然 な が ら 高荷重 の 時， 摺動
痕 深 さが 大 き い 。 摺動痕 に 生 じ た 細 か な 摺動筋 の 深
さ を計 測 し た 結果 を示す 図 7 に よ る と ， 摺動回数 と
共 に筋 の深 さ は増 加す る 傾向 に あ り 摩耗が進行す る 。
500回以上の平均筋 深 さ を グ ラ フ に す る と
ア
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図 8 が 得 ら れ る 。 図 に よ れ ば ア ル ミ ナが他 の 硬質材
に 比べて著し く 小 さ い 。 そ の ピ ッ チ は 図 9 に よれ ば，
ほ ぼ 同程度であ り 荷重が小 さい 方が時間 の経過 と 共
に わ ずか なが ら ピ ッ チが 小 さ く な る 傾向が 認 め ら れ
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5. 3摺動面の顕微鏡写真
UHW MPE の 摺動表面状 態 を顕微鏡 で観察 し た 。
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図9
る 。 図 1 0 に よ れ ば硬質材 に よ る 特別 な変 化 は な く
荷重 に よ る 相 関 が ない 。
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5万 回摺動後 の観察写真 の 一例 を 図 1 1 に 示す 。 図
は硬質材 に ア ル ミ ナ を使 っ た も の で写真 中 の 目盛 り
は 100 μ m を示 す 。 摺動方向に沿 っ た傷が 著 し いが
こ の 部分が 図 4 の モ デ、 ル図 の 摺動痕 深 さ を表 し て い
る 。
摺 動 回 転 数毎 の 表面 観察 で は UHW MPE の 摩耗
粉が フィ ル ム 状又 は 粉 に な っ て硬質 材 に 付着 し て い
る のが観 察 さ れ る 。 そ の 様子 を 表 し た も のが 表2 で
あ る 。 表 中， 回転毎 に 付着が あ る 場合 をO印 で表
した 。 ア ル ミ ナ (9 M pa) ， 窒化 ケ イ 素(5Mpa) に は比
較的 フィル ム の 付着が 少 な し 、 。
5. 4 UHMWPE摺動痕の拡大写真
第 5 . 3 節 で 示 した UHMW PE の 顕微鏡写真 の
倍率 を 上 げ た も の や SEM写真 に よ り ， こ の 摺動痕
を観察す る と摺動痕 に 直角 に さざ 波状 の 模様が 観察
される 。 こ の波パ タ ー ン は実用 の 人工関節 の 模擬 試
験や 臨床 の結果 に お いて も 発見 さ れ て い る 。 (4 ) 5万
回転後 の UHMW PE表面 の 波パ タ ー ン 写真 の 一例
を 図 1 2 に 示す。 日盛 り は 20 μ mで あ る 。 硬質材 の
種類 に よ る こ の波パ タ ー ン の ピ ッ チ を 図 1 3 に 示す。
図1 2 波パターンの写真
3 
2.5 
E 
ミ 2
E 
R 15 
� 1 
熊
0.5 
。
SUS316 アルミナ グ)�Jニ7 窒化ケイ素
図 1 3 波パ タ ー ン ピ ッ チ
荷重 の増 加 に よ っ て ピ ッ チ は増 加す る が， 硬質材
聞 に はほ と ん ど差が認 め ら れ な い 。
5. 5 硬度変化
摺動面の 5 万 回摺動後の 硬度 を 1 0カ所で、マイク
ロ ビ ッ カ ー ス 硬度計 で測定 し た 。 摺動前 後 の 硬度差
を 図 1 4 に 示す。 い ず れ の 硬質材 にお い て も 硬度が
上昇 し て い る こ とが 観測 さ れ た 。 従 っ て 材料が 繰 り
返 し 応力 を 受 け る こ と に より 硬化す る こ とが 容易 に
う な ず け る 。
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図1 4 摺動面の硬度変化
6 . 結果の考察
第 5 章の 実験結果 を考察す る 。
6. 1摩擦係数， 摺動痕， ピッチの関係
実験結果 を 表す 図 か ら 次 の ( 1 ) � ( 5 ) の こ と
が 言え る 。
( 1 ) 図 2 に よ る と摺動回数 によ る 摩擦変化 は一般
の 摩擦 の性質 と 同様 に 一定値 に達 し た 後 は ほ と ん ど
変化 しな し、 。
( 2 ) 図 3 に よ る と 硬球 に よ る 摩擦係数 の 平均値 の
差 は ほ と ん ど な く 荷重が 大 き い ほ ど摩擦係数が 減少
し て い る 。
( 3 ) 一方図 6 の 摺動痕 深 さが 荷重 の 増加 に よ っ て
大 き く な っ て い る 。 す な わち ， 荷重 の増 加 に よ て プ
ラ ス チ ッ ク デ フ ォ ー メ ー シ ョ ンが起 こ り 摩耗 の増大
と も 相 ま っ て窪 みが 大 き く な って い る こ と は 納得で
き る 。
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き く 摩擦係数 と全 く 逆 の 順 にな っ て い る 。 前述 し た o 
よ う に 一定摺動後 は プ ラ ス チ ッ ク デ フ ォ ー メ ー シ ョ
ン に よ っ て 粗 さ は 均一化さ れ た 後， 粗 さに よ る ア プ
レ ー ジ ョ ン摩擦 の 影響が無 く な り 硬質材 の 差 に 影響
が 出 て い る と 考 え ら れ る 。 す な わち 摩耗量が増 加 し
た方 が マ イ ル ド 摩耗状態 と な っ て抵抗が小 さ く 摩擦
係数が小 さ く な る た め 摩擦係数 の 順序 と 摺動痕 深さ
の 順が逆 に な る 。 し か し 摩耗紛 は 複雑 な 形状 を す る
と 考え ら れ， そ の 結果 と し て 摺動筋 に は規則 性が見
出 せ な い 結果 とな っ た と 考え ら れ る 。 ま た ， 図 7 に
よ れ ば摺動筋 深 さ は 時間 と 共 に増加 し て い る こ と か
( 4) 図 7 よ り 摺動筋 の 深 さ は 時間 の 進行 と 共 に増
加 の 傾向 に ある が深 さ は 非常 に 小 さ く ポリ エ チ レ ン
板 の 持 っ て い る 粗 さ 2 .6 μ m より 小 さ い 。
( 5  ) した が っ て ， 摺動 に よ っ て粗 さ が減少 し て い
る 事が考え ら れ る 。 事実， 摺動 に よ っ て摺動筋 深さ
の 平均値が 図 8 よ り 0 . 1 μ m-- 0. 16 μ mで あ る 。
こ れ られ ) -- (5 ) を 考慮す る と 時間 と 共 に又
は接触面積の増加と共に 表面の組 さ が減 少 しア プ レ ー
ジ ョ ン 的摩擦が減少す る 。 ま た ， 荷重が増 加 し 接触
面積 が大 き い 場合 ほど 摩擦が小 と な っ て い る 。 そ の
後摺動筋 の 深 さ の増 大 は あ る も の の 板自身 の 粗 さ よ
り増大し な く 一定 の 摩擦係数 と な る 。
図3 に よれば 摩擦係数 は硬質材 の 物性 と の 関係 は
ほ と んど認 め ら れ な い の は ， 摺動痕 深 さ が一定 と っ
た後 は プラ スチ ッ ク デ フ ォ ー メ ー シ ョ ン に よ っ て 表
面が な ら さ れ， そ の 後 は組 さ に 差が無 く な る た め と
考え ら れ る 。
図 6 の 摺動深 さ は 荷重に 関係 な く s U s ， ア ル ミ
ナ ， ジ ノレ コ ニ ア ， 窒化 ケ イ 素 の 順 に 摺動痕 深 さ が大
ら 摩耗量も増 加 し て い ると 考 え ら れ る 。
6. 2硬度変化の影響
図 1 4 に よ れ ば摺動 後 は硬度が上昇 し て い る 。 し
か し 荷重 の 変化や 硬質材 の 種類が大 き く 影響 して い
る とは 考え 難 い 。 ま た 摺動痕 深 さ 摺動筋 深 さ と の 関
係 が見 出 せ な い 。
UH MW PE材 の 硬 度 変 化 の 原 因を探 る た め 次 の
(1) ( 2 ) の 簡単で単純 な 実験 を 行 っ た 。
(1) UHMWPE材の熱的影響
図 1 5 の よ う に 加熱 し た 場合 の 硬度変化 は 図 1 6 
と な っ た 。 こ れ に よ る と 熱 に よる 影響が大 き い ほど
硬化が 大 き く な る 。
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非加
図 1 5 加 熱場所
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図 1 6 加熱 に よ る 硬度 変化
( 2 )クリープ性
sus 材 ボ ー ル を UHMW PE に 押 し 込 む 事 に よ る
変形 と 硬度変化 を図 1 7 ， 図 1 8 に 示す。 図 1 7 は
比較的短時 間 の デ ー タ で あ る 。 こ の 場合， 摺動 は さ
せ て いな い 。 さ ら に摺動 を伴 う 場合 を 図 1 9 に 示す。
図 1 8 と 図 1 9 を比較 す る と ， 図 1 9 で湿式 (純水)
摺動 に も か かわ ら ず摺動状態が加 わ る 事 に よ っ て さ
ら に硬 度変化が大 き く な る 。 し か し 深 さ の 変形量お
よ び そ の度合い が小 さ い 。 こ れ は 静止 状態で の荷重
状態が摺動 に よ っ て軽減 さ れ て い る こ と に な る 。
ま た クリ ー プ性か ら 押 し込 み変形後 の 回復状態 を
図 2 0 に 示す。 時間 の 経過 と 共 に 回復が見 ら れ る 。
( 1 )  ( 2 ) に 示 す UHMW PE の 実験的基礎性質
を も と に 硬度変化の 実験結果 を考 え る 。
荷重 に よ る 硬度変化 を 図 1 4 が表 し て お り 荷重 の
増 加 に よ っ て そ の 変化 は 大 き い 。 こ れ は 潤滑状態 に
も 関わ ら ず摺動 に よ る 熱 の 影響受 けて い る 事 も 考え
る 必要が あ る 。 ま た ， 常 に 押 し 付 けられ て い るより
摺動 は押 し付 け条件が軽 く な り 摺動痕 深 さが 小 さ く
なる と 考え ら れ る 。
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。
実験 デ ー タ の 採取 に 当 た っ て 協力下 さ った当 時大
学院生 の 前垣 内智章君 ， 学生 の石 出恭一君 に深 く 感
謝 し ま す。
本稿 は機械学会北陸信越支部総会 ・ 講演会 で発表
(平成1 1年3月 ) し た も の を さ ら に 研究 し ， 加筆 し た
も の で あ る 。
6. 3摩耗紛
用 い られた 摩擦試験機 の 限界か ら 摩耗紛 に つ い て
は推測 に すぎ な い が表 2 で フィ ル ム の 付着が ア ル ミ
(5Mpa ) 窒化 ケ イ 素 (9 Mpa ) が 少 な い こ と を
述べ た 。 図 8 の 摺動筋深 さ が他 に 比べ て 小 さ く 滑 ら
か な こ と が付着 を容易 に し て い る か も 知れ な い 。
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p . 264， TF -ThP9 (2001) 
7 .  A Model 
48th 
of 
Single 
Based 
on 
a 
Jet 
by a Rapidly Rotating 
Hole . S. Koide ， D. L.  Meier ， K.  Shibata， T. 
Kudoh， Mass Outflow in Active Galactic 
NucIei: New Perspectives (in press) 
Black 
of 
Electronics ， 
Sciences Computer 
E84-A(2) : 568-576 (2001) 
5 .  An Algorithm using Projection 
Subspace of Prior Distributions for Long­
Wavelength Sound Wave CT. J .  Dong， Y. 
Horita， T. Murai : 1EEE Trans. on Medical 
1maging 20(7) : 583-594 (2001 )  
6 . 符号化 さ れ た ス テ レ オ 静止画像 に お け る 品質評
価. 堀 田裕弘， 河合良直， 本 田和博， 村井忠邦，
高松衛 ， 中 鴫芳雄 : 映像情報 メ デ ィ ア 学会誌
455(10) : 1-6 (2001) 
Simulation of the Long Wavelength Sound-
onto 
and Communications 
7 .  
1nformation. J .  
Acoustical 
Prior 
Murai : T .  
usmg 
Horita， 
CT 
Y. 
Wave 
Dong， 
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Science and Technology 22(6) :  (2001) in 
press 
8 . 表面照度 レ ベ ル に よ る 濃霧 中 で の 知覚色評価 の
差. 高松衛， 中嶋芳雄， 栃藤俊， 堀 田裕弘: 電気
学会論文誌A， 12 1-A(8) : 801-802 (2001) 
9 . LED道路情報板 の 表示色一短時間呈示 に お け る ー .
高松衛 ， 中 嶋芳雄 ， 中 島賛太郎 ， 堀 田 裕弘 : 電
気学会論文誌A， 121-A(9) : 879-880 (2001) 
10 .  Demonstration of acidic fibroblast growth 
factor (FGF-1)  in rat adrenal gland. Y.  
Matsuoka， Y .  Aimi ， H .  Kimura， T .  
Taniguchi ， Y .  Oomura， K .  Sasaki， 1 .  
Tooyama: Acta Histochem. Cytochem. 34: 
129-134 (2001) 
1 1 . ス ト ラ イ プ図形の 内部お よ び外部 の 明 る さ 知覚.
塚 田 章 ， 多 国成範 ，馬場欣哉 ，佐 々 木和男 : 映像情
報 メ デ ィ ア 学会誌 印刷 中
12 . 視覚系 の動作曲線を用 い た コ ン ト ラ ス ト 強調法.
塚田章， 馬場欣哉， 佐々 木和男 : 映像情報 メ デ、 イ
ア 学会誌 印刷 中
1 3 .  Indirect arterial blood pressure measure­
ment at the wrist using pad-type square 
cuff and volume-oscillometric method :  W.  
Lu ， A.  Tsukada， T .  Shiraishi ， K.  Sasaki : 
Frontiers Med. Biol. Eng. in press . 
14. Dendritic calcium accumulation :r.:egulates 
wind sensitivity via short-term depression 
at cercal sensory-to-giant interneuron syn­
apses in the cricket. H. Ogawa， Y. Baba， 
K .  Oka: J .  Neurobiol . 46:  301-313 (2001 )  
15 .  Proportional inhibition in the cricket me­
dial giant interneuron. Y.  Baba， H. 
Masuda， T .  Shimozawa: J .  Comp. Physiol. 
A 187:  19-25 (2001) 
16 .  Electrochemical characterization of the 
polyaniline-based oxidase-peroxidase elec­
trode and application to the enzyme 
switch . Y. Iribe， M. Suzuki: 
Electrochemistry 69(12)(2001) (採録決定)
17 .  Miniature surface plasmon resonance 
immunosensors - Rapid and repetitive pro 
tocol . M. Suzuki， F. Ozawa， W. Sugimoto， 
S. Aso : Fresenius Journal of Analytical 
Chemistry (採録決定)
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18. Miniature SPR immunosensors . M. Suzuki， 
F .  Ozawa， W.  Sugimoto ， S. Aso: Analytical 
Science (採録決定)
その他の論文
1 . 無負荷で共振 し て い る 振動子 へ の 機械的負荷接
触方式 に よ る 大振幅超音波パ ル ス 発生器 の 基礎
的検討 . 佐 藤 雅 弘 ， 坂上岩 太 : 信学技報 101 :
43-46 (2000) 
2 .  JPEG2000 に 対応 し た 画質評価 モ デ ル . 大西淳
一， 堀 田 裕弘 ， 村井忠実ß : 画像符号化 シ ン ポ ジ
ウ ム (PCSJ2000)論文集 P-P 1 . 13 : 55-56 (2000) 
3 . フ レ ー ム 品質 を 利用 し た 動画像 の 画質評価 モ デ
ル . 中瀬友絵 ， 堀 田 裕 弘 ， 村井忠邦 : 画像符号
化 シ ン ポ ジ ウ ム (PCSJ2000) 論 文 集 P-P 1 . 23 ・
75-76 (2000) 
4 . 符号化 さ れ た ス テ レ オ 静止画像 の 画質評価 モ デ
ル . 河合良直 ， 堀 田裕弘 ， 村井忠邦， 中嶋: 画像
符 号 化 シ ン ポ ジ ウ ム (PCSJ2000) 論 文 集 P­
P2 .22 :  125-126 (2000) 
5 . ラ デ ィ ア ル ・ ス タ ブ を 用 い た 分布定数低域 フ ィ
ル タ に つ い て . 坂上， ハ オ ， モ へ マ ト ， 得能: 信
学技報 MW2001-89: 1 17-124 (2001)  
6 . 不連続部 を考慮 に 入れ た 動的輪郭 モ デ ル を 用 い
た ス テ レ オ 対応点探索. 阿 閉進也 ， 堀 田 裕 弘 ，
村 井 忠 邦 : 情 報 処 理 学 会 技 術 研 究 報 告 2000-
CVIM125-10 :  79-84 (2001) 
7 . 電子透か し に よ る 画質劣化 の 解析. 堀 田裕弘 ，
大西淳一 ， 阿蘇賢一郎 ， 村井忠邦: 情報処理学
会技術研究報告 AVM32-14: 77-82 (2001 )  
8 . メ ッ シ ュ モ デ ル を 用 い た 形状近似 に お け る 品質
評価法 . 宮 田 高 道 ， 堀 田 裕 弘 ， 村井忠邦 : 情報
処 理 学 会 技 術 研 究 報 告 AVM32-15 : 83-88 
(2001)  
9 . 符号化 さ れ た ス テ レ オ 静止画像 の 画質劣化 の 見
え 方 の 検討 . 堀 田 裕 弘 ， 櫛 田 明 ， 村井忠邦 : 映
像情報 メ デ ィ ア 学会技術報告 HIR2001-43: 85-
90 (2001) 
10 . 低 ビ ッ ト レ ー ト 動画像通信 に お け る フ レ ー ム レ ー
ト の 最適化 : 稲 積泰宏 磯谷泰知 ， 吉 田俊之 ，
酒井善則 ， 堀 田裕弘 : 画像符号化 シ ン ポ ジ ウ ム
(PCSJ2000)論文集 P-03 .03 : 131-132 (2000) 
1 1 . 低 ビ ッ ト レ ー ト 動画像通信 に お け る 最適 フ レ ー
ム レ ー ト の 導 出 : 稲積 泰宏 ， 磯谷 泰知， 吉 田
Fhu 円心
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俊之 ， 酒井 善則 ， 堀 田 裕弘 : 電子情報通信学
会技術報告 MVE2000-96 : 1-8 (2001) 
12 . 直接像及 び鏡像 を 利 用 し た 線状物体 の 3次元形
状復元 . 竹 山幸治 ， 塚 田 章 ， 馬場欣哉 ， 佐 々 木
和男 ， 花井一光: 200 1年電子情報通信学会総合
大会 1 14 (2001) 
13 . 視覚系 の動作曲線を ト ー ン カ ー ブ に 用 い た コ ン
ト ラ ス ト 強調 法. 塚 田 章 ， 馬場欣哉， 佐 々 木和
男 : 200 1 年 電 子 情 報 通 信 学 会 総 合 大 会 158 
(2001)  
14. 容積補償法 を 用 い た 無侵襲長時間連続血圧測定
が末梢部組織 に 与え る 影響. 神村仁弘， 陸清 明 ，
塚 田 章 ， 馬 場 欣哉 ， 佐 々 木 和 男 : 信 学 技 報
MBE2001-4: 25-31 (2001) 
15 .  ヒ ド ラ の バ イ オ ア ッ セ イ に お け る 触手 の 3 次元
形状復元 に 関す る 基礎的検討. 竹 山幸治 ， 塚 田
章 ， 馬場欣哉 ， 佐 々 木和男 ， 花井一光 : 信学技
報 MBE2001-5 : 33-37 (2001)  
16 .  Image moment analysis of glutathione­
induced behavioral response of Hydra. K. 
Hanai ， A. Tsukada， K. Takeyama， K. 
Sasaki : 第 12 回 日 本 比 較 生 理 生 化 学 会 大 会
(2001) 
17 . 明暗順応 の 空間的特性 に 関 す る 心理物理学的研
究. 名畑久典， 塚田章， 馬場欣哉， 佐々 木和男 :
第 16回生体 ・ 生理工学 シ ン ポ ジ ウ ム 論文集 85-
88 (2001) 
18 . カ フ 圧迫下で上腕動脈 を 閉塞す る 組織 内 圧 の 指
標. 佐々 木和男 ， 塚田章 ， 陸清明 ， 馬場欣哉: 第
16回生体 ・ 生理工学 シ ン ポ ジ ウ ム 論文集 245-
248 (2001) 
19 .  ヒ ド ラ グル タ チ オ ン化学受容行動応答の コ ン ビ ュ ー
タ 解析 . 花井一光 ， 竹 山幸治 ， 塚 田 章 ， 佐 々 木
和男 : 日 本味 と 匂 い 学会第35回大会 (2001)
20. 画像不変 モ ー メ ン ト の 時系列解析 に よ る ヒ ド ラ
の 夕、、 ル タ チ オ ン 応答 の 解析 . 花井一光 ， 竹山幸
治， 塚 田 章， 佐 々 木和男 : 日 本生物物理学会第
39回年会 (2001)
2 1 . 画像解析 に よ る 動物行動 の 解析 . 花井一光 ， 塚
田章， 佐 々 木和男 : 比較生理生化学 18: 108-1 12  
(2001) 
22 . オ レ キ シ ン と 摂食調節 . 佐 々 木和男 ， 白 石武 昌 ，
大村裕: Clin. Neurosci . 19 :  1 167-1 168 (2001) 
プロ シーデ イ ン グ等
1 .  Reduced Branch-Line Coupler with Two 
Step Stubs -Part 1: Modified Coupler and 
Frequency Responses- . S .Z  Zhang， A. 
Tokunou， 1 .  Sakagami:  2000 Asia-Pacific 
Microwave Conference Proceedings : 1281-
1285 (2000) 
2 .  Quality Evaluatìon Model for JPEG2000 
Still Picture. Y.  Horita， J .  Ohnishi， T .  
Murai : Proc. of  Picture Coding Symposium 
2001 :  125-128 (2001) 
3 .  A Fundamental Examination for a 
Framerate Optimization in Low Bitrate 
Video Transmission . Y. Inazumi ， T. Isogai ， 
T. Yoshida， Y. Sakai ， Y. Horita: Proc. of 
Picture Coding Symposium 2001 :  136-139 
(2001 )  
4 .  Model of brightness illusion of human vis 
ual system. A.  Tsukada， Y. Baba， K. 
Sasaki : Proc. of 2001 Int. Tech . Conf. On 
Circuits/Systems， Computers and 
Communications 1: 763-766 (200 1) 
国際学会
1 .  Dendritic calcium increase induced by com­
bination of antidromic spikes and epsps in 
the giant interneurons . H .  Ogawa， Y. 
Baba， K.  Oka: 30th Annual Meeting of 
Society for Neuroscience ， New Orleans，  
U.S.A. Nov. (2000) 
2 .  Design of integrated enzyme sensors and 
chemical cross talks . M.Suzuki ， 
H .Akaguma， Y.Yamamoto ， S .Kawauchi: 
2000 International chemical congress of pa­
cific basin societies ， Honolulu ， U.S .A.  Dec. 
(2000) 
3 .  Expression of Acoustic Fields in Solids by 
Scalar and Vector Velocity Potentials，  M. 
Sato， Y. Takahata， M. Tahara， 1 .  
Sakagami: 2001 IEEE International 
Ultrasonic Symposium， Atlanta， GA. ， USA， 
Oct . (2001)  
4 .  Central mechanism of the effect of leptin 
on learning and memory. Y. Oomura， N .  
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Hori ， T .  Shiraishi，  S .  Aou， K. Li ，  K.  
Fukunaga， K.  Sasaki : Soc. for Study on 
Ingestive Behavior， Philadelphia， U.S .A.  
June (2001) 
5 .  Endogenous satiety substances facilitate 
learning and memory. Y. Oomura， N .  
Hori ， T .  Shiraishi ， S .  Aou ， K. Li ， K.  
Fukunaga， K.  Sasaki: Cinese-J apanese 
Pathophysiology Cong. II， Chontsu， China 
Aug. (200 1) 
6 . Leptin activates the brain function. Y.  
Oomura， N.  Hori ， T .  Shiraishi， K.  
Fukunaga， T .  Takeda， K.  Sasaki : 13th Int . 
Cong. Physiol. Food and Fluid Intake， 
Queensland， Australia Aug. (2001) 
7 .  Ionic mechanism of the effct of endogenous 
food intake control substances on the hy­
pothalamic neurons . M. Ishibashi ， Y .  
Oomura， K.  Sasaki ， T .  Shiraishi: 34th Int. 
Cong. on Physiol. Sci . ， Christchurch， New 
Zealand Aug. (2001)  
8 .  Effect of Ghrelin and orexin on neuronal 
activity in the medial arcuate nucleus of 
rats . K.  Sasaki ， Y.  Yamada， M.  Ishibashi ， 
M. Nakazato， T .  Shiraishi， Y .  Oomura， K .  
Muramoto : 3 1th Annual Meeting of Soc. 
for Neurosci . ， San Diego ， U .S .A .  Nov. 
(2001)  
9 .  Effect of leptin and orexin on receptor 
channels of hypothalamic neurons in rats . 
Y. Oomura， K. Sasaki ， M.  Ishibashi ， T .  
Shiraishi : 3 1th Annual Meeting of  Soc. for 
Neurosci . ， San Diego ， U.S .A.  Nov. (2001)  
10 .  Miniaturization of SPR immunosensors . 
M.Suzuki， F .Ozawa， W.Sugimoto ， S .Aso: 
IUPAC International Congress on 
Analytical Sciences 2001 ，  Tokyo ， Japan 
Aug. (2001) 
1 1 .  Miniaturization of SPR immunosensors . 
M.Suzuki : The Fourth French-Japanese 
W orkshop on Biosensors and 
Bioelectronics ， Tokyo ， J apan Oct .  (2001)  
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特許
1 . 分布定数 フ ィ ル タ . 坂上岩太: 特願2001-313030
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教 授 龍 山 智 栄
教 授 女 川 博 義
教 授 小 林 信 之
教 授 中 谷 司H 幸
教 授 上 羽 弘
助教授 丹 保 豊 和
助教授 岡 田 裕 之
助教授 山 崎 登志成
助 手 森 雅 之
助 手 中 茂 樹
助 手 喜久 田 寿 郎
助 手 二 井 隆 志
技 官 柴 田 幹
Theory of Two-Photon Photoemission 
Spectroscopy. H.  Ueba， T. Mii : "Time-
resolved photoemission from solids" in the 
Springer Series on Applied Physics ， 
Springer， Editors : M. Aeschlimann and M.  
Wolf (2001) 印刷中
原著論文
1 .  In-Situ Annealing of Thin SrO Films 
Grown on Si(001)-2x1 by Molecular Beam 
Epitaxy. T.  Tambo ， A. Shimizu， A .  
Matsuda， C.  Tatsuyama: Jpn. J .  Appl . 
Phys. 39:  6432-6434 (2000) 
2 .  Mechanical Rotor-Bearing Model for 
Liquid Crystal Systems. J .  Xu， H .  Okada， 
H. Onnagawa， S .  Sugimori ， K. Toriyama: 
Mol. Cryst. Liq . Cryst. :  (in print) (2000) 
3 .  Modulated Microdomain Switching of 
Nematic Liquid Crystals. T .  Takematsu， 日.
Okada， H .  Onnagawa: Mol . Cryst. Liq . 
Cryst. : (in print) (2000) 
4 .  Switching Characteristics of Hybrid 
Aligned Ferroelectric Liquid Crystals under 
Horizontal Electric Field . M. Takata， H .  
Okada， H .  Onnagawa: Mol . Cryst. Liq . 
Cryst. :  (in print) (2000) 
5 .  Phase relations in the Pr-Mn-O system at 
6 .  
7 .  
8 .  
9 .  
1000 0C . T .  Shimazaki ， T .  Yamazaki ， K. 
Terayama， M.  Yoshimura: J .  Mater. Sci . 
Lett . 19 :  2029-2031 (2000) 
Preparation of ferroelectric glycine 
phosphite single crystals. Jannatul 
Nayeem， T. Kikuta， T. Yamazaki ， N .  
Nakatani: Jpn. J .  Appl . Phys . 39:  6612-66 13 
(2000) 
Sb Adsorption on Si( 1 1 1)-In(4x1) Surface 
Phase. B. V. Rao ， D. Gruznev ， T. Tambo， 
C .  Tatsuyama: Appl . Surf. Sci . 175-176 :  
187- 194 (2001) 
Role of Short Period Superlattice Buffers 
for the Growth of SiO . 75GeO .25  Alloy 
Layers on Si(001 ) .  M. M. Rahman， H.  
Matada， T .  Tambo ， C .  Tatsuyama: Appl. 
Surf. Sci. 175-176 :  6- 1 1  (2001)  
Heteroepitaxial Growth of High Quality 
InSb on Si( 1 1 1) Substrates.  B. V. Rao， D .  
Gruznev ， T .  Tambo ， C .  Tatsuyama: 
Semiconductor Science & Technology 16 :  
216-221  (2001) 
10 .  Growth of High-Quality InSb Films on 
Si( 1 1 1 )  Substrates without Buffer Layers . 
B .  V. Rao， D. Gruznev ， T .  Tambo， C .  
Tatsuyama: J.  Crystal Growth 224: 316-322 
(2001) 
1 1 .  Stractual Transformations during Sb 
Adsorption on Si(1 1 1)-In( 4x1) 
Reconstruction. B. V .  Rao ， D .  Gruznev ， T .  
Tambo ， C .  Tatsuyama: Jpn. J .  Appl . Phys. 
40: 4303-4308 (2001 )  
12 .  Growth of SiO . 75Ge025 Alloy Grown on 
Si(001)  Substrates using Step-Graded 
Short-Period (Sim/Gen)N Superlattices.  M.  
M.  Rahman， 日. Matada， T .  Tambo ， C .  
Tatsuyama: J .  Appl . Phys . 90 :  202-208 
(2001 )  
13 .  Development of Sn02-based Gas Sensors 
for Detection of Volatile Organic 
Compounds. M. Kadosaki ， S. Yamazaki ， S .  
Fujiki ， K.  Tanino ， C .  Tatsuyama: Trans. 
IEE of Japan 121-E:  395-401 (2001 ) .  
}4 . Twinned InSb molecular Layer on Si( 1 1 1) 
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Substrate. B .  V. Rao ， D .  Gruznev， M.  
Mori ， T .  Tambo ， C .  Tatsuyama: Surf. Sci. 
493 : 373-380 (2001)  
15 .  How Si(001)-4 x 3-In reconstruction im­
proves the epitaxial quality of InSb films 
grown on Si(001)  substrates : B. V. Rao ， M.  
Atoj i ，  D .  M.  Li ，  T .  Tambo， C .  Tatsuyama: 
Surf. Sci. 493: 405-431 (2001)  
16 .  Stability of two-step-Growth Bi2Sr2CuOx 
Films on Si(001)  using SrO Buffer Layer. 
T .  Tambo， A .  Shimizu， A .  Matsuda， C .  
Tatsuyama: Jpn. J .  Appl. Phys . (in press) 
17. Interface formation between S/GaS and 
diamond films .  M.  Mori ， K.Tsukada， T .  
Tambo， C .  Tatsuyama， T .  Ito : New 
Diamond and Frontier Carbon Technology 
1 1 :  331-338(2001)  
18 .  Numerical Evaluation of the Relative Value 
of Dielectric Anisotropy and Order 
Parameter in Fluorinated Nematic Liquid 
Crystals.  J. Xu， H.  Okada， S. Sugimori ， H .  
Onnagawa: Jpn. J .  Appl . Phys . 40(3A) : 
1375- 1376 (2001)  
19 .  Microdeflection Liqud Crystal Display 
Modes Using Eight-Division Electrodes. M.  
Ishimaru ， H. Okada， H.  Onnagawa: Jpn. J .  
Appl . Phys . 40(7) : 4631-4636 (2001) 
20 .  Scattering mode Displays with In-Plane 
Electrode structure. H.Ohura， H. Okada， 
H .  Onnagawa: J. Appl . Phys . 90(6) : 2650-
2653 (2001) 
2 1 .  Mechanical String Model for Liquid 
Crystal Ensamble: A Comprehensive Model 
for Polymorphism. K.  Toriyama， H.  
Kimura， H.  Onnagawa: Jpn. J .  Appl. Phys . 
40: 5000-5007 (2001)  
22 . ス パ ッ タ 膜 の パ タ ー ン 形成用金属 マ ス ク の有限
要素放熱変形解析 . 吉沢寿夫 ， 山 崎登志成 ， 山
淵龍夫 ， 広林茂樹 ， 喜久 田 寿郎 ， 中谷訓幸 : シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン 20(1 ) : 71-77 (2001 )  
23 .  Investigation of double oxides in the sys­
tem of Pr-Mo-O.  T. Yamazaki，  T .  
Shimazaki ， K. Terayama， M.  Y oshimura: 
J .  Mater. Sci . Lett . :  (to be published) 
2000年�200 1 年研究業績一覧
24. Slit structure as a countermeasure for the 
thermal deformation of a metal mask. T .  
Yamazaki ， T .  Yoshizawa， T .  Yamabuchi ， S .  
Hirobayashi ， T .  Kikuta， N.  Nakatani， T .  
Mizuguchi:  Jpn . J .  Appl . Phys . 40 : 462-465 
(2001) 
25 .  Dependence of composition uniformity of 
NiTi sputtered films on Ar gas pressure . 
T .  Yamazaki ， T .  Yoshizawa， H. Takada， F .  
Takeda，  T .  Kikuta， N. Nakatani， T .  
Yamabuchi : Jpn. J .  Appl . Phys. 40 :  452-456 
(2001) 
26. Transition to fixed final states in two­
photon photoemission from adsorbate­
metal systems. H. Ueba， T. Mii: Appl . 
Surf. Sci . 169- 170 :  63-67 (2001 )  
27 .  Theory of the relation between inelastic 
Scanning Tunneling Spectroscopy of 
adsorbates and their vibrational 
deexcitation. N. Mingo ， K. Makoshi ， T .  
Mii， H .  Ueba: Surf. Sci. 482-485(1-3) :  96- 100 
(2001) 
28.  Contribution to a theory of vibrational 
scanning tunneling spectroscopy of 
adsorbates-nonequilibrium Green's function 
approach- .  S. Tikhodeev ， M. Natario ， K .  
Makoshi ， T .  Mii ， H .  Ueba: Surf. Sci. 493(1-
3 ) :  63-70 (2001 )  
29.  Theory of  vibrational excitations of  
adsorbates by the scanning tunneling spec­
troscopy . K.  Makoshi ， N. Mingo， T. Mii ， 
H .  Ueba， S .  Tikhodeev: Surf. Sci . 493(1-3) :  
71-77 (2001)  
30. Theory of photon-assisted tunneling 
through quantum dot. T. Mii， K. Makoshi ， 
H .  Ueba: Surf. Sci . 493(1-3) :575-584 (2001 )  
31 .  Influence of coherent optical effect on time­
resolved vibrational SFG sp巴ctrum of 
adsorbates . H. Ueba， T .  Sawabu， T. Mii: 
Surf. Sci . 印刷 中
32. Theory of vibrational tunneling spectros­
copy of adsorbates on metal surfaces . T .  
Mii ， S .  Tikhodeev， H .  Ueba: Surf. Sci . 印
刷中
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33. Theory of Inelastic Tunneling induced mo­
tion of Adsorbates on Metal Surfaces . B. 
N. J .  Persson and H.  Ueba: Surf. Sci . 印
刷中
その他の論文
1 . 集積化VOC セ ン サ の 高感度化. 角 崎雅博， 藤城
敏史， 谷野克 己， 龍 山智栄， 小森， 谷 口 : 電気化
学会化学 セ ン サ 研究会第32固化学 セ ン サ 研究発
表会予稿集 (Chemical Sensors ， Proc. of the 
32th Chemical Sensor Symposium) ， Vo1 . 15 ，  
Supplement B ，  (2001) 
2 .  Si(1 11 )面の In誘起表面再構成上へ の Sb の 吸着 .
D.  Gruznev ， B .  V .  Rao ， 古川雄三， 森 雅之，
丹保豊和 ， 龍 山智栄: 電子情報通信学会 ， 電子
部品 ・ 材料研究(CPM)報告107: 89-93 (2001) 
プロ シーテ・ イ ング等
1 .  Organic Electroluminescent Devices using 
Cesium-based alloy for Cathode Metals. I .  
Yamamoto ， S .  Naka， H.  Okada， H .  
Onnagawa: Proceedings of The 10th 
International Workshop on Inorganic and 
Organic Electroluminescence (EL'OO) : 285-
288 (2000) 
2 .  The Field Induced Micro司Domain Liquid 
Crystql Display Modes. H. Ohno， H .  
Okada， H.  Onnagawa: Proc. ADjIDW'Ol :  
261-264 (2001)  
3 .  Organic Electroluminescent Devices Using 
Erbium as a Cathode. S. Tabatake ， S .  
Naka， H. Okada， H .  Onnagawa: Proc. 
ADjIDW'Ol :  1431- 1434 (2001)  
4 .  The Spray Printing Method for Organic 
Electroluminescent Devices . T. Echigo ， S .  
Naka， H. Okada， H. Onnagawa: Proc. 
ADjIDW'Ol :  1775- 1776 (2001) 
5 .  Fabrication Method of Organic 
Electroluminescent Devices using Fine 
Mask as an Evaporation Mask. T. Tsuji ，  S .  
N aka， H. Okada， H.  Onnagawa: Proc. 
ADjIDW'Ol :  1777-1778 (2001)  
6 .  Dependence of composition distribution of 
NiTi sputtered films on Ar gas pressure . 
T .  Yoshizawa， T. Yamazaki， H. Takada， T .  
Kikuta， N .  Nakatani ， T .  Yamabuchi ， 
F .Takeda: The Sixth International 
Symposium on Sputtering & Plasma 
Processes ， Kanazawa， Japan， Jun (2001) 
国際学会
1 .  Formation of Si( 1 1 1)-InSb(2x2) surface 
phase. D. Gruznev， B. V. Rao ，  M. Mori ， T .  
Tambo ， C .  Tatsuyama: the Fourth Japan­
Russia Seminar on Semiconductor 
Surfaces ， Nagoya Japan ， Nov. (2000) 
2 .  Smoothening of SiO . 75GeO .25  alloy surface 
using l-step short period (Si14jGe1)20 
superlattice. M. M.  Rahman， 日. Matada， 
T .  Tambo， C.  Tatsuyama: the Fourth 
Japan-Russia Seminar on Semiconductor 
Surfaces， Nagoya Japan， Nov. (2000) 
3 .  Structural transformation during Sb ad­
sorption on Si( 1 11)-In(4xl) reconstruction. 
B. V.  Rao ， D.  Gruznev ， T .  Tambo ， C. 
Tatsuyama: the 8th International 
Colloquium on Scanning Probe Microscopy 
and Asian SPM(3) ， Atagawa Japan， Dec. 
(2000) 
4 .  Composition Deviation of Alloy Films 
Formed by DC Magnetron Sputtering. T .  
Yamazaki， T .  Yoshizawa， N .  Nakatani， T.  
Yamabuchi， T .  Kikuta: The Second 
International Conference on Basic Sciences 
and Advanced Technology， Assiut， Egypt ， 
Nov. (2000) 
5 .  Superlattice Structure of ARS in the Polar 
Phase. K. Shimizu ， T .  Kikuta， R. Nozaki， 
Y .  Shiozaki : 3rd Asian Meeting on 
Ferroelectrics， Hong Kong， China， Dec. 
(2000) 
6 .  Phase Transition of Copper-Doped 
Triglycine Sulfate . T. Kikuta， T .  
Yamazaki ， N.  Nakatani : 3rd Asian Meeting 
on Ferroelectrics ， Hong Kong， China， Dec 
(2000) 
7 .  Interface formation between SjGaS and 
diamond films . M. Mori ， K. Tsukada， T .  
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3rd the Ito : T .  Tatsuyama， 
Symposium 
Electronic Devices(ISDED-3) ， 
Tambo， C.  
In terna tional 知能情報工学科Diamond on 
Osaka Japan， 
知能 シ ス テ ム 工学大講座
龍 夫
政 明
善司郎
貞 樹
博 行
茂 樹
充
夫
司
宏
博
寿啓康
淵田
崎瀬谷林井沢
田越山
山米河広長
広
酒吉柴小丸
教 授
教 授
教 授
教 授
助教授
助教授
講 師
助 手
助 手
助 手
技 官
Grown 
Superlattices(SSLs) 
Growth of SiO . 75GeO . 25j(SSLs)jSi(001)  
Systems. M.  M.  Rahman， H.  Matada，  T.  
Tambo， C.  Tatsuyama: the European 
Material Conference(E-MRS) 2001 Spring 
Meeting， D Strasbourg France ， June (200 1)  
Structure Evolution during 
Si( l l l)-In( 4x1) 
(SimjGen)N 
the 
Sb 
on itsEffect 
Short-period 
and 
Jan. (2001)  
8 .  MBE 
9 .  Surface 
Adsorption on 
Reconstruction. B .  V. Rao ， D .  Gruznev， T .  
Tambo， C .  Tatsuyama: 8th Int. Conf. üf 
Semiconductor Interfaces ， Sapporo Japan， 
著書
1 . イ ン タ ー ネ ッ ト 編 . 大森克史 ，長谷博行 ， 古 田 高
士， 高井正三 : 大学生 の 情報 リ テ ラ シ 一 入 門(第
3 版)(学術図書 出版社，東京) : 62-107(2001)  
2 .  Characterization of 
Universal 
language classes 
grammars ， Dyck reductions ，and 
Homomorphisms . S. Hirose， S. Okawa 
and Automata for 
Deuterated 
on 
of 
1 1 .  
Processing 
Computer Science to Biology， 
(Carlos Martin-Vide ， Victor Mitrana， eds . 
Gordon and Breach， UK) (200 1) 
Word に よ る 文書作成 の 基礎. 加藤武信，佐藤修，
酒井創 ， 木谷徳智 ， 小越康宏 : コ ン ビ ュ ー タ 活用
( サ ン ウ ェ イ 出版， 東京) :33-74 (2001 )  
4 .  UNIX を 使 っ て み よ う 一 基礎編 一 . 柴 田 啓司 ，
丸山博，黒田靖子 : 富山大学生協出版部 : 167ペ ー
ジ (2001)
String 
and 
Back 
Mathematics 
and 
from 
Grammars 
of the 
at 
3 .  
R .  
on 
N .  
of  
Influence 
spectrum 
adsorbates. H. Ueba， T. Sawabu， T .  
International Conference 
SFG vibrational resolved 
13 .  
原著論文
ガ ス セ ン サ を 用 い た Epipremnum aureum の
ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 浄化過程 の モ デ ル化. 小野寺
武，広林茂樹， 山淵龍夫，木村春彦 ，大薮多可志: 電
気学会論文誌，vo1 . 120-E ，no . 1 : 26-27 (2000) 
2 . 帯域分割 を用 い た パ ワ ー エ ン ベ ロ ー プ逆 フ ィ ル
タ 処理 の 残響抑圧効果. 広林茂樹， 山淵龍夫: 電
子情報通信学会論文誌 ，vol .J83-A ， no .8 :  1029-
Mii: 
on 
June (2001)  
10 .  Ferroelectric Properties 
Glycine Phosphite . Jannatul Nayeem， 日.
Wakabayashi ， T .  Kikuta， T .  Yamazaki ， N .  
Nakatani:  10th International Meeting 
Ferroelectricity ， Madrid ， Spain， Sep. (2001) 
Dielectric Dispersion of Triglycine Sulfate 
Ferroelectric Phase . T. Kikuta， T .  
Yamada， T .  Yamazaki ， N .  Nakatani: 10th 
International Meeting on Ferroelectricity ， 
Madrid， Spain， Sep. (2001)  
12 .  Dielectric Anomaly in 
RS-ARS Mixed Crystal . 
Region IV 
T. Kikuta， 
Kawabe， Y. Nakamura， T .  Yamazaki， 
Nakatani: 10th International Meeting 
Ferroelectricity ， Madrid， Spain， Sep. (2001) 
of coherent mlxmg on time 
Tenth 
Malo ， Saint Surfaces ，  at Vibrations 
tunneling spectros 
on metal surfaces . T .  
Theory 
copy of adsorbates 
Mii ， S. Tikhodeev ， H. Ueba: 
International Conference on Vibrations at 
Tenth 
France ， June (2001) 
of vibrational 14. 
31 
Surfaces， Saint Malo ， France ， June (2001 )  
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1033 (2000) 
3 . ス バ ッ タ 膜 の パ タ ー ン 形成用金属 マ ス ク の 有限
要素放熱変形解析 . 吉沢寿夫 ， 山 崎登志成 ， 山 淵
龍夫，広林茂樹，喜久田寿郎， 中谷訓幸: 日 本 シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン 学会誌，vo1 . 120 ， NO. 1 :  71-77 (2001 )  
4 .  8lit structure as a countermeasure for the 
thermal deformation of a metal mask. 
Toshinari Yamazaki ， Toshio Y oshizawa， 
Tatsuo Yamabuchi ， Shigeki Hirobayashi ， 
Toshio Kikuta， Noriyuki Nakatani ， 
Tahashi Mizuguchi: Japan. J. Appl . 
Phys . . (in press) 
5 .  Dependence of composition uniformity of 
NiTi sputtered films on Ar gas pressure . 
Toshinari Yamazaki， Toshio Y oshizawa， 
Hisatoshi Takada， Fumio Takeda， Toshio 
Kikuta， Noriyuki Nakatani ， Tatsuo 
Yamabuchi : Japan . J. Appl. Phys . . (in 
press) 
6 .  H M M に 基 づ く 交通監視 映像 の 背景 ・ 物体 ・
影 の 分離手法 . 加藤 ジ ェ ー ン ，渡遺豊英 ， 米 国 政
明 : 情 報 処 理 学 会 論 文 誌 ， Vo1 .42 ， NO. 1 :  1-
15(2001)  
7 . 時間 メ デ ィ ア ン フ ィ ル タ に よ る 降雪 ノ イ ズ除去.
三宅一永 ， 米 田 政 明 ， 長谷博行 ， 酒井充 ， 丸 山 博 :
画像電子学会，Vo1 .30 NO.3 : 251-259(2001)  
8 .  Character String Extraction from Color D 
ocuments . Hiroyuki Hase， Toshiyuki 
Shinokawa，Masaaki Y oneda，Ching Y. Suen : 
Pattern Recognition，Vo1 .34 ，  NO. 7  1349-
1365 (2001)  
9 .  Homomorphic characterizations of recur­
sively enumerable languages with very 
small language classes. S. Okawa， S .  
Hirose Theoretical Computer Science ， 
Vo1. 250，  No. 1-2 : 55-69 (2001)  
10 . エ レ ベ ー タ 群管理 シ ス テ ム に 対す る 一考察. 小
越康宏 ， 木村春彦 ， 広瀬貞樹 ， 大里延康 : 電子情
報通信学会論文誌 ， Vol.J84-A ， NO. 1 : 22-32 
(2001) 
1 1 . マ ル チ エ ー ジ ェ ン ト シ ス テ ム を用 い た エ レ ベ ー
タ 群管理 シ ス テ ム . 小越康宏 ，木村春彦 ，広瀬貞
樹 ， 大 里 延 康 : 電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌 ，
Vol.J84-D-I， NO . 2  : 191-202 (2001) 
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12. ラ イ フ ゲ ー ム に お け る 過渡現象 の セ ル数依存性.
蜂川繁， 米 田 政明 ， 広瀬貞樹 : 人工知能学会論
文誌， Vo1 . 16 ，  N 0 . 2  : 164-166 (2001)  
13 . 述語論理 を 扱 う 全解探索仮説推論 の 高速化. 越
野亮 ，林貴宏 ，木村春彦 ，広瀬貞樹: 人工知能学会
論文誌， Vo1 . 16 ，  NO.2  : 202-211  (2001) 
14. 仮説推論 の 反復 に 対 す る 高 速化 . 木村春彦 ， 参
沢 匡 将 ， 広瀬貞樹 : 電子情報通信学会論文誌 ，
Vol.J84-A， NO.8 : 1089-1093 (2001) 
15 . 仮説推論 に 対 す る 3 種 の 近似解法 . 越野亮 ， 岡
峰正，木村春彦，広瀬貞樹 : 人工知能学会論文誌，
Vo1. 16 ，  N 0 .6  : 465-472 (2001)  
16 .  Homomorphic characterizations of poly-
slender context-free languages .S .  Okawa， S .  
Hirose， P .  Domosi : Supplement of 
Publicationes Mathematicae ， No 60 in press 
(2001)  
17 .  Langton の 自 己増 殖 ル ー プ の 形態 的 進化 . 広
瀬貞樹， 米光一也， 蜂川繁 ， 大川 知， 米 田 政明 : 電
子情報通信学会論文誌， Vol. J85-D-I ， NO. 1  in 
press (2001) 
18 . 実時間探索 を 導入 し た コ ス ト に 基 づ く 仮説推論
シ ス テ ム に お け る ヒ ュ ー リ ス テ ィ ッ ク 関数 の
改良. 越野亮， 岡峰正 ，木村春彦 ，広瀬貞樹 : 電子
情 報 通 信 学 会 論 文 誌 ，Vo1.85-D-I ， NO. 1  in 
press (2001) 
19 . 英語動詞意味情報 の 自 動獲得 に 関す る ー提案.
徐天最， 河崎善司郎， 瀧田啓司， 田 島正登 : 電
子情 報 通 信 学 会 論 文 誌 D-II Vol. J84-D-II 
NO.3 :  6 13-6 16 (2001 )  
その他の論文
1 .  Speech waveform recovery from a speech 
signal using inverse filtering of the power 
envelope transfer function. S. Hirobayashi ， 
H. Nomura， T. Koike ， M.  Tohyama: 
Electronics and Commuhications in Japan ， 
part 3， vol. 83， no. 6: 77-85 (2000) 
2 .  Gas-generating events estimation by means 
of remote sensing and cepstrum processing 
in an indoor space . S. Hirobayashi ， H .  
Kimura， M.  Tohyama， ' T . Oyabu: 
Electronics and Communications in Japan， 
part 3 ，  vol. 83， no . 7: 102- 1 14 (2000) 
3 . ス パ ッ タ 膜 の パ タ ー ン 形成用金属 マ ス ク の 熱変
形 . 吉沢寿夫 ， 山 崎登志成 ， 山淵龍夫 ， 広林茂
樹 ， 喜 久 田 寿 郎 ， 中 谷 訓 幸 : J ournal of the 
Vacuum Society of Japan， vol ， 44， no. 3 :  
272 (2001) 
4 .  Java に よ る オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 に 基 づ く シ ー ケ
ン ス 制 御 用 言語 の IL言語 へ の コ ン パ イ ラ の 作
成. 中 田義人，米 国政明 ，長谷博行，酒井充，丸山博:
電気関係北陸支部連合大会 ，E-3 1 : 31 7(2001 )  
5 . Immersive Virtual Reality . Frank 
Ekpar ，Masaaki Yoneda， Hiroyuki Hase， 
Mitsuru Sakai ，Hiroshi Maruyama: 電 気 関
係北陸支部連合大会 ，F-3 1 : 371(2001) 
6 . 全方位 レ ン ズ を用 い た ス テ レ オ 画像の 三次元再
構成. 河合宏文 ，毛利 昌 弘 ，米 国 政明 ，長谷博行，酒
井充 ， 丸 山 博: 電気関係北陸支部連合大会 ，F-32:
372(2001)  
7 . 視覚機能 を 有す る ロ ボ ッ ト の 試作. 笠島与史憲 ，
米 国 政 明 ， 長谷博行 ， 酒井充 ， 丸 山 博 : 電気 関係
北陸支部連合大会，F-33: 373(2001)  
8 . 顔平面 を用 い た 顔表情 の 解析 一 顔画像 と 顔平面
の 視覚化 と 対応付 け 一 . 笠松岳史 ， 松井敦之 ， 米
国 政明 ，長谷博行， 酒井充 ，丸 山 博: 電気関係北陸
支部連合大会，F-50 :  390(2001 )  
9 . 註視 に よ る 情景 中 の 文字情報 の獲得. 山崎剣冶，
米 国 政 明 ， 長谷博行 ， 酒 井充 h 丸 山 博 : 電気 関係
北陸支部連合大会，F-66: 406(2001) 
10 . 色範囲 を 規定 し な い 青色案 内 標識抽 出 . 加藤隆
広 ，小林明英，米国政明 ，長谷博行 ，酒井充， 丸山博:
電気関係北陸支部連合大会 ，F-70:  410(2001) 
1 1 . 案 内標識 の 矢印 の 抽 出及 び認識. 加藤隆広 ，小林
明英 ， 米 国 政明 ，長谷博行 ， 酒井充 ， 丸山博 : 電気
関係北陸支部連合大会，F-71: 411 (2001) 
12 . イ ン タ ー ネ ッ ト を 利用 し た デ ー タ 分散型. 岩橋
里佳 ， 岡 崎和 明 ，米 国 政明 ，長谷博行 ， 酒井充 ， 丸 山
博 : 電 気 関 係 北 陸 支 部 連 合 大 会 ，F-113 :
453(2001 )  
13 . 符号器変数 と シ ン ド ロ ー ム 形成器変数 の 関係 お
よ び シ ン ド ロ ー ム ト レ リ ス を用 い た 信頼度 の 推
定. 田 島正登， 柴 田啓司， 河崎善司郎 : 信学技
報 IT2001-7 : 37-42 (2001)  
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プロ シーデ イ ング等
1 .  Speech waveform recovery from a 
reverberant speech signal using a correla­
tion coefficient . T. Hasegawa， S. 
Hirobayashi ， T. Yamabuchi ， T. Yoshizawa: 
Proceedings of the Third Asia-Pacific 
Conference on Industrial Engineering and 
Management Systems: 55-59 (2000) 
2 .  Blind deconvolution using power enve­
lope inverse filtering. S. Hirobayashi ， H. 
Terashima， T. Yamabuchi ， T. Yoshizawa: 
Proceedings of the Third Asia-Pacific 
Conference on Industrial Engineering and 
Management Systems: �19-223 (2000) 
3 .  Pitch extraction using spectrum co任
traction and extension， Y. Nakabayashi ，  S .  
Hirobayashi ， T.  Yamabuchi ， T.  Yoshizawa， 
Proceedirigs of the Third Asia-Pacific 
Conference on Industrial Engineering and 
Management Systems ，  pp. 224-228 (2000) 
4 .  Thermal deformation of a metel mask for 
pattern formation of sputterd films . T. 
Yamazaki ， T. Yoshizawa， T. Yamabuchi ， S. 
Hirobayashi ， T .  Kikuta， N.  Nakatani: 
Proceedings of JSST2000 on Modeling， 
Control and Computation in Simulation: 
372-376 (2000) 
5 .  Verification of a logarithmic model for es­
timation of a tin oxide gas sensor response 
under a mixture of gases ， A. Kadir， S .  
Hirobayashi ， T .  Yamabuchi ， T .  Yoshizawa， 
Proceedings of the Third Asia-Pacific 
Conference on Industrial Engineering and 
Management Systems (2000) 
6 .  Recognition of Human Behavior Using 
Sensor-Agent System. Yasuhiro Ogoshi， 
Tadanobu Misawa， Haruhiko Kimura， 
Yoshihiro Ueda， Takashi Oyabu' 
Proceedings of The Third Asia-Pacific 
Conference on Industrial Engineering and 
Management Systems (APIEMS'2000) : 2 14-
218  (2000) 
7 .  Constructing Arbitary Perspective-白
Corrected Views From Panoramic Images 
円。
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Using Neural Networks . Frank Ekpar ， 
Hiroyuki Hase ， Masaaki Y oneda : Proceed 
ing of the 7th International Conference on 
Neural Information Processing 156-160 
(Taejon ， Korea)(2000) 
8 .  Distortion四Free Navigation of Omni­
Directional Images Using Constructive 
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10 . マ ク ロ ク ラ ッ ク に 近接 し た マ イ ク ロ ク ラ ッ ク の
発生 ・ 合体に よ る ア コ ー ス テ ィ ッ ク ・ エ ミ ッ シ ョ
ン に 関す る 研究. 池田 直樹， 高野登， 平島健一，
広 瀬 幸 雄 : 材 料 Vo1.50 ， NO . 10 :  1152- 1 157 
(2001) 
1 1 .  TiCN系 サ ー メ ッ ト 合金 の 鋳鉄 と の 摩擦摩耗特
性 . 原恭 ， 松木賢司 ， 萱野敬洋 : ト ラ イ ボ ロ ジ
Vo1.45，  No1 1 :  822-831 (2000) 
Estimating the equivalent strain in equal­
angular pressing. T. Aida， 
Matsuki， Z .  Horita， T. G. Langdon: Scripta 
Materialia Vo1 .44:  575-579 (2001) 
Rate Superplasticity 
7 .  
8 .  
理和達敏
著書
1 . 塩津和章(編集委員長)， 西野精一， ほ か 6 名 :
耐熱合金デー タ ベ ー ス ((財)大阪科学技術セ ン タ ー
付属 ニ ュ ー マ テ リ ア ル セ ン タ ー 耐熱合金 デ ー タ
ベ ー ス 構築委員会編， (財)大阪科学技術 セ ン タ ー
付属 ニ ュ ー マ テ リ ア ル セ ン タ ー ) CD-ROM版
(2001) 
2 . 第 3 章機械設計 と 材料工学. 塩津和章(編著)，
ほ か 2 名 : 機械設計法( 日 本材料学会編， 総頁
日 本材料学会) pp. 25-66 (2001) 
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技 官
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技 官
on 
原著論文
1 .  The 
Fatigue 
Ishihara， T. Goshima， T .  
and A. J .  McEvily: J .  
Science Vo1 .35 :  5661-5665 (2000) 
2 .  On the Dependence of the Rate of Fatigue 
Crack Growth 
Ratio 
Cermet. 
Yoshimoto ， 
Materials 
S .  
T .  
Stress 
a m 
the 
Growth 
of influence 
Crack 
数356，
Sabu， 
McEvily and S .  Ishihara: 
Journal of Fatigu巴， Vol. 23 :  1 15-120 (2001) 
Cyclic Strength of 
BonejCement Bond. S .  Ishihara ， T. 
Goshima， K.  Kanekasu and A.  J .  McEvily : 
Journal of Materials Science ， Materials in 
ス ト
A.  J .  
In terna tional 
Parameter. the on 
12 .  
K. 
m Strain 
channel 
High 13 .  
つd
a and Static The 3 .  
Mechanically Alloyed Nickel Aluminides. 
Y. Doi， K .  Matsuki， H .  Akimoto， T .  Aida: 
Materials Science Forum 357-359: 309-314 
(2001) 
14. ホ ロ ー ダ イ 押 出 し に お け る 押 出 し 圧力 ・ 寸法精
度 に 及 ぼす エ ン ト リ ポ ー ト 形状 の 影響. 稲垣稔
之， 村上哲， 高辻則夫， 松木賢司， 磯貝光之，
正保JI頂 : 塑性 と 加工， Vo1 .42 ，  No.482: 241-245 
(2001) 
15 . 湿式MA法 に よ り 結 晶 粒微細 化 し た ( r ' + β )2 
相 ニ ッ ケ ル ア ル ミ ナ イ ド の 高速超塑性特性. 土
肥義治 ， 松木賢司 ， 秋元仁 ， 曾 田 哲夫 ， 落合鍾
一 : 粉 体 お よ び 粉 末 治 金 Vo1 .48， No.4 :  328-
334 (2001) 
16 .  TiCN系 サ ー メ ッ ト 合金 の 鋳鉄 と の 摩擦摩耗特
性-AE信号 に よ る モ ニ タ リ ン グ に つ い て 一 .
原 恭 ， 松 木 賢 司 : ト ラ イ ボ ロ ジ ス ト Vo1 .46 ，
No.5 :  409-417 (2001) 
17 .  TiC粒子 を 複合化 し た ( r ' + β )2相 ニ ッ ケ ル ア ル
ミ ナ イ ド の 結晶粒微細化 と 高速超塑性特性. 土
肥義治 ， 松木賢司 ， 秋元仁 ， 曾 田 哲夫 ， 落合鍾
一 : 日 本 金 属 学 会 誌 Vo1 .65 ， NO.5 :  449-457 
(2001) 
18 .  TiC粒子 を複合化 し た ( r ' + β )2相 ニ ッ ケ ル ア ル
ミ ナ イ ド の 熱調質処理 に よ る 高温機械的性質 の
、 改善 . 土肥義治 ， 松木賢司 ， 落合鍾ー : 粉体 お
よ び粉末冶金 Vo1 .48， NO.7 :  648-654 (2001) 
19. Effect of Al-rich off-stoichiometry on 
superplastic flow stress in fine-grained 
Ni3Al alloys . Y. Doi， K. Matsuki， T. Aida， 
and H.  Akimoto : Scripta Materialia Vo1 .45 :  
301-307 (2001)  
20. 純 ア ル ミ ニ ウ ム 丸棒押 出 し 加工時 に お け る 押 出
し 金型表面圧力分布 の 測定. ー ア ル ミ ニ ウ ム 熱
間押 出 し 加工 中 の 押 出 し 金型変形 に 関す る 研究
第 l 報 一 森努， 高辻則夫， 松木賢司， 曾田哲
夫， 室谷和雄， 上床浩一: 塑性 と 加工， Vo1 .42 ，  
No.489: 1080-1084 (2001) 
その他の論文
1 . 繰返 し 転が り す べ り 接触 に よ る 被覆材 の 疲労表
面 き 裂進展特性 . 塚 田 安喜 ，五嶋孝仁 ，石原外美 ，
清 水 理 能 : 第 13 回 計 算 力 学 講 演 会 No.00- 17 :
269-270 (2000) 
2000年�200 1 年研究業績一覧
2 . 熱膨張 を考慮 し た CFRP積層版 の 熱粘弾性解析.
清水理能， 五 嶋孝仁 : 第 13回計算力学講演会講
演論文集 No.00-17 : 253-254 (2000) 
3 . ホ ワ イ ト メ タ ル軸受 け の 摩耗疲労損傷 に 及 ぼす
摺動疲労速度 の 影響 . 田村清 ， 石原外美 ， 五 嶋
孝仁 ， 野 口 春光: 北陸信越支部第38期総会講演
会講演論文集No.017- 1 : 9-10 (2001) 
4 . 転が り す べ り 接触 を受 け る 被覆材表面 き 裂進展
特性 と 疲労寿命評価 . 塚 田 安喜 ， 五 嶋孝仁 ， 石原
外美 ， 清水理能 : 北 陸信越支部第 38期 総会講演
会講演論文集No.017-1 : 239-240 (2001) 
5 . 工業用 純 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 疲労強度特性 に 及
ぼす応力比 の 影響. 石原外美，五嶋孝仁， 千葉整，
野俣新一郎 ， 砂 田 聡 : 北陸信越支部第38期総会
講演会講演論文集No.017-1 : 245-246 (2001) 
6 . 温度環境下 で 鋼球 の 衝突 に よ り CFRP積層版 に
生 じ る 損傷 の 考察 . 清水理能 ， 五嶋孝仁 : 北陸
信越支部第38期総会 ・ 講演会講演論文集No.01
7 - 1 :  275-276 (2001) 
7 . 一面冷却型熱衝撃実験 に お け る 動的熱応力測定.
石原外美 ， 五嶋孝仁 ， 清水理能 ， 岩脇章二 ， 一 紙
谷修一: 北陸信越支部第38期総会 ・ 講演会講演
論文集No.017- 1 : 289-290 (2001) 
8 . 超硬合金 の 熱衝撃 に お け る WCjCO界面 に お け
る 熱 き 裂発生. 石原外美， 五嶋孝仁， 岩脇章二:
2001 年 度 次 大 会 講 演 論 文 集 No.01-1 ， Vol . I :  
1 1 1- 1 12  (2001) 
9 . 加熱転が り 接触 を受 け る 被覆半無限体 の 界面屈
折 き 裂進展特性 . 五嶋孝仁 ， 石原外美 ，清水理能 ，
武藤裕介 : 2001年度次大会講演論文集No.01-1 ，
Vol . I :  2 13-2 14 (2001)  
10 .  CFRP積層 板 の 室温形状 の 熱粘弾性解析 . 清水
理能， 五嶋孝仁: 2001年度次大会講演論文集No.
01 - 1 ，  Vol . I :  229-230 (2001)  
11 .  ト ポ グ ラ フ ィ 破面解析 に よ る 高炭素 ク ロ ム 軸受
鋼 の 内部 き 裂発生挙動 に 関す る 研究. 山本薫，
西野精一， 塩津和章: 日 本機械学会北陸信越支
部第38期総会 ・ 講演会講演論文集， No.017- 1 :  
235-236 (2001) 
1 2 . 改良 9Cr- 1Mo鋼 の き 裂 伝 ぱ 挙動 に 及 ぼ す 負 荷
ひ ず み波形 の 影響. 伊藤竜人， 西野精一， 塩津
和章， 新甚博之， 川 上智毅， 林義忠 : 日 本機械
学会北陸信越支部第38期総会 ・ 講演会講演論文
集， No.017- 1 :  237-238 (2001) 
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13 . 表面改質 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 疲労強度特性 に 及 て. 高辻則夫， 松木賢司， 室谷和雄， 曾田哲夫，
ぼす応力比 の 影響. 北津広樹， 塩津和章， 寺 田 増淵竜治: 第51 回塑性加工連合講演会: 135-136 
正夫， 松井明 : 臼 本機械学会北陸信越支部第38 (2001)  
期総会 ・ 講演会講演論文集， No.017 - 1 :  243-244 23 . 熱間押 出 し 加工時 に 生ず る 金型表面圧力分布 と
(2001) 材料流動 に 関す る 研究. 森 努， 高辻則夫， 松
14. PVD-TiN被覆材 の ア ル ミ ニ ウ ム 合金 と の 窒素 木賢司， 曾 田 哲夫， 室谷和雄， 上床浩一: 第51
中 し ゅ う 動試験 に よ る 性能評価. 春山義夫， 河 回塑性加工連合講演会: 137-138 (2001) 
村新吾， 横井信安， 大河 内 弘紀， 木村好次， 塩 24. ホ ロ ー ダ イ 押 出 し に お け る エ ン ト リ ー ポ ー ト 形
津和章: 日 本機械学会北陸信越支部第38期総会 ・ 状が押 出 し 圧力及び‘寸法精度 に 及 ぼ す 影響 に つ
講演会講演論文集， No.017- 1 :  1 1-12  (2001) い て. 稲垣稔之， 村上哲， 高辻則夫， 松木賢司，
15 . 複合表面改質 し た 工具鋼の ア ル ミ ニ ウ ム 合金 と 磯貝光之， 室谷和雄， 正保順: 第5 1 回型性加工
の し ゅ う 動 に お け る 寿命向上. 春山義夫， 河村 連合講演会: 139-140 (2001)  
新吾， 横井信安， 大河 内 弘紀， 木村好次， 塩津 25. AZ31 マ グ ネ シ ウ ム 合金切 削 チ ッ プ の ECAP均
和章: 日 本 ト ラ イ ボ ロ ジ ー 学会 ト ラ イ ボ ロ ジ ー 質固化成形 と そ の機械的性質. 曾 田 哲夫， 松木
会議予稿集: 335-336 (2001) 賢 司 ， 高辻則夫 : 第 51 回 塑性加工連合講演会 :
16. 高速度工具鋼SKH51 の 超長寿命疲労挙動 と 破 227 -228 (2001)  
壊形態. 塩津和章， 魯連涛， 森井祐一， 安岡学: 26.  リ サ イ ク ノレ プ ロ セ ス と し て の マ グ ネ シ ウ ム 合金
日 本機械学会平成13年度材料力学部門講演会講 切削 チ ッ プ固化押 出 し . 佐藤寿， 松木賢司， 曾
演論文集， NO.01-16 :  243-244 (2001) 田哲夫， 高辻則夫， 室谷和雄， 正保順: 軽金属
17. 表面改質材 の 疲労挙動 と 破壊形態(基調講演) . 学会第99回秋期大会: 25-26 (2000) 
塩津和章: 日 本機械学会平成 13年度材料力学部 27. 6063 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 高速切削. 上 田 毅文，
門講演会講演論文集， NO.01-16 :  253-256 (2001)  山 田 茂， 高辻則夫， 山 崎正樹: 軽金属学会第99
18. 高炭素 ク ロ ム 軸受鋼 の 超長寿命疲労挙動 に 及 ぼ 回秋期大会: 203-204 (2000) 
す二段荷重変動 の 影響. 魯連涛， 塩津和章: 日 28.  ECAP に よ る マ グ ネ シ ウ ム 合金切削 チ ッ フ。 の 固
本 機 械 学 会 2001 年 度 年 次 大 会 講 演 論 文 集 ， 化成形 と そ の 機械的性質. 会 田 哲夫， 松木賢司 ，
Vol . 1 :  175- 176 (2001)  高辻則夫: 日 本金属学会北陸信越支部 ・ 日 本鉄
19.  ト ポ グ ラ フ ィ 破面解析 に よ る β 型Ti合金 の 内 鋼協会北陸信越支部平成1 2年度連合講演会: 75 
部 き 裂発生挙動 に 関す る 研究. 西野精一， 塩津 (2000) 
和章， 山本薫: 日 本機械学会2001年度年次大会 29. 放電 プ ラ ズ マ 焼結法 に よ り 作製 し た Al-12Si-Fe
講演論文集， Vol.1 : 179-180 (2001) 系PjM合金 の 高温圧縮変形特性. 北見知士 ， 松
20. 熱CVD法 に よ る チ タ ン 合金系硬質薄膜 の ア ル 木賢司 ， 高辻則夫 ， 会 田 哲夫 ， 室谷和雄 ， 野洲
ミ ニ ウ ム 合金 と の し ゅ う 動性能評価. 春山義夫， 栄治 ， 黒石農士 : 日 本塑性加工学会第 10回北陸
河村新吾， 木村好次， 塩津和章， 横井信安: 日 支 部 講 演 会 若 手 技 術 者 ・ 産 学 官 研 究 交 流 会 :
本 機 械 学 会 2001 年 度 年 次 大 会 講 演 論 文 集 ， 63-64 (2001) 
Vol . 1 :  301-302 (2001) 30. 銀添加 し た YBa2CU3Ü7-X焼結体 の 超塑性圧縮加
21 . 表面改質 を 施 し た 高 硬度 鋼SKD61 の 耐食性評 工 と 超伝導特性 の 改善. 福 島篤史 ， 松木賢 司 ，
価 と 腐食疲労強度特性. 塩津和章， 光谷宏太郎， 高辻 則 夫 ， 会 田 哲夫 ， 室谷和雄 ， 高 昌宏 行 : 日
茂島博司 : 日 本機械学会2001年度年次大会講演 本塑性加工学会第 10回北陸支部講演会若手技術
論文集， Vol. 1 :  32 1-322 (2001) 者 ・ 産学官研究交流会: 65-66 (2001) 
22 . 耐摩耗性特殊高力黄銅 の 切 削性. 能登谷久公， 31 . ニ ッ ケ ル ア ル ミ ナ イ ド を結合相 と し た耐熱型サ ー
南震宇， 山 田茂， 高野登， 大 山達雄， 矢後E， メ ッ ト の 開発 . 吉本勉 ， 土肥義治 ， 松木賢司 ，
市 田 賢 一 : 伸 銅 技 術 研 究 会 誌 Vo1.40， NO . 1 :  高辻則夫 ， 会 田 哲夫 ， 村尚則 : 日 本塑性加工学
106-110  (2001) 会第 10回北陸支部講演会若手技術者 ・ 産学官研
22. 押 出 し ダ イ ス の 表面改質 と そ の 性能評価 に つ い 究交流会: 67-68 (2001) 
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32 . ア ル ミ ニ ウ ム の 熱閤押 出 し 加工 中 の 金型変形量
の 測定. 高辻則夫 ， 松木賢司 ， 室谷和雄 ， 森努，
上床浩一， 和泉省二: 日 本塑性加工学会第 10回
北陸支部講演会若手技術者 ・ 産学官研究交流会:
69-72 (2001) 
33 . ア ル ミ 矩形中空押 出 し の 非定常 プ ロ セ ス へ の シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン の 適用 . 石坂直樹 ， 稲垣稔之 ，
高辻則 夫 ， 松木賢司 ， 村上哲 ， 正保JII買 : 日 本塑
性加工学会第 10回北陸支部講演会若手技術者 ・
産学官研究交流会: 73-76 (2001) 
34.  A5056熱 間押 出材 の 表面性状 に 及 ぼ す 放電被覆
ダ イ ス 表面改質 の 影響 . 河原智行 ， 高辻則夫 ，
松木賢司 ， 室谷和雄 ， 会 田 哲 夫 ， 増淵竜治 : 日
本塑性加工学会第 10回北陸支部講演会若手技術
者 ・ 産学官研究交流会: 77-80 (2001) 
35. AZ31 マ グ ネ シ ウ ム 合金 切 削 チ ッ プ の ECAP 囲
化 と 固化材質 の 均質化[ ベ ッ カ ム 1] . 今井泰則 ，
松木賢司 ， 高辻則夫 ， 会 田 哲夫 ， 室谷和雄 : 日
本塑性加工学会第 10回北陸支部講演会若手技術
者 ・ 産学官研究交流会: 85-86 (2001) 
36.  AZ31B切 削 チ ッ プ 熱 間 押 出 し 形材 の 機械 的性
質 と 表面性状 に 及 ぼ す ミ ク ロ 組織 の 影響 . 小原
卓， 松木賢司 ， 高辻則夫， 会 田哲夫， 室谷和雄，
佐藤寿: 日 本塑性加工学会第 10回北陸支部講演
会 若 手 技 術 者 ・ 産 学 官 研 究 交 流 会 : 87-88 
(2001)  
37 . ア ル ミ ニ ウ ム 熱間押 出 し 加工 中 の 押 出 し 金型変
形 に 関す る 研究. 松木賢司， 高辻則夫， 室谷和
雄， 曾 田哲夫， 森努， 上床浩一: 平成 13年度塑
性加工春季講演会: 213-214 (2001) 
38. ア ル ミ 矩形中空押 出 し の 非定常 プ ロ セ ス へ の シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン の 適用 . 稲垣稔之， 村上哲， 高
辻則夫， 松木賢司， 磯良光之， 室谷和雄， 正保
順 : 平成 13年度塑性加工春季講演会 : 2 1 7司218
(2001) 
39 .  AZ31 マ グ ネ シ ウ ム 合金切 削 チ ッ プ の ECAP Iこ
よ る 均質固化成形. 曾 田 哲夫， 松木賢司， 高辻
則夫: 平成13年度塑性加工春季講演会: 353-354 
(2001) 
40. 5056 ア ル ミ ニ ウ ム 合金熱間押 出 し 材 の 表面性状
に 及 ぼす放電被覆 ダ イ ス 表面改質 の 影響. 高辻
則夫， 松木賢司， 室谷和雄， 曾 田哲夫， 増淵竜
治: 軽金属学会第 100回春期大会 : 75-76 (2001) 
41. 6063 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 高速切削特性. 上 田毅
2000年�200 1 年研究業績一覧
文， 山 田茂， 高辻則夫， 山崎正樹: 軽金属学会
第 100回春期大会: 253-254 (2001)  
42 . AZ31B マ グ ネ シ ウ ム 合金 切 削 チ ッ フ。 押 出 し 形
材 の 表面粗 さ の 生成 に 及 ぼす メ タ ル フ ロ ー の 影
響. 佐藤寿， 松木賢司， 曾 田哲夫， 高辻則夫，
室谷和雄， 正保/1国 : 軽金属学会第 100 回春期大
会: 265-266 (2001) 
43. AZ31 マ グ ネ シ ウ ム 合金 の 熱 間押 出 し 加工性 に
及ぼす押 出 し 条件の 影響. 高辻則夫， 松木賢司，
曾田哲夫， 室谷和雄， 村上哲， 政誠一， 正保/1国:
軽金属学会第 100回春期大会: 267-268 (2001)  
44. ア ル ミ ニ ウ ム 熱間押 出 し 加工 時 に 生ず る 押 出 し
金型表面圧力分布 の 測 定. 森努， 高辻則夫， 松
木賢司， 曾 田 哲夫， 室谷和雄， 上床浩一: 第52
回塑性加工連合講演会: 109-110 (2001) 
45. ア ル ミ 矩形中空押 出 し に お け る メ タ ル フ ロ ー 及
び金型強度へ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 適用 . 稲垣
稔之， 村上哲， 高辻則夫， 松木賢司， 磯貝光之，
室谷和雄， 正保順: 第52回塑性加工連合講演会:
1 1 1- 1 12  (2001) 
46. ア ル ミ ニ ウ ム 熱間押 出 し 加工中 の 押 出 し 金型変
形 に 関す る 研究. 森努， 高辻則夫， 松木賢司，
曾 田哲夫， 室谷和雄， 上床浩一: 第52回塑性加
工連合講演会: 1 13田1 14 (2001) 
47.  AZ31 マ グ ネ シ ウ ム 合金切削 チ ッ プ 固化材 の 機
械的性質 に及ぼすECAP条件の 影響. 曾田哲夫，
松木賢司， 高辻員iJ夫 : 第52回塑性加工連合講演
会: 135-136 (2001)  
プロ シーデ ィ ン グ等
1 .  Characteristics of S-N Curve and 
Subsurface Crack Initiation Behavior of 
High Strength Steel in Gigacycle Fatigue . 
Lian Tao LU， K. Shiozawa and S .  Ishihara: 
Materials Science Research International 
STP Vol. 1: 35-40 (2001) 
2 .  Thermomechanical Effects on the Fatigue 
Crack Propagation due to Rolling Contact 
with Frictional Heat and Crack-Face Fluid 
Pressure， T. Goshima， S. Ishihara and M. 
Shimizu: Proc. 4th Int. Congress on 
Thermal Stresses: 129-132 (2001)  
3 .  Effect of Anisotropy on Thermal Stress 
Induced in the Newly Developed Thermal 
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Shock Test ， S. Ishihara， T .  Goshima， S. 
Iwawaki，  M. Shimizu and S .  Kamiya: Proc 
4th Int. Congress on Thermal Stresses : 
279-282 (2001)  
4 .  Temperature Dependence of Damage in 
CFRP Laminates Subjecte to Corrosion of 
Steel Ball . M.6  Shimizu ， T .  Adachi ， T .  
Goshima:  Proc. 4th Int. Congress on 
、 Thermal Stresses: 371-374 (2001) 
5 .  Effect of Stress Amplitude on the 
Corrosion-pit-growth Behavior of Pure 
Aluminum in a Sodium Chloride Solution， 
S .  Ishihara， T .  Goshima， 日. Chiba， S. 
Nomata， S .  Sunada and A.  J .  McEvily : to 
be aeared in Proc. Second Int. Conf. on 
Environment Sensitive Cracking and 
Corrosion Damage: 354-361 (2001) 
6 .  Development of Database for Heat 
Resisting Alloys. K. Isonishi ， S. Nishino， 
T.  Itoh， K. Shiozawa， M .  Jono ， R .  
Murakami， K.  Okada， Y .  Fukuchi and J .  
Kikuchi:  Materials Science Research 
International ， Special Technical Publication 
- 1 :  1 1- 16  (2001) 
7 .  Characteristic S-N Property of High 
Carbon Chromium Bearing Steel in Ultra­
Wide Life Region under Rotating Bending. 
T. Sakai ， M.  Takeda， N. Tanaka， M.  
Kanematsu， N.  Oguma and K .  Shiozawa: 
Materials Science Research International ， 
Special Technical Publication - 1 :  41-46 
(2001) 
8 .  Construction of Database on Heat 
Resistant Alloys and Some Analyses of 
Creerp properties : S. Nishino ， M. Jono， K. 
Shiozawa， 1 .  Tomizuka， R. Murakami， S. 
Hattori ， K. Okada， K.  Awazu ， Y. Fukuchi， 
K.  Isonishi ， T .  Itoh and J .  Kikuchi : 
Proceedings of the 7th International 
Conference on Creep and Fatigue at 
Elevated Temperature (Creep 7) No.01-201 :  
539-543 (2001)  
9 .  Effect of Anodized Coatings on Fatigue 
Strength in Aluminum Alloy . K. Shiozawa， 
H. Kobayashi ， M. Terada and A.  Matsui : 
Surface Treatment V ，  Computer Methods 
and Experimental Measurements for 
Surface Treatment Effects (Ed. by C. V .  
Brebbia， WIT Press ， UK) : 397-406 (2001)  
10 .  Shot-Peened High-Strength Steel . K.  
Shiozawa and L .  Lu: Proceedings of the 
International Conference on Fatigue in the 
Very High Cycle Regime (Editors S .Stanzl 
Tschegg and H.Mayer) : 165- 172 (2001 )  
11 .  Application of Simulation Technology on 
the Non-Steady Metal Flow Conditions 
with Hollow Die Extrusion. T. Inagaki，  S .  
Murakami， N .  Takatsuji ，  K .  Matsuki ， M. 
Isogai ， J .  Shobo:  International Conference 
on Advances in Materials and Processing 
Technologies ， Madrid， Spain : (2001) 
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エ ネ ル ギ ー ・ 環境工学大講座
教 授 竹 越 栄 俊
教 授 奥 井 健
助教授 江 上 繁 樹
助教授 平 津 良 男
助教授 早 川 英治郎
講 師 川 口 清 司
講 師 瀬 田 剛
助 手 小 坂 暁 夫
技 官 渡 辺 秀
技 官 喜多野 幸
原著論文
1 . 油 ・ 水 の 混合液 を 用 い た 氷蓄熱(第 2 報， 添加
剤 の 製氷過程 へ の 影響 の 検討). 松本浩二， 塩
川康夫， 岡 田 昌志， 川越哲男， カ ン ・ チ ェ ド ン ，
平 津 良 男 : 日 本 機 械 学 会 論 文 集 B 編 Vo1.67 :
804-809 (2001) 
2 .  ミ ス ト 冷却 に お け る 超微細構造面 の 伝熱促進効
果(単一液滴 に よ る 蒸発実験). 瀧本昭， 松川 昌
史 ， 小 坂 暁 夫 : 日 本 機 械 学 会 論 文 集 B 編
Vo1.67 ，  No.658: 1445-1450 (2001)  
3 . コ ン ビ ュ ー タ チ ッ フo用 小型沸騰冷却器 (沸騰部
熱抵抗 の 低減) . 田 中栄太郎， 川 口 清司， 寺尾
公良， 鈴木 昌彦， 田 中公司 : 日 本機械学会論文
集B編 Vo1 .67 ， No.659: 1809-1815 (2001)  
4 . 大電力制御盤用 小型冷却器 (傾斜 フ ィ ン を 有す
る 対 向 流形熱交換器 の 数値解析) . 川 口 清司 ，
岡本義之， 鈴木 昌 彦， 真船利宏: 日 本機械学会
論文集B編 Vo1.67 ， No.660: 2048-2054 (2001) 
5 . 大電力制御盤用 小型冷却器 (冷却器送風系 の 数
値解析) . 川 口 清司， 真船利宏， 鈴木 昌彦， 岡
本 義 之 : 日 本 機 械 学 会 論 文 集 B 編 Vo1 .67 ，
No.660: 2055-2061 (2001) 
6 . 熱交換一体形 フ ァ ン に お け る 内部流れ と 伝熱特
性. 川 旧 清司， 鈴木 昌 彦 : 日 本機械学会論文集
B編 Vo1 .67 ， No.662:  2518-2524 (2001 )  
7 .  FDLBMへ の 半陰解法 の 適用 と 数値的安定性解
析 . 瀬 田 剛 ， 高橋亮一 : 日 本機械学会論文集B
編 Vo1 .67 : 54-63 (2001) 
その他の論文
1 . 分子動力学法 に よ る 吸着過程 の 基礎的研究. 平
2000年�200 1 年研究業績一覧
津良男 ， 井上真敬， 竹越栄俊， 佐藤壮市: 日 本
伝熱学会北陸信越支部200昨度秋期伝熱セ ミ ナ ー :
1-3 (2000) 
2 . LiBr水 溶 液 中 に お け る 氷 の 凝 固 ・ 融解潜熱 に
関 す る 研究. 平津良男， 村上岳， 竹越栄俊 : 日
本伝熱学会北陸信越支部2001年度春期伝熱 セ ミ
ナ ー : 25-26 (2001) 
3 .  LiBr水 溶液 中 に お け る 氷 の 凝 固 ・ 融解潜熱 に
関 す る 研究. 平津良男， 村上岳， 竹越栄俊: 第
38 回 日 本 伝 熱 シ ン ポ ジ ウ ム Vo1 . 2 : 607同608
(2001) 
4 . 氷 の 融解潜熱 に 及 ぼす 吸着剤表面 エ ネ ル ギ ー の
影響 に 関す る 研究. 平津良男， 平木宏幸， 竹越
栄 俊 : 日 本 機 械 学 会 2001 年 度 年 次 大 会 Vo1 . 2 :
361-362 (2001) 
セ レ ー テ ッ ド フ ィ ン 付管 群 の 渦発生特性(騒音
を 抑制 す る 最適管群形状). 奥井健一， 岩淵牧
男 ， J l I 部泰 臣， 藤川 幸一郎， 村元健二: 日 本機
械学会講演論文集 No.017-1 : 355-356 (2001) 
6 . 深層水冷熱輸送方式 の 可能性 に 関す る 研究. 了
馬貴志， 岩淵牧男， 奥井健一: 第26回北陸流体
工学研究会: 講演番号A-3 (2001) 
7 . コ ン ビ ュ ー タ チ ッ フ。用 小型沸騰冷却器 (全姿勢
に お け る 冷却性能 の 向上). 田 中栄太郎， 川 口
清司， 寺尾公良， 鈴木昌彦 : 日 本機械学会2001
年度年次大会講演論文集 n ， No.01 - 1 :  413-414 
(2001) 
8 . 燃焼器 に お け る 着火時間の短縮化 と 起動時 エ ミ ッ
シ ョ ン の 低減. 上原昌徳， 川 口 清司， 伊藤彰，
鈴木昌彦 : 日 本機械学会2001年度年次大会講演
論文集 n ， No.01- 1 :  391-392 (2001) 
9 . 沸騰冷却 を用 い た コ ン ビ ュ ー タ チ ッ プ の 冷却.
川 口 清 司 : 第27回北陸流体工学研究会: 講演番
号4 (2001) 
10 . 格子 ボ ル ツ マ ン 法 に よ る 潜熱 ・ 表面張力 エ ネ ル
ギ ー の モ テ。 ル化. 瀬 田 剛 ， 高橋亮一 : 日 本流体
力学会年会2001講演論文集: 289-290 (2001) 
1 1 . 格子ボ ル ツ マ ン法に よ る 二相流の シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン . 瀬 田 剛， 高橋亮一: 第4回 オ ー ガ ナ イ ズ ド 混
相流 フ ォ ー ラ ム 講演論文集: 55-60 (2000) 
12 . 熱流動格子 ボ ル ツ マ ン モ デソレ に 対す る 安定性解
析 . 瀬 田 剛 ， 高橋亮一 : 第 13回計算力学講演会
講演論文集: 587-588 (2000) 
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男剛男博雄樹文造
紀敏邦治基
発信
亮俊文弘士
正博昭巧
著書
1 . 放電加工 回 路 と 制御 精密加工実用 便覧 小原
治樹 : (精密加工実用 便覧編集委員会編 : 日 刊工
業新聞社) pp.596-604 (2000) 
吉 川
大 住
伊 藤
岩 城
小 泉
小 原
佐 々 木
田 代
佐 竹
笹 木
羽多野
高 瀬
桐
木
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
助教授
助教授
助教授
講 師
助 手
助 手
技 官
技 官
技 官
プロ シーデ イ ング等
1 . A Study on Latent Heat of Water included 
in Adsorbent . 
Hiraki : H.  
Symposium on Thrermal Engi:neering and 
Science : 93-96 (2001)  
2 .  On a twisted 
Egami : 
Applications (ed . 
Kluwer に 採録予定
3 .  On calculation of exponential growth rates. 
E .  Hayakawa: 力 学系理論 の 新 し い 展 開 (数
理解析研究所講究録) 1 179: 143-147 (2000) 
Y. Hirasawa， E .Takegoshi ， 
The 7th International 
of L(l ，X) .  S .  
and Its 
Kanemi tsu) ， 
square 
Theory 
and 
ロlean
Gyory 
Number 
下
国際学会
1 .  Ramanujan Formula of The Dedekind Zeta­
Functions of Totally Real Number Fields . 
S. Egamni: 日 中数論 セ ミ ナ ー ， 近畿大学九州
工学部(福岡県飯塚市) ， 日 本 3月 (2001)
2 .  The Selberg Kernel Function and 
Square of Automorphic L-Functions，  Zeta 
Functions and Allied Functions. S. Egami 
数 学 研 究 所 ， ド イ ツ 9 月
Mean 
原著論文
1 . 振動速歩型移動機械の 基礎的研究. 小泉邦雄，
日 下善雄， 佐 々 木基文， 笹木亮， 木下巧士: 日
本機械学会論文集C編 Vo1 .67 ， No.660: 2595 
2600 (2001)  
2 . 薄液膜の蒸発 ・ 沸騰 に 関 す る 分子動力学的研究.
岩城敏博 : Thermal Science & Engineering， 
Vo1 .9 ，  NO.3 :  1 -10 (2001)  
3 . 素焼 き 陶器表面形状 の A F M計測 と 水分蒸発特
性 . 佐 竹 信 一 : Thermal Science 
Engineering， Vo1 .9 ，  NO. 1 :  33-38 (2001)  
4 . ワ イ ヤ 放電加工 の加工精度 に 関す る 基礎的研究
(第 5 報 休止時間制御 を 用 い た 小 円 弧凹 コ ー ナ
荒加工 の 加工 時 間短縮方法) . 小原治樹， 大住
剛， 今井渉， 山岸亮介， 羽多野正俊: 電気加工
学会誌Vo1 .34 ， NO. 77 :  15-21  (2000) 
5 . ワ イ ヤ 放電加工の 放電爆発力 の解析. 中瀬正博，
小原治樹， 大住剛， 羽多野正俊: 電気加工学会
誌Vo1.34 ， NO.77 :  22-29 (2000) 
6 . ワ イ ヤ プ ロ ー ブを用 い た 微細貫通形状精度計測
装置 の 開発 . 辻晶樹， 小原治樹， 大住剛， 羽多
野正俊 : 精密工学会誌 Vo1 .67 ， No.4 :  633-637 
& 
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OberWohlfach 
(2001 )  
(200 1) 
7 .  A Method to Machine Three-Dimensional 
Thin Parts . H. Obara， T. Watanabe ， T .  
Ohsumi， E .  Ninomiya， M.  Hatano : 
Initiatives of Precision Engineering at the 
Beginning of a Millennium: 87-91 (200 1) 
8 .  Development of Measuring System 
Equipped with Wire Probe to Measure Fine 
Contour Shape of Penetrated Specimen. H .  
Obara， M.  Tsuji ，  T .  Ohsumi ， M.  Hatano: 
Initiatives of Precision Engineering at the 
Beginning of a Millennium: 804-808 (2001)  
9 .  Bank Angle of a V -Type 12-Cylinder Engi 
ne . N. Ito ， A.  Nakagawa， R. Kitamura: 
JSME Int .J .  Series C .  Vo1 .44， NO.3 :  643-649 
(2001)  
そ の他の論文
1 . 全方向移動型跳躍 ロ ボ ッ ト の 研究. 片 山義和，
佐 々 木基文， 笹木亮， 小泉邦雄: 日 本機械学会
北 陸信越支部第38期総会 ・ 講演会講演論文集 :
207 -208 (2001)  
2 . 振動速歩型移動機械 の 室 内走行問題. 日 下善雄，
小泉邦雄， 佐 々 木基文， 笹木亮， 木下巧士: 日
本機械学会北陸信越支部第38期総会 ・ 講演会講
演論文集: 163-164 (2001) 
3 . 在宅高齢者 の た め の 移乗介助機器 の 開発 第2
報 抱 き 上 げ型 の場合. 小泉邦雄， 佐 々 木基文，
笹木亮， 木下巧士， 般若慎一郎， 塚 田雅士， 南
出悦弘， 稲垣和夫 : 2001年度精密工学会春季大
会講演論文集: 589 (2001) 
4 . 反射角 の 変化 と 位相 シ フ ト 法 を 用 い た 形状測定
法. 野村俊， 神谷和秀， 奥 田 聖一 ， 山 崎恵信，
田代発造， 吉川和男 : 2001年度精密工学会春季
大会学術講演会講演論文集: 600 (2001) 
5 . 放電加工面損傷 モ ニ タ リ ン グ装置 の 開発 . 小原
治樹， 孫 田 多 佳之， 大住剛， 羽多野正俊， 電気
加 工 学 会 全 国 大 会 (2000) 講 演 論 文 集 : 17-20 
(2000) 
6 . ワ イ ヤ プ ロ ー ブ を 用 い た 微細貫通形状計測装置
の 開発. 小原治樹， 辻晶樹， 大住剛， 羽多野正
俊， 型技術Vo1 . 16 ， N 0 .8 : 56-57 (2001) 
7 . ワ イ ヤ 放電加工精度 の 加工精度 に 関す る 基礎的
研究(第 6 報 仕上 げ加工 の 加工条件 と サ ー ボ
2000年�200 1 年研究業績一覧
特性 の 検討) . 小原治樹， 大住 剛， 正橋祐也，
宮 西 敏 ， 羽 多 野 正 俊 ， 電 気 加 工 技 術 Vo1. 25 ，
NO.81 :  23-31 (2001) 
8 . ワ イ ヤ 放電加工 に お け る 超硬合金 の 電食 に 関す
る 研究 . 小原治樹， 佐藤治寿， 大住剛， 羽多野
正俊: 2001年度精密工学会秋季大会講演論文集:
109 (2001) 
9 . 凹 凸路面 を走行す る 移動 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 運動
制御 - G A を 用 い た 路面形状推定 お よ び動力学
/幾何学的補償 の 効果 一 . 羽多野正俊， 大住剛 ，
小原治樹 ， 高瀬博文 ， 塚 田 茂和 : 第 19回 日 本 ロ
ボ ッ ト 学会学術講演会: 891-892 (2001) 
10 . 凹 凸路面 を走行す る 移動 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 運動
制御-GA を 用 い た 路面形状推定 と 動力学補償法
の 実機 に よ る 評価 . 塚 田茂和 ， 羽多野正俊， 大
住剛 ， 小原治樹 ， 高瀬博文 ， 日 本機械学会2001
年度年次大会 : 207-208 (2001)  
1 1 . 人間 の 搬送 を 目 的 と し た 油圧駆動型 四足歩行 ロ
ボ ッ ト の 研究ー搭乗者 の 運動 に 起 因 す る 影響 に
関す る 実機 と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 比較検討ー.
羽多 野正俊 ， 高瀬博文 ， 大住剛 ， 小原治樹 ， 和
田英敬: 日 本機械学会北陸信越支部第38期総会 ・
講演会: 201-202 (2001) 
12 . 人間 の 搬送 を 目 的 と し た 油圧駆動型 四足歩行 ロ
ボ ッ ト の 研 究ー抗力 を 規範 と し た 搭乗者 の 運動
の 検討 . 河原寛之 ， 羽多野正俊 ， 高瀬博文 ， 大
住岡正 小原治樹: 日 本機械学会北陸信越支部第
38期総会 ・ 講演会: 199-200 (2001) 
13 . 移動 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 転倒 に 関 す る 研究ー移動
機構部 も 利用 し た 安定化運動 の 効果 : 羽多野正
俊 ， 大住剛 ， 小原治樹 ， ア ド パ ン テ ィ 2000 シ ン
ポ ジ ウ ム 講演会: 59-64 (2001) 
14. 焦点 は ずれ画像 に よ る 形状測定法 に 関す る 研究.
若嶋真博， 田代発造， 吉川和男， 野村俊， 神谷
和秀， 奥 田聖一: 2001年度精密工学会春季大会
学術講演会講演論文集: 601 (2001)  
15 . 包絡面 に よ る 回転物体 の 形状測定. 鄭柱勇 ， 田
代発造， 吉川和男， 野村俊， 神谷和秀， 奥 田 聖
一， 松本次郎: 2001年度精密工学会春季大会学
術講演会講演論文集: 602 (2001) 
16 .  リ ン グ干渉計の収差係数を考慮 し た誤差解析法.
45 -
神谷和秀， 野村俊， 奥 田 聖ー， 日 高真太， 田代
発造， 吉川和男 : 2001年度精密工学会春季大会
学術講演会講演論文集: 605 (2001) 
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17. ラ テ ラ ル シ ア リ ン グ干渉計 に よ る 球面 ミ ラ ー の
形状測定 多方向 シ ア に よ る 形状測定 一 . 奥 田
聖一， 神谷和秀， 野村俊， 河内 弘次郎， 田代発
造， 吉川 和 男 : 2001年度精密工学会春季大会学
術講演会講演論文集: 607 (2001) 
18 . 位置 測定 の た め の 回折格子 を 用 い た 干渉計 一
光学配置の最適化 に よ る 収差補正 一 . 神谷和秀，
日 高真太， 野村俊， 田代発造， 吉川和男， 三野
正幸: 2001年度精密工学会秋季大会学術講演会
講演論文集: 649 (2001) 
19. ス ペ ッ ク ル干渉 に お け る 有効 な ス ペ ッ ク ル に 関
す る 研究. 中 田 高行， 田代発造， 吉川 和男， 栗
岡浩二， 野村俊， 神谷和秀， 奥 田聖一， 粛藤建
夫: 2001年度精密工学会秋季大会学術講演会講
演論文集: 651 (2001) 
20. 等高歯 ア ン ギ ュ ラ ・ ハ イ ポ イ ド ギ ヤ に 関す る 研
究. 舟橋公祐， 伊藤紀男 ， 桐 昭弘， 牧嶋真也:
日 本設計工学会北陸支部研究発表論文集: 31-
34 (2001) . 
プロ シーデ ィ ング等
1 .  Development of Twin-type Resistorless 
Power Supply for Electrical Discharge 
Machining. H. Obara， T. Ohsumi ， M.  
Hatano， Proc. of  the 13th International 
Symposium of Electro-machining: 153- 160 
(2001) 
2 .  Development of Surface Damage 
Monitoring System for EDM. H. Obara， T .  
Magota， T .  Ohsumi， M.  Hatano ， Proc. of 
the 13th International Symposium of 
Electro-machining: 677-683 (2001) 
3 .  A Spool Control in the Small Range of the 
Flow Rate of a Hydraulic Proportional 
Valve. T. Ohsumi ， H. Takase ， H. Obara， 
M.  Hatano: Proc. of the 5th International 
Conference on Fluid Power Transmission 
and Control (ICFP'2001) :  18-22 (2001)  
4 .  Modeling of Mobile Manipulators on 
Irregular Terrain and Evaluation of 
Disturbance Torques. M. Hatano ， M.  
Minami ， T .  Ohsumi ， H .  Obara: 
International Conference on Advanced 
Intelligent Mechatronics Proceedings: 1297 
1302 (2001) 
5 .  Exciting Moment Analysis of a V-12 
Engine. N .  Ito ， A .  Nakagawa， R.  
Kitamura， A.  Kiri : Shanhai CHINA， CMES 
ICME 2000: CD-ROM (2000) 
国際学会
1 .  Motion Characteristics of Elliptic 
Resonator for Microfeeder. T. Sasaki ， K. 
Koizumi and M. Sasaki: 3rd IFToMM 
International Micromechanism Symposium， 
September: 26-29 (2001) 
2 .  Position-Sensing Grating Interferometer 
for a Specular Object -Analysis 
Considering the Aberration- .  K. Kamiya， 
T .  Takashi ， S .  Okuda， H.  Tashiro ， K. 
Yoshikawa: 2001 International Conference 
on Optical Engineering for Sensing and 
Nanotechnology (ICOSN2001) ，  Y okohama， 
Japan June: 416-419 (2001)  
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8 . パ ル ス 通電加圧焼結 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 粉末 の
酸化被膜 に 及 ぼすノ�}レ ス 通電の 影響. 長柄毅一，
横 田 勝， 野瀬正照， 富田正吾， 神谷孝志， 佐治
重興 : 日 本金属学会誌65巻 : 726-733 (2001)  
9 . メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ法で創製 し た Cu-20%C
強制固溶体の熱的安定性. 佐治重興， 角 倉孝典，
正者英司， 穴 田 博， 寺 山清志 : 伸銅技術研究会
誌40巻 : 198-202 (2001) 
10 . 極低温圧延を施 し た ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 室温 に
お け る 回復過程. 古井光明 ， 川 上貴之 ， 佐治重
興 : 軽金属51巻 : (in press) (2001) 
1 1 . β '単 相 Cu-Zn合 金 の 低温相分解過程 に 対 す る
第3添加元素 の 影響. 池野進， 上谷保裕， 品 川
不二雄， 松 田健二: 伸銅技術研究会誌39巻: 75-
83 (2000) 
12. Al-1 .6mass%Mg2Si合金の DSC測定 と 時効析 出
物 の 高分解能透過型電子顕微鏡観察. 池野進，
松井宏 昭， 松 田 健二， 寺 山 清志， 上谷保裕 : 日
本金属学会誌65巻: 404-408 (2001) 
13 .  Mg2Si濃 度 の 異 な る AlcMg-Si合金 の DSC測 定
と 時効析出組織 の 高分解能電顕観察. 松 田健二，
松井宏 昭， 寺 山 清志， 上谷保裕， 池野進 : 日 本
金属学会誌65巻 : 409-413 (2001) 
14. 6082 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 時効析出過程 に 対す る
Mnお よ び過剰Si量 の 影響.松 田 健二， 藤井良，
川畑常員， 上谷保裕， 池野進:軽金属51巻: 279-
284 (2001) 
15. Cu-1 .0mass%Fe 合金 の 析 出 挙動 に 及 ぼ すBe徴
量添加 の 効果 . 門前亮一 ， 北貴之 ， 北和久 ， 松 田 健
二: 日 本金属学会誌65巻: 695-700 (2001) 
シ リ コ ン を 添加 し た Cu-36 .08%Zn合金 に お け る
α 相 の 形態観察 . 松 田 健二 ， J 1 1 畑常員， 上谷保裕，
池野 進: 伸銅技術研究会誌40巻: 69-73 (200 1) 
17. Fe-Mn 炭化物 の 酸化機構. 橋爪隆， 寺 山清志，
島崎利治， 伊東昨 : 高温学会誌27巻 : 1 19- 123 
(2001) 
18 .  Cr203 の 炭素還元機構 . 橋爪隆， 寺 山 清志，
島 崎 利 治 ， 伊 東 昨 : 高 温 学 会 誌 :(in press) 
(2001) 
19 .  Titanium四Flake Reinforced Aluminum­
Matrix Composite Prepared from 
Multilayered Foils by Cold Pressured 
Welding.  Y. Okumura， S. Saj i ，  H. Anada: 
Advanced Engineering Materials 2: 818-82 1 
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16.  
物質生命 シ ス テ ム 工学科
原著論文
1 .  Ni-Al粉末 を 容射 し た 5083 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の
レ ー ザ に よ る 表面合金化. 富 田正吾， 中 国一博，
佐 治 重 興 ， 久 保 卓 也 : 軽 金 属 50 巻 : 614-618 
(2000) 
2 . 高 エ ネ ル ギ ー 遊星 ボ ー ル ミ ル に よ る A195-xFex
Cr5混合粉末 の メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ過程. 鄭
勇 ， 佐治重興， 草 開 清志 : 軽金属 5 1巻 : 28-33 
(2001) 
3 . 冷間圧接 に よ る 積層型5052 ア ル ミ ニ ウ ム 合金/
チ タ ン 複合材 の 作製. 奥村善雄， 佐治重興， 穴
田博， 横井政幸， 篠原 お り え : 軽金属 51巻 :
157 -162 (2001) 
4 . 低熱膨張性低熱膨張性41Fe-29Ni-22Co-4Nb-2C
r-1 Ti-0. 5AI-0 . 5Si超耐熱合金 の 時効組織. 草開
清志， 青木美香， 佐治重興 : 鉄 と 鋼87巻 : 107-
112 (2001) 
5 .  CO 2 雰囲気 に お け る Ti-15V-3Cr-3Sn-3Al合金
の 高温酸化. 草開清志， 福 田好孝， 佐治重興 :
鉄 と 鋼87巻 : 132-137 (2001) 
6 .  3004 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の ホ ー ル ・ ベ ッ チ 別 に 及
ぼ す 予 ひ ず み の 影響. 古井光明 ， 中 村友則 ， 佐
治重興 : 軽金属5 1巻 : 368-369 (2001) 
7 .  3004 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 延性 に 及 ぼす結品粒径
の 影響. 古井光 明 ， 飯代彰 ， 佐治重興 : 軽
金属51巻 : 409-413 (2001) 
材料工学大講座
血
進
三と
徳
↑専
健 二
須美子
克 彦
利 治
光 明
隆
聡
重
清克
治野山
田田貫
村崎井爪
田
佐池寺森穴松
佐西島古橋砂
教 授
教 授
教 授
教 授
助教授
助教援
助教授
助教授
講 師
助 手
助 手
助 手
富山大学工学部紀要第53巻 2002 
(2000) 
20.  Intergranular Precipitates in Incoloy Alloy 
909. X. Guo ， K. Kusabiraki ， S. Saji :  
Scripta MATERIALLA 44 : 55-60 (2001)  
21 .  Precipitation sequence in a SiCj Al-乱1925i
alloy composite material . S. Ikeno ， K .  
Matsuda， S .  Rengakuji ，  Y .  Uetani: J .  
Materials Science 36 :  1921- 1929 (2001)  
22 .  Metastable Phases in an AI-Mg-Si Alloy 
Containing Copper. K. Matsuda， T .  
Kawabata， Y.  Uetani， T .  Sato ， S .  Ikeno:  
Met.Mater.Trans.A 32A: 1293-1299 (2001)  
23.  Low temperature specific heat of Zr2(Co1-
xMx) under magnetic field. K.  Nishimura， 
Y. Tsurugiya， S .  Cao ， K. Mori : Physica 
B264-288 : 1 1 1 1- 1 1 12 (20QO) 
24. Correlation between superconducting and 
magnetic transition temperature of R1  
xNdxNi2B2C (R= Y，  Ho ， Er) . S .  Cao， K.  
Okamoto ， K.  Nishimura， K.  Mori : Journal 
of low temperature physics 1 17:  1611-1615  
(2000) 
25. Thermal conductivity of RNi2B2C (R=Er， 
Tm， and Gd) systems . S .  Cao， S .  Sakai ， K. 
Nishimura， K.  Mori : Physica C 341-348 : 
751-752 (2000) 
26. (Tc ，TN )-x phase diagram of Er1-
xDyxNi2B2C system. S .  Cao ， K.  
Nishimura， K.  Mori : Physica C 341-348: 
759-760 (2000) 
27. Hyperfine anomalies of 95Tc-96Tc and 
106mAg-1 10mAg using brute-force nuclear 
magnetic resonance on oriented nuclei . S .  
Ohya， H. Sato ， T .  Izumikawa， J .  Goto ， S .  
Muto， K. Nishimura: Phys. Rev. C63: 
044314-044317 (2001) 
28. Low-temperature nuclear orientation stud 
ies of metamagnetic of (RE)NiA14 single 
crystals . K.  Nishimura， W.D.  Hutchison， 
D .H.  Chaplin ， T.  Yasukawa， K. Mori ， Y .  
Isikawa， S .  Ohya， S .  Muto: J .  Magn. 
Magn. Mater. 226-230: 1 126- 1 127 (2001) 
29 .  Nuclear orientation studies of magnetism 
in single crystal PrO .5NdO. 5Ni. K.  
Nishimura， W.D.  Hutchison， D.H.  Chaplin ， 
S .J .  Harker， K. Mori ， S .  Ohya: Hyperfine 
Interactions : (in press) (2001) 
30. Magnetic hyperfine fields of 151PmFe and 
147NdNi. J. Goto， S. Ohya， T. Ohtsubo， Y. 
Kawamura， S. Muto ， K. Nishimura， M. 
Tanigaki ， A .  Taniguchi ， Y .  Ohkubo，  Y .  
Kawase: Hyperfine Interactions : (in 
press) (2001 )  
3 1 .  Brute-force NMR同ON on 90NbCu ， 
101mRhCu and 1 10mAgAg. S .  Ohya， Y. 
Izubuchi ， J .  Goto ， T .  Ohtsubo， S .  Muto ， K.  
Nishimura: Hyperfine Interactions : (in 
press) (2001) 
32.  Knight shifts of 90Nb，93mMo， 96Tc， and 
101mRh in Nb using Brute-Force NMRON. 
K.  Nishimura， S .  Ohya， Y.  Kawamura， T. 
Ohtsubo ，  T .  Izumikawa， S .  Muto : 
Hyperfine Interactions : (in press) (2001) 
その他の論文
1 . 特集 「電子顕微鏡法 に よ る 材料開発 の た め の 徴
細構造研究最前線(l)J AI-Mg-Si合金 の GP 、ノー ­
ン の 高分解能電顕像 . 松 田 健二， 川 畑常員， 池
野 進: 日 本金属学会会報39巻: 981(2000) 
2 .  DSC and HRTEM Study of Precipitation in 
AI-Mg-Si Alloys. K. Matsuda，  S. Ikeno ， T .  
Kawabata， Y. Uetani: 9th Mesoscopic 
Materials Symposium， Kyoto ， Japan July 
(2001 )  
プロ シーデ ィ ン グ等
1 .  Structural Evolution of A195-xFexCr 
Powder Mixtures during High Energy Ball 
Milling.  Y. Zou， S. Saj i ，  K.  Kusabiraki: 
Proc. 2000 Powder Metallurgy World 
Congress ，  Kyoto Japan: 1681- 1684 (2000) 
2 .  Consolidation of Aluminum Powder by 
Pulse Current Pressure Sintering Process. 
T .  Nagae ， M. Yokata， M.  Nose ， T. 
Kamiya， S .  Saj i :  Proc. 2000 Powder 
Metallurgy World Congress，  Kyoto Japan: 
733-736 (2000) 
3 .  HRTEM Observation of Precipitates in Al-
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Mg-Si alloy with Copper. K .  Matsuda， S .  
Ikeno ， T .  Kawabata， Y.  Uetani: CIM， Light 
Metals 200 1 :  97- 106(2001) 
4 .  Semi-continuous casting of mechanically 
stirred A2014 and A390 aluminum alloy 
billets . Y. Uetani， H. Takagi ， K. Matsuda， 
S .  Ikeno: CIM， Light Metals 200 1 :  509-520 
(2001) 
5 .  Storage of working strain and its release 
behavior fQr aluminum alloys prepared by 
the rolling at cryogenic temperature . M. 
Furui ， T. Kawakami ， S. Saj i : Proceedings 
of the Fourth Pacific Rim International 
Conference on Advanced Materials and Pr 
ocessing : (in press) (2001)  
6 .  Solid State Reaction Between Tungsten 
And Carbon Deposited Film. Y. Hatano ， 
M. Takamori ， K. Watanabe， K .  Matsuda， 
S . Ikeno: 10th International Conference on 
Fusion Reactor Materials: (in press) (2001) 
7 .  Measurements of Strain Fields due to 
Nanoscale Precipitates:  An Application of 
the Geometrical Phase Method to HRTEM 
Images . P .  Donnadieu ， . K .  Matsuda， T. 
Epicier， J .  Douin: 8th European Congress 
of Stereology and Image Analysis : (in 
press) (2001)  
8 .  DSC and HRTEM study of Precipitation in 
AI-Mg2Si Alloys . K. Matsuda， 日 . Matsui ， 
K. Terayama， Y.  Uetani， S .  Ikeno : 
LiMAT2001 :  (in press) (2001) 
9 .  High-resolution elemental maps for three 
directions of Mg2Si phase iri AI-Mg-Si 
alloy. K. Matsuda， T. Kawabata， Y .  
Uetani ， T.  Sato ， S .  Ikeno : FEMMS2000: (in 
press) (2001) 
10 .  Comparison between Microstructure and 
DSC curves of AI-Mg-Si alloys . K .  
Matsuda， H .  Matsui ， Y .  Uetani ， S .  Ikeno: 
PRICM4: (in press) (2001) 
1 1 .  Effect of Cu and Cr on Mechanical proper­
ties in AI-Mg-Si alloys. K. Matsuda， K. 
Kido， Y.  Uetani. S .  Ikeno : PRICM4: (in 
press) (2001)  
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12 .  Elemental maps by EFTEM for small pre­
cipitates in Aluminum alloys . K. Matsuda， 
D. Teguri ， T. Sakai ， S. Ikeno : PRICM4: (in 
press) (2001) 
13 .  HRTEM Observations of GP Zones in Al 
Ag Alloys Containing Various Amounts of 
Silver. 日 . Daicho， K. Matsuda， G .J .  Shiflet ， 
S. Ikeno: PRICM4: (in press) (2001) 
14. Effect of Mn and excess Si on Precipitation 
of 6082 series Aluminum Alloys. R. Fujii ，  
K .  Matsuda， Y.  Uetani ， S .  Ikeno : PRICM4: 
(in press) (2001)  
15 .  Deformation Behavior near the Grain 
Boundary in the AI-Mg-Si alloy added 
Copper. Y. Myotoku， K.  Matsuda， Y .  
Uetani ， S .  Ikeno : PRIC乱14: (in press) (2001) 
16 .  Relation between Elemental Maps and 
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AIS b バ ッ フ ァ 一層 を介 し たSi (OO l ) 基板上への
I nSb薄膜のヘテ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長
赤 江 尚 徳
本研究 で は ， Si と InSb の 中 間 の 格子定数 と 熱膨
張係数 を 持 つ AIS b を バ ッ フ ァ 一 層 に 用 い る こ と に
よ っ て ， Si と InSb の 閣 の 格子不整合 と 熱膨張係 数
の 差 の 緩和 を 図 っ た 。 そ の 結果， S i  (001) 基板上
へ の InSb 薄膜 の ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成長 が容易
と な り ， Flux比 (Sb/ln) を 4. 7 と し た 場合， 成長
温度2800C の 時 に 最 も 表面性が良好で， 成長温度330
。C の 時に 最 も 結晶性が良好で あ る こ と が分か っ た 。
永久磁石形周期発電機を用 いた
風力発電装置の特性解析法に 関する研究
安 達 勲
本研究で使用 し た 風力発電装置 に は， 永久磁石形
三相 同期発電機 と 昇降圧 チ ョ ッ パ回路を用 い て お り ，
従来 の 三相誘導発電機 と イ ン バ ー タ を 用 い た 方式 に
比べ， 素子数の 減少 と 高効率化 を 実現す る こ と が で
き た 。 ま た ， 本解析 に よ り ， 系統連係 イ ン バ ー タ の
電流指令値 を決定す る こ と で 直流 リ ン ク 電圧 を一定
に 保 ち ， か っ 最大 出 力 で、 系統 に エ ネ ル ギ ー を 回生す
る こ と が で き る こ と を実証 し た 。
動的輪郭モデルを用いた画像申の対応点探索
阿 閉 進 也
コ ン ビ ュ ー タ ビ ジ ョ ン の 世界で は ， こ れ ら の 画像
か ら 元 の 3 次元 シ ー ン の パ ラ メ ー タ 検 出 を行 う 際 に
画像 の 各 フ レ ー ム 間 の 対応点 を 探索す る こ と が重要
で あ る 。 し か し ， 各画像 間 の 対応づ け を行 う に は ，
対象物 の高速移動 に よ る 動 き ぼ け ， 物体が重 な っ た
と き に 生 じ る 隠蔽問題 な ど あ る 。 そ こ で， 本研究 で
は こ れ ら の 問題 を 解決す る た め に ， 動的輪郭 モ デ ル
に よ る エ ネ ル ギ ー 最小化原理を用 い た 方法を提案 し ，
そ の 有効性 の 検討 を行 っ た。
2000年度修士 ・ 博土論文概要一覧
音声の倍音構造 に 着 目 し た
特徴抽出法 に 関する研究
岩 瀧 誠 也
本研究で は ， 音声 の 特徴抽 出 に お い て重要 な 役割
を果 た す高分解能周 波数解析法 の 提案及 び音声 の 倍
音構造 に着 目 し た 特徴抽 出法 に つ い て検討を行 っ た。
提案方法 に よ っ て調和信号 に お け る 特徴抽 出 が可能
と な っ た 。 さ ら に ， 複数音声分離 に つ い て検討 し ，
モ デル信号 に よ る 検証実験 に よ り 複数音声分離 ア ル
ゴ リ ズ ム の 有効性 を示 し た 。 ま た ， こ の ア ル ゴ リ ズ
ム を用 い て実際の複数音声 に つ い て も 分離を 試 み た
結果， 複数音声分離 に つ い て の 可能性 を示 し た 。
カルニチ ンの神経組織障害保護作用 に
関する基礎的研究
江 指 慶 春
本研究 は PC12D を 利 用 し て ， フ リ ー ラ ジ カ ル に
よ る 細胞障害 の モ デ ル シ ス テ ム を 確立す る と 共 に ，
こ の シ ス テ ム を用 い て フ リ ー ラ ジ カ ル に よ る 細胞障
害 に 対す る カ ル ニ チ ン お よ び ア セ チ ル カ ル ニ チ ン の
保護作用 に つ き 検討 し た 。 そ の 結果， ア セ チ ル カ ル
ニ チ ン が こ の 細胞障害 を保護す る こ と が わ か っ た 。
一方， カ ル ニ チ ン に お い て は抗酸化作用 は見 ら れ な
か っ た 。 こ れ は ア セ チ ル カ ル ニ チ ン と カ ル ニ チ ン と
で は生理作用 が異 な る こ と を示唆す る 。
景観画像か ら の感性情報の抽出 と 推定
大 橋 俊 道
本論文で は， 画像か ら 受 け取 る 感性情報を推定 し ，
こ の推定法 の 画像検索へ の 応用 に つ い て検討 し た 。
ま ず景観画像 か ら 受 け 取 ら れ る 感性情報 を ， SD法
に よ る 評価実験 に よ り 解析 し た 。 そ の 結果 4 個 の 有
意 な 因子が得 ら れ た 。 次 に CIE L * a  * b * 色空 間 の 平
均色， 色 ヒ ス ト グ ラ ム ， テ ク ス チ ャ 特徴量， 色彩感
性情報， 誘 目 性， 配色調和等 の 特徴量か ら 感性情報
を重回帰分析， ポ テ ン シ ャ ル補間法 に よ っ て推定 し
た 。 さ ら に ， 推定 し た 感性情報 を イ ン デ ク シ ン グ と
し て利用 し た 感性語 に よ る 検索が可能 な 画像検索 シ
ス テ ム を作成 し た 。
- 63 -
富 山大学工学部紀要第53巻 2002 
ラ ン ダム ド ッ ト 単一電子デバイ スの
作製 に関する研究
大 脇 行 博
デバ イ ス の 縮小 に 必要 と さ れ る 電子 の 個 々 の 特性
を考え た 単一電子 デバ イ ス を 単分子材料 と 絶縁材料
の組み合 わ せ で作製， 材料 と 膜厚 を 変 え 電流 一 電圧
特性 を 常温 と 低温 (30K程度) で測定 を 行 い 単電子
現象が見 ら れ な い か実験 を行 っ た 。 結果， 絶縁層 と
し て 濃度O.5wt% の Polyimde を ス ピ ン コ ー ト し 成膜
し た 素子か ら は電子の ト ン ネ リ ン グ を 観測 す る こ と
が で き た 。 し か し ， 単電子現象 を 観測 す る こ と は で
き な か っ た。
FDTD法 に よ る軸対称円筒圧電媒質の
弾性波動 ・ 振動解析の定式化
小 津 善 昭
近年， 医療分野や工業分野 に お い て 超音波技術 は
欠 かせ な い も の と な っ て い る 。 本研究 で は， 超音波
を 発生 さ せ る 装置 と し て 最 も 広 く 用 い ら れ て い る ，
圧電振動子 に お け る 関係式をFDTD法 に よ り 定式化
し ， 圧電媒質内 部 の 弾性波の 動 き を 解析す る も の で
あ る 。 解析 の 結果， 圧電内部 に お け る 弾性波 の 伝搬
の 様子， 電位分布が見て 取れ， 定式化 に よ る 解析 の
妥当性 は十分得 ら れ た と 思 わ れ る 。
符号化されたステ レオ静止画像の
画質評価モデル
河 合 良 直
立体映像 の QoS を考 え る た め に は ， 符号化 さ れ た
ス テ レ オ 画像 の 品質評価技術が必要不可欠で あ る 。
本論文で は ， 符号化 さ れ た ス テ レ オ 画像 に お け る 画
質劣化 の 見 え 方 の 相違や視差情報 を考慮 し た 画質評
価 モ デ、 ル の 構築 を 検討 し た。 画質評価 モ デ ル と し て
は， 立体視 さ れ る 部分や そ れ以外 の 部 分 に 対 す る 歪
要因を 別 々 に 取 り 扱 い ， さ ら に 左右画 像 の Texture
特徴量や左右画像間の視差情報を加え る こ と に よ り ，
高精度 に 品質評価 の推定が行 え た 。
視床下部弓状核及ひ"縫線核ニ ュ ー ロ ン活動 に
対する オ レキシ ン の作用
河 原 伸 行
オ レ キ シ ン は 1998年 に 同定 さ れ た ペ プ チ ド で あ り ，
摂食や 睡眠 な ど に 深 く 関与 し て い る と 考 え ら れ て い
る 。 そ の メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る た め ， 本実験で
は 細 胞外計測 法 を 用 い 視床下部 弓 状核 の NPY産生
ニ ュ ー ロ ン 及 び背側縫線核 の セ ロ ト ニ ン 産生 ニ ュ ー
ロ ン 活動 に対す る オ レ キ シ ン の 作用 を調べ た 。 そ の
結果， オ レ キ シ ン は両部位 に 対 し 直接 的 に 作用 し ，
ニ ュ ー ロ ン 活動 を 促進 さ せ NPY や セ ロ ト ニ ン の 遊
離 を 促す こ と が示唆 さ れ た 。
エ コ ーキ ャ ンセラ に お け る ロ バス ト な
伝達関数推定法に 関 す る 研究
菊 川 泰 伸
本研究で は， ク ロ ー ズ ド ル ー プ に お け る フ レ ー ム
相 関処理 と ダ ブ ル ト ー ク に お け る ク ロ ス ス ペ ク ト ル
処理 の そ れ ぞれ の エ コ ー キ ャ ン セ ラ シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン をす る こ と に よ り 伝達関数の推定を行 っ た。 フ レ ー
ム 相 関処理 に お い て は ， 帯域分割 を 用 い る こ と に よ
り 音質 の 改善が見 ら れ た 。 ま た ， ク ロ ス ス ベ ク ト ル
処理 に お い て は， 集合平均 を ケ プ ス ト ラ ム で近似す
る こ と に よ り 伝達関数 の 更新速度 と エ ラ ー の 収束速
度 の 改善が見 ら れ た 。
視床下部室傍核ニ ュ ー ロ ン活動 に対する
オ レキ シ ン の作用
熊 谷 達 郎
摂食 に 関係 す る 物質 と し て オ レ キ シ ン が注 目 さ れ
て い る 。 オ レ キ シ ン 含有神経 は 視床下部 弓状核 や 室
傍核周 辺 に 投射 さ れ て お り ， NPY， α -MSH と の
関係が示唆さ れて い る。 そ こ で， 視床下部室傍核ニ ュ ー
ロ ン に 対 し て オ レ キ シ ン ， レ プ チ ン ， α -MSH を 投
与 し た と こ ろ ， ニ ュ ー ロ ン 活動 は レ プ チ ン で は無変
化で あ っ た が， オ レ キ シ ン ， α -MSH で は 促進作用
を示 し た 。 ま た ， オ レ キ シ ン ， α MSHで の 促進作
用 は ， 用量依存性で あ っ た 。
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モ ンテ ・ 力ル ロ 法 に よ る表面吸着系の研究
左 尾 浩 一
吸着子聞 に 相 互作用 の あ る 表面吸着系 に 形成 さ れ
る 秩序構造 を モ ン テ ・ カ ル ロ 法 を用 い て シ ミ ュ レ ー
ト し た 。 正方格子 ガ ス 模型を 用 い ， 各 サ イ ト の 吸着
状態 を ラ ン ダ ム に 決定 し 状態 の 選移 を マ ル コ フ 過程
に よ り 変化 さ せ る こ と で表面全体の 系 の 安定 な 状態
を 計算す る こ と が で き る 。 そ の 結果表面上 に は サ イ
ト 間相互作用 の 影響を反映 し た 秩序構造が生 じ る こ
と が確認 で き た 。
二相交流磁気浮揚形 リ ニア誘導モー タ に
関する研究
津 崎 幸 三
一次側 に 二相交流電源 を用 い ， 二次側 に ア ル ミ ニ
ウ ム 板 を 用 い た 簡単 な 構造 の リ ニ ア 誘導 モ ー タ に お
け る 二次導体 の 構造 に 工夫を し ， そ の 動作 を安定化
す る こ と を 目 的 と し て研究 を 行 っ た 。 本研究で は ，
三次元有限要素法を用 い た 解析 を 行 い ， ガ イ ド 力 の
発生す る 原理 を 確認 し ， ガ イ ド 力 の 理論値 を 求 め ，
最 も 効率 よ く ガ イ ド 力 を 得 ら れ る 二次導体 の 形状 を
導 出 し た 。 ま た ， そ の 形状で の ガ イ ド 力 の 理論値 と
実測値 と 比較 し ， 解析 の 有効性 を実証 し た 。
量子井戸を用 いた量子計算機素子 に関する研究
菅 田 真 紀
2 つ の 結合量子井戸 に お い て， 基底状態間 で の 電
子 の 遷移 を 考え る 際 に ， 周 波数成分が幅 を 持 つ 有 限
幅 の 光， Gaussianパ ル ス を 入射 し ， 量子計算機 の
NOT ゲ ー ト が作成可能 か 検討 し た 。 そ の 結果， あ
る 幅 の Gaussianパ ノレ ス の 光 を 入射 す る こ と で ， 量
子井戸 の 基底状態聞 の 遷移 を制御す る こ と が可能で
あ る こ と が理論的 に 明 ら か に な っ た 。 初期状態が 2
つ の 基底状態 の 重ね 合 わ せ の 状態の と き ， 光 を 用 い
た NOT ゲ ー ト 制御 が可能で あ る と 考え ら れ る 。
2000年度修士 ・ 博士論文概要一覧
Magnetic Field Energy dissipation in 
Force-free Configuration of Col l ision less Plasmas 
杉 山 大 輔
太陽 フ レ ア の 発生原因で あ る 磁気再結合 に 関す る ，
二次元粒子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を行 っ た 。 結果 と し て
Buneman不安定 が起 き ， そ の 不安定 の た め 粒子捕
捉が起 こ り 磁気再結合が起 き た 。 ま た ， そ の 過程を
通 し て 磁場 エ ネ ル ギ ー の 約90% が散逸 し ， そ の エ ネ
ル ギ ー の 多 く が プ ラ ズ マ の 運動 エ ネ ル ギ予 ー 及 び、熱 エ
ネ ル ギ ー へ と 変換 し た 。
有機薄膜ヘテ ロ 接合 フ ォ ト ト ラ ン ジス タ の
動作特性に 関 す る 研究
頭 川 武 央
ベ リ レ ン 誘導体 (td - PTC) を ベ ー ス 部 の キ ャ
リ ア 蓄積層 に 用 い， キ ャ リ ア輸送材料で あ る ト リ フ ェ
ニ ル ア ミ ン 誘導体 (TPD) を 積層 し た 有機 フ ォ ト
ト ラ ン ジ ス タ を作製 し ， 特性評価 を 行 っ た。 特性 は
ト ラ ン ジ ス タ 特性 と 考え ら れ る 電流飽和特性が測定
さ れ， こ れ ら の 検討 を行 っ た 。
N iTiスバ ッ タ膜組成のAr圧力依存'性
高 田 久 利
直流 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ リ ン グ に よ り 作製 し た
NiTi膜 の 組成比 (Ti/Ni) の 分布 を 調 べ ， Ar ガ、 ス
に よ る ス パ ッ タ 原子 の 散乱 と ス パ ッ タ 原子の放出角
度分布 を 考慮 し た 膜堆積 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 用 い て
解析 し ， 組成 の圧力依存性 と 不均ー の 原 因 に つ い て
考察 し た 。 低圧力 (0 .45Pa) に お い て 膜組成 は 不
均ー と な り ， 全体的 に タ ー ゲ ッ ト の組成比 よ り 低 い。
し か し ， 圧力 が上昇す る と 膜 の 組成比 は 増大 し ， 膜
組成 の 均一性 は 向上 し た 。
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複合有限要素モデル に よ る マ ス ク パタ ー ンの
熱変形解析 ー その 2 ー
高 塚 徹
ス バ ッ タ 一 法 に よ り 基盤上 に 電極パ タ ー ン を形成
す る と き に用 い る 金属 の マ ス ク は， ス パ ッ タ 粒子 の
凝縮熱 に よ り 浮 き 上が り が生 じ パ タ ー ニ ン グ不良 の
原因 と な る 。 本研究で は， マ ス ク の 曲 げ を 解析す る
は り モ デjレ と 伸 び を解析す る 3 次元 モ デ ル を 組 み合
わ せ た 複合有限要素 モ デル に よ り マ ス ク パ タ ー ン の
熱変形 を解析 し た 。 縁 を解析領域 に 含 め た 解析 モ デ
ル で、縁 に 穴 を あ け て解析 し た 結果， マ ス ク の 浮 き 上
が り を効果的 に 抑圧で き る こ と を確認 し た 。
風力発電における永久磁石形同期発電機の
位相 に よ る 発電電圧制御 に関する 研究
武 内 久 典
本研究で は ， 永久磁石形同期発電機 の 負荷角 を制
御す る こ と に よ り ， 出力電圧 を制御す る こ と を 目 的
と し ， 理論解析 の 後， 実機 に よ る 模擬試験 に よ っ て
動作特性 を 測定 し た 。 そ の試験結果か ら ， 電流制御
型 の 制御法 に つ い て検討 を 行 い ， 模擬試験 に よ っ て
動作特性 に つ い て 検討を行 っ た 。 更 に ， 電流制御型
シ ス テ ム に お い て 実機試験 を 行 い ， 指令値通 り に 出
力 を制御 で き る こ と を確認 し ， 発電機回転数変化，
指令値変化， 負荷変動 に 対 し て も 安定動作が行 え る
こ と を実証 し た 。
雷雲観測のための水平方向電界計測装置の開発
竹 内 文 彦
雷放電の予測や雷雲の発達 ・ 移動課程を知 る 上で，
電界の観測が有効であ る 。 現在， 電界計測 は， フ ィ ー
ル ド ミ ル と 呼ばれ る 回転電極型の電界計な どが用 い ら
れてい る 。 こ れは， 垂直方向電界 (Ev) の観測 を行 う
こ と がで き ， 落雷予測 に 大 き な成果を も た ら し た。 一
方， 雷雲の発達 ・ 移動課程を知 る 上で" 水平方向 電
界 (Eh) の観測が有効で あ る 。 我 々 は， Ehの観測 の
た め の， 新 し い電界計の開発を行 っ た。
風力発電システム に お け る系統連系時の
突入電流 に 関する研究
谷 杉 智 志
本研究は， 風力発電 シ ス テ ム において系統連系時 に
生 じ る 突入電流の抑制法 を， 誘導発電機の すべ り と
投入位相 につ いて検討 し た。 特に、 投入位相 に関 し て
は三相 を一括 して投入す る 方法 と ， 三相 の各相をそれ
ぞれ任意の位相で投入す る 方法の 2 つ の方法 につ いて
検討 し た。 そ の結果， すべ り は突入電流の大 き さ に は
あ ま り 影響 し な か っ たが， 同 時 に投入す る 方法 と 任意
に投入す る 方法で は， あ る 程度の抑制効果が実証 さ れ
fこ。
数式画像の解析 と 再構成に関する研究
中 川 昌 紀
科学技術文書を既存のOCRで処理 し よ う と し た と
き ， 数式の部分 は う ま く 認識 さ れな い。 現在行われて
い る ， 数式画像を認識 ・ 理解 し TeX な どの書式で再
構成す る シ ス テ ム の研究の多 く は， 各連結画素塊の空
隙のみを利用 し て構造解析を行 っ て い る 。 本研究で は
各連結画素塊の位置関係 を リ ス ト 構造 に納め， それを
数式の 文法を用 い て整理 ・ 修正 し ， リ ス ト 構造を演
算子につ いて再帰的 に分割 し て い く こ と に よ り 構造解
析を行 う 手法を特徴 と してい る 。
辺要素 に よ る3次元電磁界解析のための
ハイ ブ リ ッ ド型無限要素 に つ いて
西 村 隆 志
3 次元電磁界解析の た めのハ イ ブ リ ッ ド型無限要素
は ま だ開発 さ れて い な い。 有限要素に よ る 3 次元電磁
界解析 に お い て は， 辺要素を用 い る こ と に よ り ス プ リ
ア ス 解を抑制で き る こ と が知 ら れてい る 。 そ の た め ，
辺要素 と ハ イ ブ リ ッ ド型無限要素の接合を考え な けれ
ばな ら な い。 本研究で は， こ の辺要素を用 い た 3 次元
電磁界解析のためのハ イ ブ リ ッ ド型無限要素を開発 し，
開領域問題 に お け る 3 次元電磁界解析の有効性 に つ
いて検証を行 う 。
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力 ラ 一文章画像か ら の文字領域抽出 に
関する研究
根 岸 秀 行
古文献はその貴重 さ ゆえ， 一般公開す る の は難 し い。
そ の た め電子化 し てWeb上で再現 し テ キ ス ト と の対応
付けを表現す る こ と は有効な一般の閲覧手段 と いえ る 。
前処理 と し て の 文字領域抽 出 は ， 対応付 け の 為 に 必
須であ る 。 古文献画像 デー タ ベ ー ス 作成の前処理 と し
て 「古文献画像か ら の文字領域抽 出 J と い う 研究が
あ り ， そ の発展研究 と して， 一般的 な カ ラ ー 文章画像
へ適用 で き う る 文字領域抽 出 法につ いての研究 も 併せ
て報告す る 。
量子 ド ッ ト を介 し た電子輸送現象の研究
野 村 忠 之
量子 ド ッ ト を介 し た電子輸送を実現す る 「単電子 ト
ラ ン ジ ス タ 」 に 関 し て， 基本物理， シ ュ ミ レ ー シ ョ ン
を基 に そ の特徴であ る Coulomb振動 に 関す る 原理につ
いて研究 し た。 系 の ポ テ ン シ ャ ル図 を用 い て動作原理
を理解 し ， セ ル フ コ ン シ ス テ ン ト な 計算に よ っ てCoulo
mb振動が生 じ る 結果を得， 非セル フ コ ン シ ス テ ン ト な
計算の ポ テ ン シ ャ ル と の比較か ら ， 静電 ポ テ ン シ ャ ル，
交換相関相互作用 に よ る 影響を議論 し た。
Col l is ion of Sma l l  Magnetic Flux Tubes 
in the Solar Photosphere 
古 沢 恭 子
太 陽 に は未だ解決 さ れて い な い た く さ ん の ナ ゾがあ
る 。 そ の ナ ソゃの ひ とつであ る 「 コ ロ ナ はなぜ熱いのか ? J
と い う 疑 問 に 対 し ， 太 陽表面の対流 層 の 境界で観測
さ れ始 め た 磁束管 (磁力線の束) の衝突 (熱湯中で
スパゲテ ィ が動 き 回 る イ メ ー ジ) に 注 目 し た 。 衝突過
程を通 し て， 太陽表面の対流運動の エ ネ ルギーを上空
へ運 び， 最終 的 に は， コ ロ ナ を加熱す る と い う シ ナ リ
オ を考え， コ ン ビ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を行 っ た。
2000年度修士 ・ 博士論文概要一覧
補償田路付き 電力分配回路 に関する研究
堀 田 武 嗣
本論文 は電力分配回路に補償 回路を加え， 低周波
帯域での 出 力 端子間 の分離特性の改善を 目 的 と し ，
分布定数論 に基づい た結合 2 本線路の平衡 ・ 不平衡
伝送理論か ら 導かれた 8 端子 回 路方程式を 用 いて理
論解析及 び実験 を行い， 補償前 の 回路 と の比較結果
を ま と め た も のであ る 。 実験の結果， 目 的 と し た 出力
端子聞の分離特性は大 き く 改善 さ れ る が， フ ェ ラ イ ト
に よ っ ては分配特性が悪化す る こ と がわか る 。
Dissipation of Magnetic Field Energy due to Three Dimensional 
Reconnection in Relativistic Electron Beam Plasmas 
日目 浩 和
レ ー ザー に よ り 加速 さ れた プ ラ ズ、マ粒子の相互作用
を理解す る た め， レ ー ザー が通 っ た 際， プ ラ ズ、マ化 し
た ベ レ ッ ト 中での磁場の生成， 構造， プ ラ ズ、マ粒子の
振 る 舞 い等を調べた。 結果か ら ， ま ず， 対 向 流不安
定 に よ っ て電子 ビー ム に垂直な方向 に磁場が生成 さ れ
た。 そ して非線形過程において， 電流層の振 る 舞いが，
2 次元 と 3 次元の結果で は大 き く 異な り ， 3 次元 モ デ
ノレに お いて 3 次元的 な 磁気再結合が磁場 エ ネ ルギー散
逸を増進 さ せてい る と 考え ら れ る 。
波数空間 に お ける スベ ク ト ルの伸縮近似を
用 いた頭部伝達関数の推定に関する研究
松 本 克 裕
頭部伝達関数 (HRTF) を用 い た音像定位 シ ス テ
ム では， 受聴者のすべての方向のHRTFが必要 と な る 。
し か し ， 受聴者すべての 方 向 のHRTFを測定す る こ と
は現実的ではない。 HRTFの方向別補間が可能な ら ば，
少数のHRTFを測定すればよ い。 本研究で は， ス ペ ク
ト ルの伸縮近似を用 いてHRTFの補聞 を行 っ た。 そ の
結果， 従来法の線形2点補間に比べて， 方位角 が90度
か ら 120度付近お よ び270度か ら 300度付近の 補 間 に お
いて約2. 1dBか ら 2 .6 d Bの精度 の 向上が確認で き た。
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動物のかゆみ反応 に対する
定量的計測 に関する研究
水 野 貴
かゆみ抑制剤研究で行われる 動物試験では， その薬
効 を知 る た め に動物のかゆ み反応が見 ら れ る 。 マ ウ ス
を用 い た場合， かゆみ誘引 剤投与部位に対す る 掻 き 動
作がそ れで あ る 。 掻 き 動作を定量化す る た め に その周
波数， 振幅特性を解析 し ， 判別， 定量化プ ロ グ ラ ム
を作成 し た。 前者 は， 6 - 7 割 の掻 き 動作を判別 し
誤認率を1割未満 に抑え ら れた。 後者は， 体重20.5-
23.0  g の マ ウ ス に対 し て前者 と 同程度の判別率を得る
こ と がで き た。
硫酸グ リ シ ンの強誘電栢 に お け る 誘電分散
山 田 岳 史
硫酸 グ リ シ ン { (NH z CH z COOH) 3 ・ H z S0 4 > TG 
S} の 強誘電相 (T<Tc = 490C) に お け る 誘電分散を1
00Hz- 10MHzの周波数範囲で測定 し た。 そ の結果，
少な く と も 3 つ の分散が重な り 合 っ てみ ら れ る が， 外
部か ら 直流バイ ア ス を 印加 し て単分域状態 にする と 誘
電分散が ほ と ん ど消 え て し ま う こ と よ り ， こ れ ら の 誘
電分散は分域構造が影響 し て い る こ と が明 ら かであ る 。
結合線路形EMCフ ィ ルタ の解析
依不桂音 古麗郷
本研究で は， 結合線路形EMC フ ィ ル タ につ いて分
布定数回路 に考察 し ， 具体 的 に 回路を試作 し て， 解
析 し た も のであ る 。 実際に フ ェ ラ イ ト コ ア と エ ナ メ ル線
を用 いて終端短絡， 終端開放の二つ のB.E.F . 回路を
試作 し た 。 そ の 結果， 理論値 と 実測値が全体 的 に ほ
ぼ一致 し て い る ので， そ れ ら を用 い た理論値計算の方
法及び実験方法の妥当 性が明 ら か と な っ た。 実装上の
配置がや り やす く ， 省 ス ペ ー ス ， 非常 に環境にや さ し
いEMC フ ィ ル タ が作 ら れ る 。
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CTアルゴ リ ズムを用 いた磁界の可視化
仇 輝
可視化対象の磁界を遠 隔 的 に 測 定 し ， こ れ よ り 対
象の 2次元磁界分布を可視化す る た め の手法を提案 し
た 。 効率良い磁界検 出 方法 と し て， 格子状 に配列 さ
れ た ホ ー jレ素子群を検 出 フ。 ロ ー ブに 用 い る こ と を考え
た 。 プ ロ ー ブ出 力 の磁束密度か ら ， 対象部の 磁界分
布 を再構成 ・ 可視化す る に はCT ア ル ゴ リ ズ ム が有効
で あ る こ と が分か っ た。 ま た ， 投影数 ( フ。 ロ ー プに よ
る 検出磁界の数) ， 投影間隔， 測定誤差な どが再構成
の精度 に与え る 影響が明 ら か に さ れた。
Sb Adsorption on the In- induced Surface 
Reconstructions of Si  ( 1 1 1 ) Substrate 
Dimitri V. Grouznev 
With a view to enhance the knowledge about 
Sb and In atoms interaction on the Si 
surface， the Sb adsorption processes on Si ( 1 1 1) ­
In (4 x 1) ，Si ( l 1 1) -In ( -v 3  x -v 3) and Si (l11 ) -In 
( -v 31 x -v 31)  surf ace reconstructions were stud­
ied. During this study two new surface struc­
tures were found-three component Si ( l1 1) -InS 
b (2 X 2) phase in Sb/ln (4 x 1) system and Si ( l 1  
1) -Sb ( -v7 x -v7) reconstruction in  Sb/ln (-v3 x 
-v 3) system.Based on AES and STM experi­
ments authors proposed structural models for 
these surface phases. The Sb-Si bonds formation 
was assumed to occur through the In replace­
ment. 
生体肝内の超音波伝播、 散乱特性の
数値シ ミ ュ レー シ ョ ン に 関する研究
趨 攻
現在， 病変肝 の超音波診断が広 く 利用 さ れて い る 。
し か し ， 肝臓内部 に 散乱体が存在 し ， 得 ら れ る 超音
波画像 は 非常 に 複雑 な の で ， 明 確 な 病変肝 の診断が
で き な い 。 そ こ で， 本研究で は， 散乱体分布変化が
超音波画像 に ど の よ う な 影響 を 与 え る か調べ た 。 す
な わ ち ， 数値解析手法 (FDTD法) を 用 い て超音波
平面波が肝臓中 を伝搬す る 様子 を 計算 し ， 散乱体及
び病変部 に よ る 散乱， 反射特性 を 検討 し た 。
国体 に衝撃を加えた時の放射音の
解析に関する研究
部 折 郷
国体平板 に 衝撃 を加 え た り 円柱棒同士が衝突 し た
り す る 場 合 に 空 中 に 放 射 さ れ る 音 波 を 数 値 解 析
(FDTD法) に よ っ て シ ミ ュ レ ー ト し た 。 金属加工
に お い て ， 切断， 打 ち 抜 き の 際 に か な り 大 き な 音が
発生 し ， 周辺の居住環境 に悪影響を及 ぼす。 従 っ て，
そ の 物理的機構 の 解析を も と に 音 を低減す る 必要が
あ る 。 そ こ で， 数値解析 に よ っ て そ の 機構 の 基礎的
な 解析 を試み た 。 そ の 結果， 固体 の 振動 お よ び空気
中 に 放射 さ れ る 音波 の 時間応答特性 を 詳細 に 観測 す
る こ と が で き た 。
A Studv o n  Construction of Perspective­
Corrected Views from Panoramic I mages 
Frank Ekpar 
In this thesis ，two different algorithms for gen­
erating perspective-corrected views from pano­
ramic images are developed.One of the 
algorithms is based on the projection equations 
of a specific panoramic imaging system called 
the Panoramic Annular Lens (P AL) system. The 
other uses constructive neural networks and 
can be applied to an arbitrary panoramic imag­
ing system.Commercial software applications 
based on both algorithms are also presented . 
回転 ミ ラ ー を用 いた高時間分解
雷放電画像計測 システムの開発
Bounsou Xayphone 
我 々 は雷放電 の 空 間 ・ 時間的 に 進展過程， 多重落
雷機構 の 明細 を解明 す る た め に ， 回転 ミ ラ ー と ビ デ
オ カ メ ラ を 用 い た 光学観測装置 と し て ， 新方式 の 高
時間分解 ス ト リ ー ク カ メ ラ を提案 し た 。 そ の 同 カ メ
ラ の 開発 を行 っ て い る 。 開発 し た カ メ ラ は ， カ メ ラ
の 露光時聞が 1/60s で 開 い て る 内 に 落雷 の 時間経過
を撮影で き る と 考え ら れ る 。
2000年度修士 ・ 博士論文概要一覧
フ ッ 素置換 フ ェ ニル ピ シ ク ロ ヘキサ ン単体及び
二成分混合系の液晶物性 に関する研究
馬 恒
フ ッ 素置換 フ ェ ニ ル ビ シ ク ロ ヘ キ サ ン ネ マ チ ッ ク
液晶化合物で は ， TN-LCD に も っ と も 有用 な 液晶材
料 と 思 わ れ る 。 本研究 は ， こ の 材料 の 単体及 び誘電
率異方性 の 異 な る 二成分材料の 混合系 に つ い て ， し
き い 電圧， 物性定数 〔誘電率異方性， 弾性定数〕 を
測定 し ， 色素 を添加 し た 材料の 吸光度測定 よ り 配向
秩序度 の 温度依存症 を 求 め ， 分子間距離変化 の 効果
を取 り こ み ， そ れ ら を基 に し き い 電圧， 物性定数，
及 び、配向秩序度の分子構造依存性 に つ い て検討 し た。
超音波洗浄槽の有限要素解析
襲。 穎
超 音 波 洗 浄 槽 の 共 振 音 圧 モ ー ド を 有 限 要 素 法
(FEM) に よ り 解析 し た 。 超音波洗浄槽 の 槽 内 の 音
圧 と 槽壁 の 振動変位 と は 強 く 結合 し て お り ， 複雑 な
モ ー ド 分布 と な る 。 こ れ ら の 中 で ， 洗浄 に 有利 な 音
圧 モ ー ド が見つ か り ， 水深方向 に 層状 を な す形状 に
分類で き る モ ー ド で あ る 。 こ の モ ー ド の 第3次 モ ー
ド ま で が確認 さ れ た 。 こ れ に つ い て， 水深や ， 槽壁
の 厚 さ を変化 さ せ た 場合， 共振周 波数が ど の 様 に 変
化す る か を 明 ら か に し た。
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改良9Cr・1 Mo鋼の高温低サイ クル疲労 き裂伝ぱ挙動 に
及ぼす負荷ひずみ波形の影響
伊 藤 竜 人
改 良9Cr- 1Mo鋼 の き 裂 伝 ぱ 挙動 に 及 ぼ す 負 荷 ひ
ず み波形 の 影響 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に ， 試験
温度873K の 下 で ， 三角 波， 引 張保持台形波及 び圧
縮保持台形波の 3 種類の負荷ひずみ波形で試験を行 っ
た 結果， 三角 波 に 比べ 引 張保持台形波， 圧縮保持台
形波 の き 裂伝ぱ速度が加速す る 結果が得 ら れ た 。 引
張保持台形波及 び圧縮保持台形波 の き 裂伝ぱ速度が
加速 し た 原因 を 明 ら か に す る た め ， き 裂伝 ぱ速度 に
及 ぼ す平均応力， 酸化， ク リ ー フ。 の 影響 に つ い て詳
細 な 検討 を行 っ た 。
全方向移動型跳躍 ロ ポ ッ ト の研究
片 山 義 和
本研究で は ， 高速移動 お よ び段差 の 乗 り 越 え が，
他 の 移動形態 よ り 容易 で あ る と 考え ら れ る 跳躍移動
型 ロ ボ ッ ト の 開発 を行 っ た。 ア ク チ ュ エ ー タ と し て
小型電磁 シ リ ン ダ と 小型 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ の み を
用 い ， 全方向 へ の 跳躍移動 を 実現 し て お り ， ま た接
触 セ ン サ に よ る 障害物 の 判定お よ び 障害物回避移動
も 可能で あ る 。 跳躍 の タ イ ミ ン グ を取 る た め に ， ア
ク チ ュ エ ー タ と し て 使用 し て い る 電磁 シ リ ン ダか ら
得 ら れ る 誘導電流 を利用 し て い る 。
鉛直管内 を上昇する 気流中の粒子の挙動 に
関する研究
金 山 賢 治
一般 に 工業諸分野で は， 原材料の 輸送手段のーっ
と し て 空気輸送が用 い ら れて い る 。 輸送管内 は 囲気
二相流の状態 に あ り ， そ れ ら に 関 す る 多 く の 研究 は，
管径 に対 し て粒子径が微小 な 場合を取 り 扱 っ て い る 。
そ こ で， 本研究で は 管径 に 対 し て粒子径が比較的大
き な 粒子 の場合を取 り 挙 げ， 鉛直管 内 を 上昇す る 気
流 中 の 粒子 の 挙動が， 粒子径， 管径及 び空気速度か
ら 受 け る 影響 を ， 単一で流れ る 粒子 と 連続的 に流れ
る 粒子 に つ い て調 べ た 。
表面改質アル ミ ニ ウ ム合金の疲労強度特性に
及ぼす応力比の影響に関する研究
北 津 広 樹
ア ル マ イ ト 処理， シ ョ ッ ト ピ ー ニ ン グ処理及 び ア
ル マ イ ト 処理 と シ ョ ッ ト ピ ー ニ ン グ処理 の複合処理
の 3 種類の 表面改質処理 を 施 し た ア ル ミ ニ ウ ム 合金
A 2014 - T 6 を 用 い ， 応力比R = 0. 5， 0 .01 ， - 1 の 各
条件で疲労試験 を行 い 疲労強度特性 に及ぼす応力比
の 影響 に つ い て検討 し た 。 そ の 結果， シ ョ ッ ト ピ ー
ニ ン グ処理 に よ り 疲労強度 は 向上す る が， そ の 程度
は応力比 の 影響 を受 け る こ と ， ま た ， ア ル マ イ ト 層
の 存在 は高応力比及 び高応力振幅域で疲労強度 を 低
下 さ せ る 可能性 の あ る こ と を指摘 し た 。
フ ェ ースギヤのかみあ い解析 と
歯切 り 法に 関す る 研究
北 村 隆 二
一般 に ， フ ェ ー ス ギ ヤ の 外端 の 歯幅 は狭 く な る た
め ， 動力伝達用 歯車 と し て利用 さ れ る こ と は な か っ
た 。 近年， 機械部 品 の 小型化や 軽量化， 低価格化 に
よ っ て， フ ェ ー ス ギ ヤ が見直 さ れ る よ う に な っ て き
た 。 本研究 は ， 未 だ そ の 詳細 が 明 ら か に さ れ て い な
い フ ェ ー ス ギ ヤ を ， 歯当 り 制御 を 含 め た 動力伝達用
歯車 と し て実用 化す る こ と を 目 的 に ， フ ェ ー ス ギ ヤ
の か み あ い 解析 と 歯切 り 法 に つ い て報告す る 。
段差よ じ登 り 型移動機械の研究
日 下 善 雄
本研究で は ， 簡単 な 機構， 単純 な 動作で， 高齢者
が適応 し 難 い 住宅環境で の 生活支援 を 行 う 移動機械
を 目 指 し ， 高齢者 の 移動作業 を担 う 。 住宅 内 の 柔軟
床面 と 段差 の 問題 を ク リ ア す る 方策 と し て， 脚 で の
歩行 を基礎 と し ， 振動的 に 足踏み を繰 り 返 し 移動す
る 振動速歩型移動機械 と ， ク ロ ー ラ と 車輪の組み合
わ せ で， 平地で は ク ロ ー ラ の 動作， 段差で は段差壁
面を 2 つ の 車輪聞 の ク ロ ー ラ で車輪 を よ じ 登 ら せ る
よ う に 走行す る 台車 を検討 し た 。
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転が り すべ り 接触 に よ る表面およ び
内部き裂の進展経路 と 寿命評価
白 山 勝
歯車や転が り 軸受等では， 繰返 し転が り 接触を受 け
る ピ ッ チ ン グや ス ポ ー リ ン グな どの ト ラ イ ボ ロ ジf員{基カ三
破損の原 因 と な っ てt ) る 。 そ こ で本研究で は， 摩擦熱
を伴 う 転が り 接触を受 け る 半無限体の表面お よ び内部
の 屈 折表面 き 裂の応力 拡大計数を解析 し ， き 裂進展
経路を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し ， 疲労寿命の定量的評価を
行 っ た。 そ し て そ の結果に及ぼす摩擦係数 と すべ り 率
の影響， な ら び、に き 裂面内圧の影響につ いて検討 し た。
改質アル ミ ニ ウ ム合金の耐摩耗性および
機械加工性
立 田 雅 裕
輸送機関な どの軽量化代替部品 と して注 目 が集ま っ
て い る ア ル ミ ニ ウ ム は， 鉄 な ど と 比較 し て 強度 や耐摩
耗性が低 い た め ， そ の ま ま で は代替す る こ と が難 し く ，
特性の改善が要求 さ れてい る 。 本研究では， 組成の異
な る 5 種類のAI合金 に， 電子 ビー ム 溶融法を用 いて，
Ni添加量を 3 種類 に変え て 改質 し ， こ の母材 と 15種
類の改質材 に対 し て硬 さ 試験， 2 種類の摩耗試験，
穴あ け加工 と フ ラ イ ス 加工を行い， 改質の効果， 耐摩
耗性， 機械加工性につ いて検討 し た。
交流力 ロ リ メ ト リ 法 に よ る 熱拡散率測定 に
及ぼす諸因子の影響に関する研究
高 橋
誠
交流カ ロ リ メ ト リ 法 は高精度に熱拡散率を測定で き
る 方法であ る 。 し か し ， そ の一つ で、あ る 光交流法 は測
定 中の加熱方法 に よ る 影響で測定精度にやや問題があ
る 。 通常交流 カ ロ リ メ ト リ 法 は負の熱流束を必要 と す
る が， 光交流法 は加熱 に レ ー ザ光を使 う た め に そ れ は
不可能であ る 。 そ の た め， こ こ で， 負 の熱流束の な い
場合を考え た。 熱拡散方程式を理論 的 に解析す る の
は困難 な た め， 前進差分近似 に よ る 数値解析で こ れを
考え る こ と に し た。
2000年度修士 ・ 博土論文概要一覧
ミ ス ト 化 し た植物油の旋削 に お け る
最小量潤滑の最適化に関する研究
竹 井 隆 博
旋 削 加工 に お い て使用 さ れ る 切 削油剤 の 最小量化
を 目 的 に ， 最適供給条件 に つ い て摩耗特性か ら 実験
的 に追求す る と と も に， 最小量潤滑 に有効 と 考え る 微
小液滴供給装置 を提案 し ， そ の基本特性 に つ い て 明
ら か にす る 。 そ の結果， 適切な 条件でMQL加工を行
え ば工具寿命の延長 を狙え ， 本研究で試作 し た 微小
液滴供給装置 は緩速 ・ 低熱量で噴霧す る 噴霧条件が
最適操作条件であ り ， さ ら に加熱位置を ノ ズ、ル先端側
にする と 噴霧量はわずかに増加す る 傾向があ る 。
工業用純アル ミ ニ ウ ムの腐食疲労過程 に お ける
腐食 ピ ッ ト の発生 と 成長特性
千 葉 整
本研究で は， 工業用 純 ア ル ミ ニ ウ ム 1 100 - H14材を
供試材 と し ， 3 %NaCl水溶液 中 に試験片 を完全に浸
漬 し た 場合 と ， 同 じ 水溶液 を試験片上部か ら 滴下流
量を変化 さ せて滴下 さ せた場合において， 静的引 張 り ，
並びに両振 り 引 張 り 疲労実験を行 っ た。 そ し て， 腐食
疲労過程の連続観察を行い， 試験片表面方向 と 試験
片深 さ 方 向 への腐食 ピ ッ ト 成長特性 と ， そ の成長特
性につ いて研究 し た。
圧電素子を用 いた微小切込み方法 に よ る
各種金属材料の被削性 に 関する研究
富 田 健二郎
切削加工 に お いて， 切込み は未だ に ネ ジ に よ る 機械
的切込みが用 い ら れてい る 。 ネ ジのパ ッ ク ラ ッ シゃあ そ
びは， 超精密切削 に お い て は切込みが微小な為， 重要
な 問題であ る 。 本研究で は， こ の 間題点、を解決 し ， 切
込み精度を向上さ せ る た め に， 圧電素子を用 いて， 微
小切込みが可能な工具台 を製作 し ， そ の特性を調べ，
各種金属材料の外周 丸削 り 加工を行 い， 切 削条件が
被削性 に どの よ う な 影響を与え る か， ま た， 切込み精
度につ いて も 報告す る 。
富 山大学工学部紀要第53巻 2002 
V形1 2気筒機関の起振モー メ ン ト に関する研究
中 川 覚 人
一般 に， 自 動車用 V形機関 のパ ン ク 角 は， 気筒数
に よ っ て決 ま る ク ラ ン ク 位相 角 か ら 決定 さ れ る 。 そ の
た め， パ ン ク 角 の設計上の 自 由 度 は な い。 本研究 は，
設計可能な 気筒配列のすべてを対象 と し て起振モ ー メ
ン ト を解析 し ， そ の 中で 1 次， お よ び 2 次の起振力，
起振モ ー メ ン ト を消滅 さ せ る パ ン ク 角 を選定す る 設計
法であ る 。 こ こ では， V形 12気筒機関につ いて詳細 に
解析を行い， 新 し いV形状を も っ機関開発の可能'性を
追及す る 。
多変量解析 に よ るデー タ 分類に関する研究
成 毛 康 之
計測技術に対す る 多変量解析が必要な こ と はい う ま
で も な く ， 計測 デー タ の種類は複雑 に な り ， 量 も 莫大
な も の に な っ て い く の は必至であ る 。 本研究で は， 計
測 デー タ の一例 と し て人 間 の身体サ イ ズデー タ を取 り
上 げ る 。 ま ず こ の デー タ に ク ラ ス タ 分析を適用 し 分類
を行 う 。 そ の分類結果 に判別分析を適用 し ， 最適 な
境界を定め る 。 こ の多変量解析の手法に よ り ， 身体サ
イ ズデー タ か ら 大 ま かな 型を確立す る こ と が可能か検
討 し た。
力学系理論 に よ る
Jacobi-Perron algorithmの研究
成 瀬 善 愛
連分数の高次元への一般化に お け る Jaco bi -Perron 
algori thm (JP A) と Modified-J aco bi -Perron algor 
ithm (MJPA) を取 り 上 げ， そ の 不変密度関数 につ い
て数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を行 っ た。 MJPAの不変密度
関数は具体的な形が知 ら れてお り ， そ の証明を参考 に
JPAの不変密度関数 につ い て数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン か
ら 得 ら れ る 定性的性質の理論 的説 明 を試み， 予想 さ
れ る 有理関数 につ いて証明 を試みた。
微細気孔を持つ吸着粒子内の氷の融解潜熱 に
関する研究
平 木 宏 幸
本研究 は， 微細気孔を持つ 吸着剤粒子 内 の 氷の融
解潜熱を示差走査熱量計 (DSC) を用 いて測定 し ，
多孔質 と 共存す る 水の熱特性について検討 し た。 実験
試料 はゼオ ラ イ ト ， 活性炭， プ レ ス サ ー モ を用 い た。
そ の結果， 吸着剤粒子表面付近に生 じ た 氷 は， 融解
潜熱の低下が起 こ る こ と が明 ら か と な っ た。 ま た ， 吸
着分子の ポ テ ン シ ャ ルエ ネ ルギー が， 吸着剤粒子 内 の
氷の融解潜熱 に影響を与え る こ と が明 ら か と な っ た。
SMAア ク チ ュ エー タ を使用 し た
移動 ロ ボ ッ ト の試作 と 動作制御
福 島 竜 治
移動 ロ ボ ッ ト に よ り 搬送物 を 引 き 込む管内移動 シ
ス テ ム の 構築 を 目 的 と し ， ア ク チ ュ エ ー タ に 形状記
憶合金 (SMA) ， 移動機構 に イ ン チ ン グ ウ ォ ー ム 機
構を取 り 入 れ た ロ ボ ッ ト を 提案 し ， 試作を 行 っ た 。
必要 と な る 制御 は 速度制御 と 牽 引 力制御 で あ り ， 試
作 し た ロ ボ ッ ト の 特性を実験 に よ り 調べ， そ の 結果
を使 っ て ロ ボ ッ ト の 速度制御 が あ る 程度実現で き た
が， 牽引 力制御 に つ い て は 再現性の点で さ ら に 検討
を要す る 結果 と な っ た。
螺旋状 に配置された管内を流れる
流体の熱伝導シ ミ ュ レー シ ョ ン
松 野 尚 博
非圧縮性流体 の 螺旋を 描 く 管 内 の 流れ に つ い て の
数理的 な 解析 は熱交換機 な ど の 設計 に お い て 実用 上
大 き な 意味 を持 つ 。 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン は原子力
発電 の 内部等 に 応用 で き ， よ り 正確 な 解析が必要 と
さ れ る 。 螺旋状 コ イ ル は遠心力 に よ る 影響， 浮力 と
粘性 に よ る 影響 を受 け複雑 な 動 き を す る と 考 え ら れ
る 。 本研究で は こ れ を座標変換 の 導入 に よ り ， よ り
厳密 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を行 い そ の挙動を解析 し た 。
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加熱転が り 接触を受ける被覆半無限体
界面 き裂の分岐屈折進展特性
武 藤 裕 介
本研究で は ， 加熱 を伴 う 転が り す べ り 接触 を受 け
る 被覆半無限体 に お い て ， 界面主 き 裂か ら 被覆材側
に 屈 折 し た 場合 と ， 基材側 に 屈折 し た 場合 の 分岐 き
裂先端 の 応力拡大係数 を 熱弾性論 と 破壊力学 に よ り
解析 し ， 屈 折角 度， 摩擦係数及 び熱流入 な ど が応力
拡大係数 と エ ネ ル ギ ー 開放率 に 及 ぼす影響 を数値的
に 調べ， 分岐屈 折進展特性 を評価 し た 。
ニ ッ ケルアル ミ ナイ ド を結合相 と し た耐熱型
サーメ ッ ト の作製 と ハイ ブ リ ッ ド化に関する研究
村 尚 則
大気中 で の 連続使用 に 耐え 恒温鍛造 に 適用 で き る
型材 と し て ， 耐熱， 耐酸化性 に 優 れ る Ni-Al系金属
間化合物 を 結合相 と し た 新 し い サ ー メ ッ ト の 開発 に
つ い て 検討 を 行 っ た 。 そ の 結果， Ni 3 Al + NiAl の 2
相等量 の 組成Ni34at%Al は 結合相 と し て 最 も 有効
で あ り ， 高 耐酸化性A1 2 0 3 基 サ ー メ ッ ト を 高 強 度
TiC基 サ ー メ ッ ト の 表面 に 積層化す る こ と に よ り 両
者の特性を生か し た ハ イ ブ レ ッ ド 材料が作製で き た 。
LiBr水溶液中 に析出する氷の凝固 ・ 融解特性 に
関する研究
村 上
岳
本研究 で は ; LiBr水溶液 を 蓄熱剤 と し て 用 い た
場合 の 氷蓄熱装置 の 有効性 を調 べ る た め ， 溶液濃度
の 異 な る LiBr水溶 液 中 に 析 出 す る 氷 の 凝 固 ・ 融解
潜熱 を 測定 し た 。 更 に ， そ の 特性が実 際 の 氷蓄熱装
置 の よ う な 凝固 ・ 融解 を繰 り 返す こ と に よ り ， ど の
よ う に 変化 す る か を 測 定 し た 。 そ の 結果， LiBr水
溶液 の 凝 固潜熱 は LiBr が周 囲 の 水分子 に 影響 を 与
え る た め 水 の凝固潜熱 よ り も 小 さ く な り ， 融解潜熱
は そ の 融解方法 に よ っ て純粋 な 氷 と 近 い 値 を示す こ
と が わ か っ た 。
20∞年度修士 ・ 博士論文概要一覧
ワ イ ヤ放理加工の ワ イ ヤ断線防止制御 に
関する研究
山 田 雅 士
ワ イ ヤ 放電加工 の ワ イ ヤ 断線 を 防止す る に は ， 放
電電圧 な ど か ら 断線前駆現象を と ら え る 必要が あ る 。
し か し 最近 の 加工機 は電流 ピ ー ク 値が千 ア ン ペ ア に
も 達す る た め 計測 が 困難で あ る 。 本研究 で は放電電
圧 を 補正計測す る 3 方法を 提示 し ， 各方法 を 用 い て
断線前駆現象 の 検 出 を試み た 。 計測 の 結果， 小電流
で は 集 中放電や短絡 な ど の 断線前駆現象が明確 に 現
れ る が， 大電流で は 前駆現象が現れ な く な る こ と が
明 ら か に な っ た 。
水分の吸着 ・ 脱着を伴う 微細構造繊維の伝熱に
関する解析的研究
山 田 睦
最近 で は ， 吸着特性 を も ち ， 吸着 に よ る 発熱 を利
用 し て保温効果 を 発揮す る 繊維材料 を利用 し た 衣服
材料が 開発 さ れ て い る 。 本研究で は ， 伝熱 を伴 う 動
的 な 熱 ・ 物質移動 に つ い て数値解析 し ， 温度 や 湿度
な ど に よ る 保温効果 へ の 影響 を 調べ た 。 そ の 結果，
吸着熱 に よ る 保温効果 は ， 温度が低 い ほ ど効果 を 発
揮 し ， 2 0C前後 の 保温効果 を 発揮 し た 。 そ れ に よ っ
て， 吸着特性を も っ た 繊維材料 は ， 防寒服 に 適 し た
材質だ と い う こ と が わ か っ た 。
ト ポ グラ フ ィ 破面解析 に よ る 内部 き 裂
進展挙動 に関する研究
山 本 薫
10 7 回 を 越 え る 超長寿命域 に お い て 材料 内 部 か ら
き 裂 が発生 し 破壊 に い た る 内部 き 裂発生型疲労破壊
の メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に ， 三次元
破面解析法で あ る FRASTA法 を 適 用 し 内 部破壊 の
様子 の 再現 を 検討 し た 。 高 炭素 ク ロ ム 軸受鋼SUJ
2 で フ ィ ッ シ ュ ・ ア イ の 観察 さ れ た 疲労破面 に 対 し
て FRASTA法 を適用 し た 結果， 介在物近傍 で微小
き 裂が発生 しGBFを形成後， 同心円状 に伝ば し フ イ ツ
シ ュ ・ ア イ を形成す る こ と が明 ら か と な っ た 。
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特殊青銅合金の被削性 に及ぼす
ピスマスの影響 に 関する研究
蒋 立 清
本研究 は近年 の 各種金属 の 毒性， 危険性 に つ い て
の 研究 が 進 み ， 水道関 連器具等 に 用 い ら れ て い る
Pb入 り 快削黄銅 に 対 し て 食 品安全性 の 立場 か ら ，
Pb を 除去す る 要請 が な さ れ て い る こ と に 対 し て ，
青銅 中 に 含 ま れ る Pb の 代 わ り に Bi を 添加 し ， 添加
l 量 を 0 -3.0% の 範 囲 で 変化 さ せ ， 各種条件 で 切 削
加工 を 行 い ， 切削抵抗， 切 り く ず形状， 仕上 げ面 あ
ら さ お よ び工具摩耗の観点か ら 検討を行 っ た。 ま た，
簡単 な 急停止装置 を製作 し ， せ ん 断領域 を観察 し ，
切 り く ず生成機構 を検討 し た 。
包絡線 に よ る物体形状の測定
鄭 柱 勇
本研究で は 回転す る か， ま た は 回転 さ せ る こ と が
出来 る 凸物体の 3次元形状を 測定す る 方法 を述べ る 。
CCD カ メ ラ に よ り 回転 す る 凸物体 を 観測 し ， セ ン
サ 上 に 写 っ た 物体 の 境界 と 視点 (CCD カ メ ラ ) を
結ぶ こ と で物体 の 接線 を 求 め る こ と が で き る 。 実際
に は物体が回転す る が， 物体 を 固定 し カ メ ラ が回転
し た よ う に 考え る と ， 回転角 θ をノf ラ メ ー タ と し た
接線群 を求 め る こ と が で き る 。 こ の 接線群 の包絡線
に よ り 物体 の 断面 を 求 め ， 複数 の 断面か ら 立体形状
を 得 る こ と がで き た 。
格子を使 っ た ス テ ー ジ移動量の画像計測
襲。 自手 蛇
物体の 位置決 め や ， ス テ ー ジ の 移動距離 の 精密 な
測定が必要で， 一般 に 格子 の よ う な 周 期 的パ タ ー ン
を用 い て 測定 さ れ て い る 。 本論文で は， 格子 ピ ッ チ
の 1/100程度 の 精度で移動距離を測定 し ， さ ら に 装
置 が リ セ ッ ト さ れ た 後で も 絶対位置 を 測定 で き る 方
法 を提案す る 。 そ れ は 従来 の 周 期 的 な 格子パ タ ー ン
に ， コ ー ド パ タ ー ン を 付 け加 え た 物で， 画像処理す
る こ と に よ り 精度 と 測定範囲 を大幅 に 向上で き る 方
法で あ る 。
ア ミ ロ ー ス に よ る 有機化合物の包接挙動
麻 生 健 治
Host化合物 と し て 分子量2900 の amylose及 び、 α ，
β ， '"( -cyclodextrin， Guest化合物 と し て Pnitroa
niline及 び� 1 .8-anilinonaphthalene sulfonic acid を
用 い ， そ れ ら の 包接挙動 を uv 測 定， CD測 定 に よ
り 比較検討 し た 。 uv ス ベ ク ト ル の 増大及 び、長波長
側 へ の シ フ ト ， CD ス ペ ク ト jレ の Cotton効果 の 変化
等 よ り ， こ の 低分子 ア ミ ロ ー ス が包接錯体 を 形成す
る 場合， '"( - シ ク ロ デ キ ス ト リ ン に 類似 し た 構造 を
取 る こ と が示唆 さ れ た。
粉砕を伴う転勤造粒法による複合微細造粒粒子の連続生成
一複合特性に及ぼす原料供給法の影響一
岩 井 武 彦
単一回転 円錐型容器 に よ る 造粒 と 粉 (解) 砕 と 分
粒 と の 同 時操作 を利用 し ， CaCo 3 粉末 と SiC粉末 を
用 い た 2 成分複合微細造粒粒子 の 連続生成 を試 み ，
原料粉末供給法の 微細造粒粒子 の 複合形態 に 及 ぼす
影響 に つ い て検討 し た。 そ の 結果， 原料粉末 の 乾式
供給法 で は ， 0 .3mm以下 の 微細 な 造粒粒子 の 複合化
は 困難 で あ る が， SiC粉末 を ノ f イ ン ダ ー と と も に 供
給す る 湿式供給法 に よ り 可能で あ る こ と が確 か め ら
れ た 。 ま た ， パ イ ン ダ ー に エ タ ノ ー ル水溶液 を 使用
す る こ と に よ り ， よ り 微細 な 複合造粒粒子 の 生成が
確か め ら れ た 。
1 ，3，5・ シ ク ロ へプタ ト リ エ ンー7-オールの
検出 と 捕捉
大 川 和 也
ト ロ ピ リ ウ ム テ ト ラ フ ル オ ロ ボ レ ー ト の 重水酸化
ナ ト リ ウ ム 重水溶液 で の 反応 を NMR に よ っ て 追跡
し ， 初 め て 1 ，3 ， 5- シ ク ロ へ プ タ ト リ エ ン ー7ー オ ー ル の
検 出 に 成功 し た 。 ま た ， 酸'性水存在条件下で‘ の ジ ト
ロ ピ ル エ ー テ ル の 不均下反応 に お い て， ト ロ ポ ン と
シ ク ロ へ プ タ ト リ エ ン を生成す る 際 に 加水分解が 同
時 に 起 こ り 1 ，3 ， 5- シ ク ロ へ プ タ ト リ エ ン ー7- オ ー ル が
生成す る こ と をNMR に よ り 確認 し た 。 さ ら に ， こ
の 不均化反応 で4- フ ェ ニ jレー1 ， 2 ， 4- ト リ ア ゾ リ ン ー3 ，5-
ジ オ ン を 共存 さ せ る こ と に よ り 1 ，3 ，5- シ ク ロ へ プ タ
ト リ エ ン ー7- オ ー ル の 捕捉 に 成功 し た 。
ー は 一
抗菌性アル ミ ニ ウ ム焼結体の作製 と 評価
神 谷 孝 志
効果が長期 的 で耐熱性 に 優れ て い る 抗菌性材料 を
創 製 す る こ と を 目 的 と し ， O . 5，.....， 2vol% の 無機系抗
菌剤を添加 し た ア ル ミ ニ ウ ム 材料 を 粉末冶金法 に よ
り 作製 し た 。 焼結法 に は， 純 ア ル ミ ニ ウ ム 粉末 の 焼
結 に 効果的で あ る パ ル ス 通電加圧焼結法 を 用 い た 。
作製 し た 焼結体 は抗菌剤が均一 に 分散 し ， ほ ぼ轍密
化 し て お り ， 大腸菌 に 対 し て抗菌能力 を持つ こ と が
わ か っ た 。 ま た ， 引 張強 さ は最大87MPa， 伸 び も 3
6 % を 示 し た 。
Pr・ (Fe， Nb， Ta) -O系複合酸化物 に関する研究
河 北 貴 博
Pr-Fe-O系 ， Pr-Nb-O系， Pr-Ta-O系複合酸化物
に お い て ， 現在 ま で に 報告 さ れ て い る 中 間化合物 を
確認 し ， 未 だ発見 さ れ て い な い 中 間化合物 に つ い て
は そ の 結晶学的パ ラ メ ー タ を 明 ら か に し た 。 ま た そ
れ ら 中 間化合物 の 電気伝導度 (温度依存性， 酸素分
圧依存症) を 測 定 し た 。 そ の 結 果， Pr 6 011 :  Nb 2 
0 5 = 1 : 1 ， Pr 6 011 : Ta 2 0 5 = 1 :9 と い う 混合比 で こ れ
ま で に 報告 さ れ て い る 化合物 と は 異 な っ た 化合物
(Pr 3 NbO 7 ，PrTa 3 0 g ) を発見 し ， 結晶学的パ ラ メ ー
タ を決定 し た 。
ア ドバ ン ス ド ゾルーゲル法 に よ る
酸化物薄膜の作製 と 応用
木 下 俊太郎
TiO z に代表 さ れ る L型半導体の 薄膜作成を ゾ ル ー
ゲ、 ル法 よ り さ ら に 発展 さ せ た ア ド バ ン ス ド ゾ ル ー ゲ
ノレ法 に よ り 低温で、成膜が可能 な 方法 に つ い て検討 し
て き た 。 そ の 結果， 簡単 な プ ロ セ ス で 酸化物前駆体
溶液か ら 透 明 な 酸化物薄膜 を作成で き る こ と が 明 ら
か に な っ た 。 本法 の 薄膜 は耐熱、基体 に 対 し て高 い 密
着性 を示 し 優れ た 結晶性 も 示 し た 。 本研究で は 新 し
い 前駆体溶液作成 フ。 ロ セ ス モ デ ル と そ の 溶液か ら 得
ら れ る 薄膜 の 応用 に つ い て報告す る 。
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多種粒子を含む懸濁液中での混式造粒の研究
小 島 明 倫
多種類の 固体粒子 を含む懸濁液中へ界面活性剤 を
添加 し ， 種々 の界面物性を変化 さ せて湿式造粒を行 っ
た 。 そ の結果， 湿式造粒現象 は ， 懸濁 固体粒子表面
に 対す る 架橋液体 の 付着張力 の 値 の よ り 強 く 支配 さ
れ て い る こ と が わ か っ た 。 ま た ， 各懸濁粒子 に 対す
る 架橋液体の 付着張力 の 制御 に よ り ， 湿式造粒 を利
用 し た 複合造粒粒子 の 製造， あ る い は 選択的造粒 に
よ る 混合微粒子群 の 分離 な ど が可能で あ る こ と が わ
か っ た 。
R l ・XPrXBa 2 CU 3 0 7 ・y系 (R = Y，La) に お け る
超伝導-磁気相関
坂
秀 樹
YBa z CU 3 0 7 -Y と LaBa z CU 3 0 7 -Y は 共 に 超伝導体
で あ り ， 92K の 超伝導転移温度Tc を 持 つ が磁気転移
温度TN (Neel温度) を 持 た な い 。 そ れ に 対 し て Pr
Ba 2 Cu 3 0 7 -Y は ， 反 強磁性体 で あ り 17K付近 に TN を
持つ がTc を 持 た な し 、 。 そ こ で ， R t -XPrxBa 2 CU 3 0 7 
-Y (R = Y，La) の Pr置換量 x を 変化 さ せ， 電気的，
破気 的性質 を 調 べ る こ と に よ っ て 磁性元素Prが超
伝導性 に ど の よ う な 影響を与え る の か を調べ る こ と
を 目 的 と す る 。
Tm l ・xGdxN i 2 B 2 Cの超伝導 と 磁性
酒 井 秋 爾
近年発見 さ れ た ホ ウ 素炭化物超伝導体 (RNi z B z
C) は ， 既存 の 超伝導物質で は 見 ら れ な か っ た 超伝
導 と 磁性が共存す る 系 と し て， ま た結晶構造が層状
に な っ て お り 高温酸化物超伝導体 と の 類似性が あ る
こ と か ら 興味が持 た れ て お り ， そ こ で， R = Tm，R' = 
Gd と 置 い た Tm t -xGdxNi z B z C で は Tm を Gd で 置換
し て ゆ く こ と に よ り Tc を 下降 さ せ 逆 に TN を 上昇 さ
せ る こ と が で き る 。 そ の 結果， Tc と TN が交差 す る
点、で は 磁性 よ り も 超伝導が優位 で あ る こ と を 確認 し
fこ 。
一 % 一
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メ カ ニカルア ロ イ ン グ法で創製 し た
Cu-c系強制固溶体の熱的安定'性
正 者 英 司
MA法 で 創 製 し た Cu-20at%C 強制 固 溶体 を 昇温
過熱 し ， ま た そ の 後 の X線回折測定 に よ っ て 次 の 結
果 を 得 た 。 MA粉末 に 酸化物が存在 し な い 場合， 重
量減少 は徐 々 に 進行 し ， 銅中 の 固溶炭素が雰囲気中
の 微量酸素 に よ っ て酸化 さ れ除去 さ れ る 。 最終的 な
固溶炭素量 は 10-13at% で あ る 。 酸化物が存在す る
場合， 固溶炭素が酸化銅 を還元す る こ と に よ り 急激
に 重量が減少 し そ の 減少量 は 前者 の 約 3 - 4 倍 に 達
す る 。
微細粒子群の湿式形状分離装置の開発
一分離特性 に及ぼす各種操作条件の影響ー
塩 苅 光 恵
異形微細混合粒子群 の 連続的形状分離操作 を 目 的
と し て ， 湿式形状分離装置 の 開発 を試み ， 同装置 の
分離特'性 に 及 ぼす各種操作条件 の 影響 に つ い て検討
し た 。 分離特性 は， 主 と し て 円 板回転速度， 容器回
転速度， 非製 品 の 排除法 (掃流法) ， お よ び掃流流
量 に 依存 し ， 適切 な 操作条件下で は ， 粒子径が約50
μ m  以上 の 微細粒子群 に お い て 有効 な 連続的形状分
離 が可能で あ る こ と を 確か め た 。 〔化学工学会第65
年 会 (2000 ， 東 京 ) ， 第 38 回 粉 体 に 関 す る 討論 会
(2000， 富 山) に て 発表〕 。
極低温異方向圧延 し た3004お よ び5083合金の
回復 ・ 再結晶
関 口 誓 子
極低温異方向圧延 に よ っ て 断面減少率80% の 強加
工 を 施 し た 3004お よ び5083合金 を種 々 の 温度 で焼鈍
し た 後， 回復 ・ 再結晶過程 を詳細 に 検討 し ， 通常 の
室温一方向圧延の結果 と 比較 し ， 結晶粒微細化の た
め の 知識 を得 る こ と を 目 的 と し た 。 両合金 と も 圧延
法 の 違 い に よ っ て 回復 ・ 再結晶過程が異 な っ て い た。
ま た ， 両合金 と も 極低温異方向圧延 を行 っ た 後， 約
623Kで焼鈍す る と l次再結品粒 を よ り 細 か く す る こ
と が で き た 。
フ ラ ン縮環系ポ レ ピ ン誘導体の合成 と 物性
田 辺 洋 平
含 ホ ウ 素共役化合物で あ る ボ レ ピ ン に フ ラ ン 環が
縮環 し た 誘導体 の 合成 に 成功 し た 。 ヘ テ ロ ー ル の 縮
環部位 の 違 い に よ り ボ レ ピ ン 環 に お け る 電子状態が
大 き く 異 な り ， ホ ウ 素原子 に 対す る π 電子供与 の 大
き さ に 差が生 じ る こ と が分か っ た 。 ま た ， こ れ ら ヘ
テ ロ ー ル縮環系 ボ レ ピ ン 誘導体 の も つ 種々 の物性が，
縮環 し た ヘ テ ロ ー ル の電子供与性 の 違 い を反映す る
こ と が分か っ た 。
低 レイ ノ ルズ数型1 方程式モデル に よ る
乱流促進体まわ り の流動解析
辻 匡 陛
本研究で は 半 円柱乱流促進体 を平行平板聞 に 単独
で設置 し た 流路 に お け る ， 促進体 ま わ り の 流 れ に つ
い て 数値解析 を 行 っ た。 解析法 に は長野 ら が提案 し
た 低 レ イ ノ ル ズ、数型 1 方程式乱流 モ デ ル を 用 い ， そ
の 離散化 に は 有限要素法 を適用 し ， さ ら に 圧力項 に
は ペ ナ ル テ ィ ー 関数 を導入 し た 。 計算結果 を 電極反
応実験 に よ っ て 測定 し た 壁面男断応力 の分布 と 比較
し ， 複雑 な 流路 に お い て も 本解析法が妥当 で あ る こ
と が確認 さ れ た。
異形粒子群の分離 と その粒子特性
一粒子形状 と 圧壊 ・ 摩耗特性一
土 山 武 範
先 に 本研究室で 開発 さ れ た 形状分離装置 に よ っ て
粉砕媒体用 チ タ ニ ア 粒子群 を選別 し ， 回収粒子 の 3
次元形状測定を行 っ た 結果， 比較的高 い 分離効率が
得 ら れ た 。 振動 ミ ル を用 い ， 形状 の 異 な る 上記粒子
群 (被粉砕物) の耐圧壊性 ・ 耐摩耗性 に つ い て比較 ・
検討 し た 。 そ の結果， 粒子表面が滑 ら か で， か っ ，
球状 に 近 い 粒子 ほ ど圧壊 ・ 摩耗 し 難 い こ と が確か め
ら れ た 。 以上 よ り ， 本分離装置 に よ っ て よ り 高機能
の 粉砕媒体用 粒子群 を得 る こ と がで き る 。
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非晶質Fe-Ni-B合金の結晶化
中 村 友 則
非 晶 質Fe52 -Ni2S-B却合金 の 加熱 に よ る 結 品 化過程
を 明 ら か に す る た め ， 組織観察 (OM，TEM) TMG 
測定， X線回折 を 実施 し て調査 し た 。 結晶相 は 数多
く の コ ロ ニ ー を 形成 し な が ら 成長 し ， そ の 他 の 領域
で は ラ ン ダ ム で微細 な 結晶相 を生成 し た 。 コ ロ ニ ー
状結晶相 は バ ル ク 内 で均一 に 分散 し て生成 し ， ラ ン
ダ ム で微細 な 結品相 は リ ボ ン 表面か ら 優先 的 に 生成
し た 。 TMG測 定 に よ る い く つ か の 磁化変化か ら 相
変態 を推論 し た 。
ピニル ト リ エ ト キ シ シ ラ ン に よ る
二酸化チ タ ンの疎水化
西
佳 彦
本研究で は ， 無機材料 の カ ッ プ リ ン グ処理を効果
的 に 行 う た め の 基礎資料 を 得 る こ と を 目 的 に ， ビ、 ニ
ル ト リ エ ト キ シ シ ラ ン お よ び ど ニ ル ト リ メ ト キ シ シ
ラ ン の 予備処理液 中 で の オ リ ゴ マ 一 生成反応 を ゲ、 ル
f ー ミ エ イ シ ョ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 一 分析 お よ び予
備処理液 中 の 水分量 の 減少速度 を測定す る こ と で検
討 し た 。 ま た ， 種 々 の 条件下で予備処理 し た シ ラ ン
カ ッ プ リ ン グ剤 を 用 い て Ti0 2 の カ ッ プ リ ン グ処理
を し ， 予備処理液 の オ リ ゴ マ ー の 生成反応 と Ti0 2
の 疎水化 の 相 関性 を 考察 し た 。
直交型 x 電子系キ ノ ン化合物の合成研究
西 川 輝 彦
本研究 に お い て 各種 ジ ア セ チ ル 化合物 (9， 10- ジ
ア セ チ ル ア ン ト ラ セ ン ， 1 ，4 ジ ア セ チ ル ベ ン ゼ ン ，
1 ， 5 ジ ア セ チ ル ナ フ タ レ ン ) か ら ア ル ド ー ル縮合反
応 ， Eglinton カ ッ プ リ ン グ反応 を 用 い る こ と に よ
り ， 種 々 の 共役系 を 核 に も つ 直交型 π 電子系 キ ノ ン
化合物類 の 合成 に 成功 し た 。 得 ら れ た キ ノ ン 化合物
類 の ジ カ チ オ ン 種， ジ ア ニ オ ン 種 の 性質 を 核磁気共
鳴， UV -vis， Cyclic Voltammetry， に よ り ， ま た ，
結晶状態 に お け る 各化合物 の 構造 をX線単結晶構造
解析 に よ り 明 ら か に し た 。
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過錨和溶液中の結晶成長に伴う 二重拡散対流の数値解析
一べ き乗型結晶成長速度式による検討ー
野 村 龍 次
本研究で は試験槽 内 の 飽和溶液を側方冷却 し ， 既
存結晶 か ら 結晶 を成長 さ せ た 場合 に 起 こ る 液相 側 の
対流挙動 を 対 象 に SIMPLE法 を 用 い て 数値解析 を
行 っ た 。 成長す る 結晶 の 密度 を 無限大 と す る 結晶成
長 モ デ ル を 用 い ， 結晶 の 成長速度 に 対 し て は べ き 乗
型速度式を 使用 し た 。 計算結果 は実験事実 を良好 に
再現可能で あ っ た こ と よ り ， モ デ、 ル の 妥 当 性が判断
さ れ る と と も に ， 多重 セ ル構造形成過程 に お け る 濃
度場 の 変化 の 詳細 が 明 ら か に な っ た 。
発生ガス分析用湿度セ ンサの改良 と 応用
橋 爪 隆
発生 ガ ス 分析 に 用 い る た め の 湿度 セ ン サ の 改良 と
応用 に つ い て検討 し た 結果， 湿度 セ ン サ の 改良 に つ
い て は ， 出 力 の 増大 は も と よ り ， そ の 安定性， 応答
速度 の 向上 な ど条件 を 満 た す べ く セ ン サ の 作製条件
を 得 ら れ た 。 ま た 応用 に つ い て は ， 酸化物， 複合酸
化物， 希土類酸化物 な ど の 昇温過程 に お け る H 2 還
元反応 に 用 い た と こ ろ ， そ の 反応 に 伴 っ て発生 し た
微量水分並 び、 に そ の 量 を 定量的 に 検 出 し ， 反応過程
を詳細 に 解明で き た 。
AI-Mg-Si合金の時効析出過程
松 井 宏 昭
AI-Mg-Si合金 の 示差走査熱分析 を 用 い た 時効析
出過程 の 研究が多 く な さ れ て い る が， 実 際 に 昇温過
程 に お け る 組織 と 対応 さ せ た 報告 は な い 。 本研究で
は高分解能電子顕微鏡観察 を行 っ て析出物を種類分
け し ， 示差走査熱分析 に お け る 各反応 ピ ー ク と 対応
さ せ て本系合金 の 時効析出過程を 明確 に し た 。 擬二
元系合金 で は 一般 的 に 報告 さ れ て い る β "相 は 存在
し な い こ と を 明 ら か と し た 。 β "相 は 過剰Si型合金
に お け る 典型的 な 析 出相 で あ る こ と を 解明 し た 。
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希土類化合物RNiAI 4 (R = Pr，Nd) の
電気的， 磁気的， 熱的性質の研究
安 川 貴 洋
希土類化合物PrNiAl 4 . NdNiA1 4 は YniA1 4 型斜
方 晶 の 結晶構造 を と り ， そ の結晶構造か ら 大 き な 異
方性 を示す こ と が期待 さ れ る 。 ま た 磁化容易軸 はP
rNiA1 4 で a 軸 ， NdNiA1 4 で b 軸 で あ り ， こ れ ら の
化合物 は メ タ 磁性転移 を示す こ と が知 ら れ て い る 。
本研究で は単結品試料 を用 い て 磁化容易軸が異 な る
二つ の 化合物 を組み合 わ せ る こ と に よ っ て磁気異方
性が ど の よ う に 変化す る の か を磁気的， 熱的性質か
ら 考察 し た 。
ガス分析法 に よ る Fe・Cr系酸化物の炭素還元過程
山 田 雅 留
Fe-Cr系酸化物 の 炭素還元過程 を 実測 し た も の は，
今 ま で に 無 い 。 本研究で は ， 発生 ガ ス 分析， XRD， 
Micro Hiscope， SEM， EDS分析 に よ り Fe-Cr系酸
化物 の 炭素還元過程 に つ い て解析 を行 っ た 。 そ の 結
果 ， FeCr 2 0 4 の 炭素還元反応 は ， ま ずFeCr 2 0 4 中
の Fe成分 がC Iこ よ り 直接還元 さ れ， 続 い て CO に よ
る 間接還元反応 に よ り 優先的 に 還元 さ れ る 。 そ の 後
Fe に Cr成分が固溶 し Fe-Cr合金 を形成 し ， こ の 反応
がBoudouard反応 に 類似 し た 反応機構で あ る こ と
を確認で き た。
ニつの粒子形状指数 に及ぼす粒子配向性の影響
渡 辺 雅 彦
不規則形状粒子群 を 用 い て ， 三種類 の 配向法 (R
法， S法， S/C法) に基づ き ， 二つ の 形状指数 : 円
形度 φ ， 平滑度 ど を測定 し た 。 そ の 結果， 平滑度 に
及ぼす配向法の影響 は小 さ く ， 円形度 は配向法に よ っ
て変化す る こ と を得 た 。 楕 円 体 モ デ ル粒子 を用 い た
各配向法 に 基づ く 円形度 の 算 出 に よ り ， 円 形度が配
向法 に よ り 異 な る 原因 を 明 ら か に し ， S 法 よ り も R
法 の 方が有効 な 形状評価が可能で あ る こ と を確か め
た 。
節分け特性に及ぼす粒子形状効果
孫 鬼 東
簡分 け さ れ た 粒子群 に お い て 粒径範囲が簡 目 開範
囲 と 異 な る 機構を調べ る た め に ， 楕 円 体 に 近似 さ れ
た 粒子 の 簡 目 通過を モ デ ル化 し ， 面積 円 相 当 径 の 粒
径範囲 に 及 ぼす粒子形状 の 影響 に つ い て検討 し た 。
そ の 結果， 簡分 け 粒子群 に お け る 形状分布特性 と 粒
径範囲 と の 関係 を 得 た 。 ま た ， モ デ ル に よ る 解析結
果 を 実験的 に 検討す る た め に ， 各種形状粒子群 を 節
分 け し ， そ の 形状分布 と 粒度分布 を 測 定 し た 。 測定
結果 と モ デ ル に よ る 結果 と の 比較か ら ， 同 モ デ ル の
妥当性が確か め ら れ た 。
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I nteraction between Sorbed Watar and Various Polymer 
Materials As Examined by Infrared Spectroscopy 
Ken Ichikawa 
The state of water molecule sorbed to PEG of 
various molecular weights was examined by 
using IR and the molecular orbital calculation 
method，and the sorption and penetration proc­
ess of water molecules were investigated by 
using the time evolution IR method.In The 
state of water molecules sorbed to various 
polymer materials was examined by using IR 
and the molecular orbital calculation method.In 
addition ，the diffusion coefficient of water in 
polymer materials was obtained by using the 
Fickian diffusion model . 
液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー充てん剤用
チ タ ニア， シ リ カ球状粒子の生成
上 西 勝 也
油 中水滴型 エ マ ル シ ョ ン の 水滴側 を 反応場 と し た
ゾ ル ・ ゲ、ル法 に よ り 表題 の 粒子 を合成 し た 。 反応場
の 水 滴 の 径 は生成粒子径 よ り 約30%大 き く ， 分布 は
や や 広 い 。 直径10 μ m前後 の 球状粒子 の 生成す る 水
相 中 の ア ル コ キ シ ド の 濃度範囲 お よ び加水分解触媒
で あ る 硝酸 の 濃度範囲 を 明 ら か に し た 。 シ リ カ は 多
孔質粒子 と し て生成す る 。 そ れ に 対 し て， チ タ ニ ア
粒子で は細孔 は発達 し な い が， ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー
ル を水相側 に 添加す る こ と で細孔 を 発達 さ せ る こ と
が で き る 。
歯肉溝液を用 いた携帯型
非侵襲血糖測定器の開発
大 島 孝 志
本論文 で は ， 糖尿病 の 早期診断や， 糖尿病患者 の
血糖 コ ン ト ロ ー ル維持 を容易 と す る た め に ， 血液 に
代 わ っ て非侵襲的 に 採取で き る 検体 と し て歯 肉溝液
(GCF) に 着 目 し ， そ の 糖質か ら 血糖値 を推定す る
非侵襲血糖測定器 の 実現可能性 を検証す る こ と を そ
の 目 的 と し た 。 そ の 結果， 健常者， 糖尿病患者 の 血
糖値 と GCF糖値 の 聞 に 平均0.90以上 の 良好 な 相 関 を
確認 で き ， GCF を 用 い た 非侵襲的 な 血糖 測 定 の 可
能性が示唆 さ れ た 。
2000年度修士 ・ 博士論文概要一覧
Accumulation of Functional 810ck Telomers on 
Inorganic and Organic Substrates 
Kazuhíko Ohhori 
To design functional interfaces ， the author pre­
pared a functional block polymer using 
macroinitiator or iniferter method ， and accu­
mulated the block telomer on inorganic or or­
ganic surfaces respectively . As a result ， 
adsorption of this copolymer to the substrate 
could give a property of telomer blocks . 
Furthermore ， 可ooperativity" between neigh­
boring telomer blocks was investigated on the 
metal surface. 
ATL関連候補癌抑制遺伝子 (ATL 1 ) の単離
小 津 龍 彦
我 々 は成人T細胞 白 血病 (ATL) に お い て様 々 な
染色体転座が好発 す る 領域 を ヒ ト 第 14番染色体q32
領域 に 見 出 し た。 こ の領域の ゲ ノ ム 解析 を通 し て遺
伝子発現領域 の 検索 を 行 っ た 結果， ATL 関連候補
癌抑制遺伝子 を 単離 し ， ATL 1 遺伝子 と 命名 し た 。
ATL!患者 に お け る 染色体転座 と ATL1遺伝子 の 関係
を 調査 し た 結果 ， 少 な く と も 2 症例 で ATL 1 遺伝
子 に 異常 が存在 し た 事 か ら ， ATL の 発症 に ATL 1 
遺伝子 の 破壊が関与 し て い る と 示唆 さ れ た 。
アガ リ ス ク 茸菌糸体の培養法の確立 と
熱水抽出成分の抗酸化活性 についての検討
北 川 隆 洋
本研究 で は ， A.blazei菌糸体 の 通気液体培養 に お
け る 培養条件 の 検索， 抗種虜活性試験， タ ン パ ク 質
酸化 に 対す る 抗酸化活性試験 を 行 っ た 。 最適培養条
件 は ， 温度27.50C ， 初 発pH6 .0， ス ク ロ ー ス 3 % ， 
Yeast Extract + ポ リ ペ プ ト ン で あ っ た 。 ， 抗種虜
活性試験で は ， ln VIVOで， 抗種虜活性 は84.5%， in 
vitro試験 で 細胞 の 抑制 が顕著 に み ら れ た 。 カ ル ボ
ニ ル形成 に 対す る 抗酸化活性試験で は ， 酸化 を お よ
そ 70% 抑制す る 効果が み ら れ た 。
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エ レ ク ト ロ ポ レー シ ョ ン に よ る 分裂酵母への
遺伝子導入 に及ぼす高浸透圧の効果
草 薙 勇
分裂酵母で あ る Schizosaccharomyces pombe に 対 す
る エ レ ク ト ロ ポ レ ー シ ョ ン に お い て ， 直流高電圧パ
ル ス 印加の前後 に高浸透圧で処理す る こ と に よ っ て，
従来法 に 比べ形質転換効率 を 大 き く 向上 さ せ る こ と
がで き た 。 形質転換効率 は ノ � )レ ス 印加前 の 1 M ソ ル
ビ ト ー ル と 1 .4M グ リ セ リ ン の 混合溶液 で の 60分 間
の 処理 で 約 10倍， パ ル ス 印加後 の pH7.0 に 調整 し た
2 M ソ ル ビ ト ー ル溶液 で の 5分間 の 処理で も 約 10倍
向上 し た 。
Studies on the Synthesis and Reactivites of 
Cycl ized Thianthrene Derivatives 
園 政 勝 浩
本研究で は チ ア ン ト レ ン と チ ア ン ト レ ン オ キ シ ド
を 出発原料 と し て二量体， さ ら に 環状 チ ア ン ト レ ン
誘導体 の 合成 の 検討を行 っ た 。 チ ア ン ト レ ン オ キ シ
ド を LDA で リ チ オ 化 し た 後， 硫黄 さ ら に ジ ブ ロ モ
ア ル カ ン を加 え た と こ ろ 分子内環化 し た 化合物 と 二
置換 チ ア ン ト レ ン オ キ シ ド が得 ら れ た 。 二置換 チ ア
ン ト レ ン オ キ シ ド を硫化 ナ ト リ ウ ム と 反応 さ せ た 結
果， 分子間環化 し た チ ア ン ト レ ン オ キ シ ド を得 る こ
と が で き た 。
CpG アイ ラ ン ド近傍 に存在する
大 き な転写産物 lこ対応する cDNAの単離法の確立
近 藤 真 人
ゲ ノ ム 上 の CpG ア イ ラ ン ド を 指標 と し ， 遺伝子
の 探索を 行 う と ， 遺伝子 の 上流 に 対応す る 配列 を高
率 に 単離 で き る 。 し か し ， 従来 の 3 'RACE法 で は ，
5 Kb を 超 す よ う な 大 き な 転写産物 に 対応 す る cDN
A を 単離す る こ と が極 め て 困難 で あ っ た 。 そ こ で わ
れ わ れ は ， こ の 問題を 克服す る た め に プ ラ イ マ ー 配
列 を 含 む ラ ン ダ ム 9 mer を 一本鎖cDNA の 合成 に 用
い ， 段階的 に cDNA歩行 を 進 め る 漸次 的cDNA断片
の 単離法 を 確立 し た 。
主鎖型ポ リ ホス フ ィ ン を配位子に用 いた
新規高分子錯体触媒の調製 と その触媒機能
高 瀬 修 一
主鎖中 に ジ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ノ プ ロ パ ン 骨格 を 含
む ポ リ ホ ス フ ィ ン を 高分子 キ レ ー ト 配位子 に 用 い ，
触媒活性 を持つ パ ラ ジ ウ ム ， 白 金 を 配位 さ せ た 高分
子錯体触媒類 の 合成 を行 っ た 。 合成 し た 高分子錯体
触媒類 を 園頭反応 の 触媒 に 用 い た 所， 均一系溶媒中
で， 低分子錯体触媒 と 同程度 の 高 い 触媒活性 を 持つ
こ と が分か っ た 。 高分子錯体触媒 は ， 再沈殿 に よ り
分離がで き ， 分離 し た 触媒 は， 少 な く と も 5 回 は繰
り 返 し 使用 で き る こ と が分か っ た 。
Stud ies on the Photochemii::a l  and Thermal 
8ehavior of 5，5・Dihydro-5 [ (N-substituted) im inoJ 
d ibenzoth iophene i n  the Presence of Severa l 
Olefins， Su lfides， snd Phosphrous Compounds 
多 々 見 篤
5 ， 5 ジ ヒ ド ロ - N 置換イ ミ ノ ジ ベ ンゾチ オ フ ェ
ン と 各種 オ レ フ ィ ン ， ス ル フ ィ ド ， 有機 リ ン 化合物
類 と の熱お よ び、光反応 に つ い て詳細 な 検討を行 っ た。
そ の 結果， 反応後 ジ ベ ン ゾ チ オ フ ェ ン は 定量的 に 回
収 さ れ， 簡単 に イ ミ ノ 化反応 に よ り 再 び元の 5 ， 5 
ジ ヒ ド ロ N置換 イ ミ ノ ジ ベ ン ゾ チ オ フ ェ ン に 変換が
可能で あ る こ と が明 ら か に な っ た 。 本修士論文で は，
各種 5 ， 5 ジ ヒ ド ロ N置換 イ ミ ノ ジ ベ ン ゾ チ オ フ ェ
ン を 用 い た 効率 の 良 い ナ イ ト レ ン 発生法 の 詳細 に つ
い て 述べて い る 。
黒酵母AureobasÍl古um Pullulan5iこ よ る
Poly CL-Mal ic  acid) の効率的生産
中 川 恭 子
近年， 環境汚染 の 対策 の 一環 と し て 新規 な 生分解
性高分子の 開発が急務 と な っ て い る 。 本研究で は ，
黒酵母 A UT，児θob白'as.♂1(，泊L
た 発酵生産産、法 に よ り 新規 な 生分解性高分子Poly以 ( β 一
L- m alic acid) を 分泌生産 す る こ と を 検討 し た 。 膜
分離型バ イ オ リ ア ク タ ー を 用 い て フ ル ク ト ー ス と ピ
ル ビ ン 酸 を 含 む培地 を 連続供給す る こ と に よ り メ ラ
ニ ン 色素を ほ と ん ど含 ま な いPoly ( β -L-malic acid) 
を効率 よ く 生産で き る こ と を実証 し た 。
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硫化モ リ ブデ ン分散触媒を用 いた
石炭の水素化分解特'性の解明
福 嶋 勝
本報告で は ammonium tetrathiomolybdate (AT 
TM) と 水 を 用 い て 350， 375， 4000C で触媒生成 を 行
い ， こ の 触媒 を用 い て モ デ ル化合物 の 水素化分解 を
行 っ た 。 そ の 結果， 4000C で生成 し た 触媒 を 用 い た
反応 の 反応率が一番低か っ た た め に ， 他 の 温度で生
成 す る 触媒 に 比べ て4000C で生成す る 触媒 の 活性 は
低 い と 考え ら れ た。 ま た 触媒の機器分析の結果か ら ，
ATTM + 水 か ら 生成す る 触媒 が高活性 な の は ATT
Mが水 に 溶解 し て分解す る た め で あ る こ と が わ か っ
fこ 。
遺伝子発現調節壷白質Cpgの機能解析
細 見 安 希
乳酸菌 は ， 発酵食品， 発酵肉製品， 醸造製品， 漬
け 物 な ど の 野菜 ・ 果実 の 加工品， イ ン 類 な ど極 め て
多 く の食品工業 に 使用 さ れ て い る 。 し か し ， 現在 の
と こ ろ ， 安全性が確保 さ れ た， 有効な宿主ーベ ク タ 一
系 は ， 構築 さ れ て い な い 。 本研究で は ， ベ ク タ ー
開 発 の 観点 か ら ， 牧草 よ り 単離 し た Lactobacill us 
plantarum が保有 す る テ ン ベ レ ー ト フ ァ ー ジ φ gle
の 転写調節蛋 白 質Cpg ( リ プ レ ッ サ ー ) に 関 し ， そ
の 分子 レ ベ ル で の 機能解析 を行 っ た 。
染色体相互転座を利用 し た
先天性疾患関連遺伝子の探索
松 本 理 恵
ヒ ト 第 14番染色体 の q32領域 に は ， 重度精神遅滞，
小頭症， 特異顔貌， 四肢麻庫 な ど の 症状 を 呈 し た 先
天性疾患患者 由 来 の 染色体相互転座七 (5 ; 14) (q21 ;q  
32) の 転座切断点が存在す る 。 本研究 で は ， こ の 先
天性疾患患者 に 唯一認 め ら れ た 染色体転座切 断点近
傍 に こ れ ら の 症状 を 引 き 起 こ す原因遺伝子が存在す
る の で は な い か と 考え ， こ の 遺伝子 の単離を 目 的 に
解析 を行 っ た 。 そ の結果， 5 番染色体上 に 同定 さ れ
た 転写領域が有力 な 候補疾患遺伝子 と し て 考 え ら れ
fこ 。
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E汗ect of Solvation on the Meta l lation of 
Porphyin-Polymer Conjugates 
若 林 真 理
It has been reported that a very low concentra­
tion of metal ion can be quantified by the 
complexation with mesotetrakis (l-methylpyridinium 
- 4-yl) porphyrin (TMPyP) . Recently ， it had 
been reported that the metallation of TMPyP 
is accelerated by the addition of anionic 
polyelectrolytes . In this chapter 2 ， the effect of 
polyion on the formation of the supramolecular 
complexes was examined by taking account of 
the solvation-desolvation of reactants and acti­
vated cömplexes by the polyÍons . In this chap­
ter 3， the author prepared various water 
soluble porphyrin-carrying copolymers (PCs) . 
The reaction processes of metallation in PC 
system were discussed. 
バ ク テ リ ア に よ る 窒素 固定 と ア ン モ ニ ア生産 に
関する研究
部 燐
大気中 の 窒素 を 固定 し て ア ン モ ニ ア を生産す る に
は， 鉄触媒を用 い 高温高圧下で行わ れて い る 。 ま た ，
種 々 の 微生物が 自 然界で穏和 な 条件下で窒素固定を
行 っ て い る 。 そ こ で， 微生物 を用 い た ア ン モ ニ ア 生
産 プ ロ セ ス の 開 発 を 目 的 と し て ， Azotobacte'r 
vinelandiiを 標準 と し ， よ り 高 い 活性菌 を 土壌 か ら
ス ク リ ー ニ ン グ に よ り 分離 し た 。 最適条件 の 設定 に
よ り こ の 菌 (Tih) は 一 ヶ 月 間 ア ン モ ニ ア を 連続生
産 し た 。 そ こ で， 反応特性 を検討 し た 。
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New Geometry on Tangent Bund les 
田
原
学
学位論文 の 目 的 は ， 接バ ン ド ル上 に 新 し い 幾何学
を 構成す る こ と に あ る 。 今 ま で に 得 ら れ た 結果 を ま
と め た 。 ま ず初 め に 実空間形 の 接 バ ン ド ル上 に ケ ー
ラ ー 構造 を構成 し た 。 次 に 概 エ ル ミ ー ト 多様体の接
バ ン ド ノレ上 に 自 然 な リ ー マ ン 計量 と 三種類 の 概複素
構造 を定義 し ， 底空間 を 複素空間形 と し た と き ， そ
の接バ ン ドル上に超ケ ー ラ ー構造を含む形で四元数ケ ー
ラ ー 構造が構成で き た。 さ ら に， 曲 率 テ ン ソ ルを計算
す る こ と で リ ッ チ 曲 率 は零に な る こ と がわか っ た。
酸化物半導体vocセ ンサの作製 と
その高感度化に関する研究
角 崎 雅 博
酸化物半導体 を 用 い て ， 室内環境汚染物質で あ る
VOC (揮発性有機化合物) を 総合的 に 評価 す る セ
ン サ の研究を行 っ た。 そ の結果. MnO 2 (5wt%) 
8n0 2 セ ン サ が厚生省 の 基準値 で あ る 0.08ppm以下
の濃度の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を検出で き る こ と がわ か っ
た。 ま た ， 室 内 に 飛散す る ガ ス 種 を 推定す る 手法 と
し て . 6 種類 の 酸化物半導体 を集積化 し た セ ン サ を
用 い ， 感度 や 応答速度 の レ ー ダ チ ャ ー ト を 活用 す る
方法が有効で あ る こ と を 明 ら か に し た 。
Synthesis and Properties of 2，5・Disubstituted
1 ，6・Methano [1 0] annulenes and Epithiamethano 
[ 14] annu lene・dione Derivatives 
左 勝 利
The new chemistry of bridged [ 10J -and [ 14J 
annulenes was investigated .  First， the new and 
convenient synthetic method of 2 ，5-
disubstituted 1 ，6-methano [ 10J annulenes was 
established. And the properties of the ary1-
substituents that caused a little deshielding ef­
fect on the 10 π ring current were studied by 
1 HNMR spectra. 8econd，benzene and furan 
fused sulfur bridged [14J annulene-diones were 
synthesized .  And the synthesis and properties 
of their ionic species were studied . Third ， An 
improved method for preparing dimethyl 
cyclohepta - 1 ， 3 ，5 -triene-3 ，4-dicarboxylate was de­
veloped. And the reaction mechanism was dis­
cussed . 
Surface Reconstructions and Heteroepitaxy 
of I nSb on Si Substrates 
B.V.Rao 
This thesis presents a comprehensive study of 
the structure of the In8b nucleation layer on' 
8i substrates and its relation with the 
heteroepitaxial growth of In8b. Predeposition 
of In-induced reconstruction dramatically im 
prove the epitaxial quality of In8b on 8i (001) 
substrates whereas a similar In-induced recon 
struction destroys the In8b growth on 8i ( 1 1 1) 
substrates . Atomistic processes responsible for 
this growth modification are explained. 8tructure 
of the various surface reconstructions formed 
due to reaction between In and 8b on 8i surfaces 
have been studied using 8TM，RHEED，XP8 and 
AE8. 
ワunHU 
非可換ゲー ジ場のス ト ー ク ス定理
上 野 将 貴
通常物理学で用 い ら れ る ス ト ー ク ス 定理 は電磁場
(可換 ゲ ー ジ 場) に つ い て の も の で あ り ， 電磁気学，
流体力学， 量子力学 の Aharonov-Bohm効果等 の 議
論 に 広 く 用 い ら れ て い る 。 一方， 非可換 ゲ ー ジ 場 は
弱 い 相互作用 や 強 い 相互作用 な ど を 記述す る の に 用
い ら れ て い る 。 こ の非可換ゲー ジ場 に つ い て の ス ト ー
ク ス 定 理 が 非 可 換 ゲ ー ジ 場 の ス ト ー ク ス 定 理
(Non-Abelian Stokes Theorem: NAST) で あ る 。
こ の 論文で は こ れ ま で に 導か れ た い く つ か の NAST
を取 り 上 げ そ れ に つ い て 研究す る 。
Higher-derivative Gravitγ 
中 村
誠
現代 の 素粒子論 の 最大 の 課題 の一つ に 『 く り こ み
可能で合理 的 な 重力場の量子論 を構築す る 』 こ と が
揚 げ ら れ る 。 こ の 二つ を 同時 に ク リ ア す る に は 『重
力場 の高階微分 を 超越整関数 の形で無限階 ま で含む
理論 は， 超 く り こ み可能で， か っ ユ ニ タ リ で あ る 』
と い う Tomboulis の 主張 に 従 い 高階微分 を 超越整関
数 の 形 で 無 限 階 ま で 含 む Lagrangian の 量子化が ど
の よ う な も の に な る の か調べ る 必要が あ る 。 こ こ で
は ， そ れ を Path Integral を 用 い て そ の 形 を 求 め
fこ 。
2000年度修土 ・ 博士論文概要一覧
有機塩素化合物を含む排水の
無酸素光分解処理に関する研究
白 山 肇
ヌ1< 中 の テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン_ (PCE) ， ト リ ク ロ
ロ エ チ レ ン (TCE) な ど 7 種類 の 有機塩素化合物
の 紫外線分解 に お い て ， 溶存酸素 を 除去す る と 物質
に よ っ て は 有酸素条件 に 比べ て 分解速度が十数倍向
上 す る こ と を 見 出 し た 。 ま た ， PCE の 無酸素光分
解 で は 副生成物 で あ る TCE の 生成 が著 し く 低減 さ
れ た 。 無酸素光分解 の 原理 を ク リ ー ニ ン グ事業所か
ら の PCE を 含 む 排水 の 処理 に 応用 し て ， 良好 な 結
果 を 得 た 。 さ ら に ， 無酸素及 び有酸素条件下 に お け
る 光分解機構 に つ い て新 し い 提案 を行 っ た。
富山湾におけるヤツデ ヒ ト デの生態学的研究
瀬 戸 陽 一
富山湾 に お い て ， 分裂繁殖性 ヒ ト デ と し て知 ら れ
て い る ， ヤ ツ デ ヒ ト デ の 体系的 な 生態学的研究 を行
い ， 本種の分布生態， 生態学的地位を 明 ら か に し た。
本種 の 有性生殖 と 無性生殖 の 季節性 や相互関係， 分
裂要因を確か め ， 本種 の 有性生殖能力 は 内 因的 に 衰
え る 可能性を示 し た 。 ま た ， 個体群構造の解析か ら ，
個体群へ の 幼生 の 新規加入 の 頻度 は 低 く ， 個体群内
の個体数増加 に お い て は 分裂が大 き な 役割 を果 た し
て い る こ と が推察 さ れ た 。
。。
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